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 『ARTE GRANDE』は、16 世紀に来日し 17 世紀初頭まで日本で活躍したイエズス会士、João 
Rodriguez のあらわした文法書である。ここでは、その成立の背景をさぐり、その記述を分析する。 
 「第 1 章 文典成立の歴史的および言語的背景」では、大航海時代や当時のイエズス会といった歴史
的背景、当時の西欧世界の言語観、そして、著者である João Rodriguez 個人の語学力や情熱から、ARTE 
GRANDE の成立の背景をあきらかにした。「第 2 章 ラテン語学の与えた影響」では、やはりイエズス
会士であったManoel AlvarezのあらわしたDE INSTITVTIONE GRAMMATICAとARTE GRANDE
との章立てを対照し、後者に対するラテン語学の影響を具体的、実証的に見ていった。 
 「第 3 章 ADVERBIO「副詞」について」では、副詞にしぼって Dionysius Thrax のあらわしたギ
リシア語文典 Téchnē grammatikēから DE INSTITVTIONE GRAMMATICA、ARTE GRANDE への
歴史的な変遷と影響を見、Rodriguez の言う ADVERBIO とは何であったのか考察した。「第 4 章 
elegância、elegante、elegantemente」では、ARTE GRANDE、ARTE BREVE にあらわれる「エレ
ガント」をすべて抽出、分析し、両文典での意味と用法をあきらかにした。 
 第 5章では、「sonsonete」という語に着目し、その出自と多義的な語義とをさぐり、第 6章では、「língua、
linguagem、palavra」に着目、Rodriguez の用語使用の正確さをあきらかにした。 
第 7 章では、ARTE GRANDE の Bodleian 本と Crawford 本とを見くらべ、Crawford 本の書きいれ
について詳述、また、両本の余白にある印刷について新しい発見をのべた。「第 8 章 DE 
INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE とにおける日本語引用例の対照」では、両文典
に共通する日本語引用例を詳細に対照すること、および、字体の乱れと乱丁の様子を見ることによって、




参考文献は、各章、および、巻末にあげてある。全体をとおしての ARTE GRANDE、ARTE BREVE、
VOCABVLARIO DA LINGOA DE IAPAM に関する参考文献は以下のとおりである。 
 






6. (1603) VOCABVLARIO DA LINGOA DE IAPAM, University of Oxford, Bodleian Library. 









Maria Helena Lopes de Castro 他著の‘Normas de Transcrição para Textos Medievais Portugueses’ 
(‘Boletim de Filologia’ TOMO XXII, 1973, pp.417 – 425) にしたがった。なお、「s」の異体字である「 」、
「∫」はすべて「s」に、「ß」は「ss」に統一した。「s」に関しては、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA
も同様である。 
たとえば、第一章「文典成立の歴史的および言語的背景」の 7 ページにある ARTE GRANDE の
PROEMIO「はじめに」の原文は左、それを右のようにあらためてある。 
 
muyto tempo ha que os Superiores da 
mesma Companhia de Iapão desejauão q 
se ordenasse, & imprimisse hua Arte 
pera cõ mays facilidade aprederem a 
lingua desta nação nossos Padres, & 
Irmãos, que de Europa, & da India vem a 
trabalhar nesta vinha do Senhor; mas o 
graue peso da cõuersam, & as cõtinuas 
occupações dos sujeytos q  nisto poderam 
entender não deram lugar a se effeytuar 
mays cedo; auedo agora mayor 
cõmodidade, me ordenarão os mesmos 
Superiores q compusesse esta Arte, na 
qual alem das conjugações, & rudimenta, 
se declarassem cõ a facilidade possiuel 
as regras, & preceytos que ensinão a 
falar certo, & com elegancia 
muito tempo ha que os Superiores da 
mesma Companhia de Japão desejavam q 
se ordenasse, & imprimisse u a Arte  
pera com mais facilidade aprenderem a 
lingua desta nação nossos Padres, &  
Irmãos, que de Europa, & da India vem a 
trabalhar nesta vinha do Senhor; mas o 
grave peso da conversão, & as continuas 
ocupações dos sujeitos q  nisto poderam 
entender não deram lugar a se efeituar  
m a i s  c e d o ;  havend o  a g o r a  m a io r 
cõmodidade, me ordenaram os mesmos 
Superiores q  compusesse esta Arte, na  
qual alem das conjugações, & rudimenta,  
se declarassem com a facilidade possivel  
as regras, & prece itos que ensinam a  










ことわりのある以外、ARTE GRANDE からの引用の翻訳は土井（1995）に、そして、ARTE BREVE
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第 1章 文典成立の歴史的および言語的背景 
 




















なると 13 世紀にしかさかのぼれない。1270 年ないしは 1271 年から 1295 年にわたっておこなわれた




15 世紀の Cristóbal Colón（クリストファー・コロンブス、1446 頃 – 1506）も『東方見聞録』を読
んでいて、書かれている内容に関してはかなり信じていたようである。コロンブスの航海日誌も彼自身
の書いたものは残っていない。あるのは、16 世紀に中南米で布教活動に従事していた Bartolomé de las 
Casas（バルトロメー・デ・ラス・カサス神父、1474 – 1566）が書き写した、日誌の要約である。 
  デ・ラス・カサス（1977）の林屋永吉著「解説」、p.281 によると、コロンブスは 1477 年の春から
                                         
1 『小文典』の正式な名称は ARTE BREVE DA LINGOA IAPOA TIRADA DA ARTE GRANDE DA 
MESMA lingoa, pera os que começam a aprender os primeiros principios della であり、これを訳すと
「ARTE GRANDE （大きい文典）からの抜粋にして日本語の基礎を初めて学ぶ人のための ARTE BREVE
（短い文典）」である。ここから、ARTE DA LINGOA DE IAPAM は ARTE GRANDE と、そして、『小















































                                         





  トスカネリーの手紙にある「大汗王」とは当時の元朝皇帝、忽必烈汗（フビライ・カーン、1215 – 1294）














































した。                         （1492 年 11 月 27 日火曜日） 
 
黄金がみつからなくても、植民には適しているということをアピールし、再度の航海への望みをつな


























                                         
4 アラゴン王フェルナンドとカスティリヤ女王イサベルの二人。 
5 























  イエズス会士 Francisco de Xavier（フランシスコ・ザビエル、1506 – 1552）が初めて日本の地を踏














た教会組織全体の意識となった。そこにあらわれたのが Martin Luther（マーティン・ルター、1483 – 











































  João Rodriguez は、1561 年頃ポルトガルの Sernancelhe（セルナンセリェ）という寒村に生まれた。
正確な生年は分かっていない。多分、教育らしい教育は何も受けることなく、13、4 歳で故国をはなれ、







  ARTE GRANDE の冒頭 PROEMIO「はじめに」で、Rodriguez は次のようにのべている。「muito 
tempo ha que os Superiores da mesma Companhia de Japão desejavam（日本のこの会の長老達が望
んで久しい）q se ordenasse, & imprimisse ua Arte（文典が編まれ、印刷されることを）pera com mais 
facilidade aprenderem a lingua desta nação nossos Padres, & Irmãos, que de Europa, & da India 
vem a trabalhar nesta vinha do Senhor（主のこの葡萄園で働くためにヨーロッパとインドからやって
来た司祭や会士がより容易にこの国の言語が学べるように）; mas o grave peso da conversão, &（しか
し、改宗の重責と）as continuas ocupações dos sujeitos（次々に起きる事柄によって）q nisto poderam 
entender（そこからお分かりのように）não deram lugar a se efeituar mais cedo（これより早く実行
に移すことはできなかった）; havendo agora maior comodidade（いままでにない便宜を得た現在）, me 
ordenaram os mesmos Superiores q  compusesse esta Arte（同じ長老達がこの文典を編纂するよう命
じられた）, na qual alem das conjugações, & rudimenta（そこでは活用や品詞論だけでなく）, se 



























































                                         






















  ローマ帝政期に古典ラテン語と俗ラテン語とがあったように、現代のブラジルには、linguagem culta
と linguagem popular とがある。linguagem culta は公的に使われる種類のことばであり、linguagem 
popular は日常的で卑俗な種類のことばである。Dino Preti の著書 SOCIOLINGÜÍSTICA-OS NÍVEIS 
DE FALA におけるそれぞれの定義は以下の通りである。 
 
linguagem culta    linguagem popular 
社会的に威信がある。    社会的に威信がない。 
よりかしこまった場面でもちいられる。  よりくだけた場面でもちいられる。 
どの地方の人間にも通じる。   地域性が強い。 
保守的である。    口頭言語の変化を受けいれる。 
学校教育で学習される。   生活の中で学習される。 
規範文法に沿っている。   規範文法に沿っていない。 
文法構造はより複雑。    文法構造が単純化されている。 










語彙はより豊富。    語彙が限られている。 








  1959 年に教育文化省が発表したブラジルの文法用語一覧「Nomenclatura Gramatical Brasileira10」
にしたがえば、linguagem culta の動詞活用には、indicativo（直説法）、subjuntivo（接続法）、imperativo
（命令法）の三つの法がある。それが、linguagem popular では、imeperativo は indicativo の現在で
ほとんどの場合代用されてしまうし、subjuntivo も固定した言い回し以外では、indicativo のどれかの
時制ですませてしまう。また、人称であるが、2 人称代名詞の「você(s)（親称）」も「o(s) senhor(es)
（尊称）」も文法的には 3 人称なので、動詞の活用形の 2 人称は要らなくなっている。さらに、1 人称
複数の人称代名詞にも文法的に 3 人称単数の「a gente」が使われており、l、2、3 人称に単複の計六つ
の活用形が、l、3 人称単数と 3 人称複数の三つの活用形だけですまされている。ここまで単純化されて
くると、体系はたもったまま具体的な活用形に変化が見られるというよりは、動詞の活用体系自体が簡
略になっていると言った方がいい。古典ラテン語と俗ラテン語、linguagem culta の間で共通にたもた
れていた動詞活用の体系が、ブラジルの近代ポルトガル語の linguagem popular において単純化された
と考えられよう。 















                                         
10 「Nomenclatura Gramatical Brasileira」とは、1959 年に Ministério da Educação e Cultura（教育文化
省）が公表したブラジルにおける文法用語の標準であり、教育の体系化のためにつくられ、授業、教科書、


















Horatius（紀元前 65 – 8）、Vergilius（紀元前 70 – 19）、Caesar（紀元前 100 – 44）、Cicero（紀元










でさえ、当時のフランスの数学者 Pierre de Fermat（ピエール・ド・フェルマー、1607 か 1608－1665）




septem artes liberales（英語で言う liberal arts、自由七科）がそれで、言語に関連した文法、修辞学、


















4. Rodriguez の語学力 
 







ない場合以外は恥ずかしいので書きません。        （クーパー（1991）、p.285） 
 






躍した Rodriguez とは対照的なのが、大著 Historia de Japam『日本史』を書き上げた Luis Fróis（ル
イス・フロイス、1532－1597）である。1976年にBiblioteca Nacional de Lisboaから出版されたHistoria 
de Japam の Introdução（はじめに）には、 
 
No Outono de 1559, com a nova da eleição do P. Diogo Laynez como Geral da Companhia, 
chegaram a Goa instruções em que se ordenava se tomassem informações acerca de cada 
Padre e Irmão da Província, e das qualidades e esperanças que eles davam. Informações 
que deviam ser enviadas para Roma. É muito interessante o que os seis Padres, 
encarregados desta tarefa, escreveram do nosso Ir. Fróis. …… Mais de perto o conhecia o 
seu professor Francisco Cabral, que escreveu: 《O Irmão Luis Frois, …… habil para dar 
bom expediente a quaisquer negocios de papeis, …… que parece virá a ser bom pregador, 








































  あれだけの大著を書き上げた Rodriguez が「ポルトガル語がへただった」と言う場合の「ヘた」とい
うのは、文章の構成力、または、美文を書く力のことであり、ポルトガル語、日本語をふくめた語感、
                                         




5. Rodriguez の情熱 
 
Rodriguez は 1598 年 2 月 28 日付けで長崎からローマのイエズス会総会長に手紙を書いている。その
中で、自分が若くして日本に来、すでに 21 年になるということをまずのベ、次に、若輩もので何もわ
からないが、と前置きしてから、「solamente dos cosas apuntare en esta una acerca de nrã Cop.a la 
otra acerca de la conuersion desta nacion――（たゞこの書翰にては二つの事を挙げんとす。その一は
わが会の事、その二はこの国民の改宗の事なり）」（土井（1982）、p.260）、としている。 











  「もう一つ」のこと、「この国民の改宗のこと」としては、 
 
porq naturalmente son mui modestos exteriormente y qietos en tal, que captiuan a los 
nrõs, y no pueden ser conoscidos ny penetrados, es uerdad que tambien en lo que toca a 
las pasiones no son tan uehementes como los de Europa como tambien ni tan efficazes 













  主要な二点を終わった後で、「offreciaseme tambien ser importante que vrã P. encomiende a todos 





parece ser muy necess.o que vrã mãde a ella muchos de los nrõs hombres de partes y 
letras y de buena edad que cõ facilidad aprendar12 la lengua para la ayudar porque los 










  そして、手紙の最後の段落は、 
 
Taycõ, aunque nos persigue, por otra parte tiene desarraygada la ydolatria de Japon, 
deshaziendo los ayuntamientos do13 los Bonzos estudiauan, qitandose las rentas cõ que 
se sustentauan, y con esto derribo muchos tiemplos de los ydolos, y otros por si se cayen 
sin auer qien les acuda, y ay en Japon muy baxo concepto de los idolos por causa de la 
ley de dios nrõ sõr, y grã credito de la nuestra, y anssi p esta uia ay muy poco 
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ンの人文主義者Antonio de Nebrija (1444-1522) は1481年、Introductiones Latinaeを著わした。そ
こには音韻論、統語法、正書法、韻律学が完備され、実用的な綴り方の辞書もあった。 











                              
2 ポルトガル国立図書館蔵の 1572 年版 DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の中扉には、「EMMANVE
LIS // ALVARI È SO- // CIETATE IESV // DE INSTITVTIONE // GRAMMATICA // LIBRI TRES. /
/ OLYSSIPPONE. // Excudebat Ioannes Barrerius // Typographus Regius. // M.D. LXXII」という記
載がある。この書が、「LIBRI TRES.」三巻本であることがわかる。 








 天草版の表紙には、「EMMANVE- // LIS ALVARIE SO- // CIETATE IESV // DE INSTITVTIONE 
GRAMMATICA // LIBRI TRES. // Coniugationibus accessit interpretatio // Iapponica.」、そして、
イエズス会のマークの下に、「IN COLLEGIO AMACV- // SENSI SOCIETATIS IESV // CVM 









3.  DE INSTITVTIONE GRAMMATICAと日本語 
 













































       Numero sing. 
NOminatiuo   Dominus,   Aruji, aruiua, arujiua, ga, no, yori. 
Genitiuo   Domini,    Arujino, ga. 
Datiuo   Domino,    Arujini, ye. 
Accusatiuo   Dominum,   Arujiuo. 
Vocatiuo           ô Domine,    Aruji, A, icani aruji. 
Ablatiuo           à Domino,    Aruji yori, cara, ni. 
 
                           Plur. 
¶ Nominatiuo     Domini,    Aruji tachi, A, aruji tachiua, ga &c. 
Genitiuo      Dominorum,   Aruji tachino, ga. 
Datiuo      Dominis,    Aruji tachini, ye. 
Accusatiuo      Domínos,    Aruji tachi uo. 
Vocatiuo    ô Domini,    Aruji tachi, A, icani aruji tachi. 



















                                   ¶ Modi indicatiui tempus præsens. 
¶Sum, Vare  Dearu, Aruiua, yru. Eu sou ou estou. 
   Es, Nangi  Dearu, A, yru.  Tu es ou estás. 
   Est, Are  Dearu, A, yru.  Ele é ou está. 
           Plural numero. 
   Sumus, Varera  Dearu, A, yru.  Nos somos ou estamos. 
   Estis, Nangira  Dearu, A, yru.  Vos sois ou estais. 
   Sunt, Arera  Dearu, A, yru.  Eles são ou estaõ. 
 
 「Sum」の直説法現在の活用表では、一番左の欄に動詞「sum」の活用形、単数1人称「 Sum」、2
人称 「Es」、3人称「Est」、そして、複数1人称「 Sumus」、2人称 「Estis」、3人称「Sunt」、そ












「estar」の直説法現在三人称単数）。また、存在位置の用法には、次のような例がある：Onde é a 
estação?「駅はどこにあるか」 / O livro está em cima da mesa.「その本はテーブルの上にある」、Estou 
aqui desde as duas horas.「わたしは、2時からここにいる」。 
22 







                Optatiui præsens, & imperfectum. 
¶Vtinã leger, legeres, legeret.          Vare       Auare yomecaxi,      ¶Oxala lera eu! 
Plu. Vtinã, legeremus, legeretis, legert.          A, gana.                 ou lesse. 
 
              Præteritum perfectum. 
Vtinã legerim, legeris, legerit.           Yôdarniua            ¶Queira Deos que 
Plu. Vtinam legerimus, legeritis, legerint.   Vare         Yôdaraba                 tenha eu lido. 
                yocarmonouo. 
 
               Præteritum plusquam perfectum. 
Vtinã legisse, legisses, legisset.          Aá yomzuru         ¶Provera a Deos 
Plu.Vtinã legissemus, legissetis, legissent.    Vare       monouo, A,                 lera eu ou tivera 
                            yôdeattaraba lido. 
                            yocarmonouo. 
 
               Futurum. 
Vtinam legã, legas, legat.          Vare &c.       Yomecaxi,   ¶Praza a Deos   lea eu. 













                              
5 Lewis（1891）の「utinam」の項を見ると、「adv. oh that! I wish that! if only! would to heaven! woul
d that!」とある。 
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a. Yza saraba namida curaben fototoguisu, Varemo vqiyoni neuo nomizo naqu. 
 いざさらば涙くらべん時鳥、我も憂き世に音をのみぞ泣く。 
b. AVare tada vqitoqi tçururu tomomo gana, Fitono nasaqeua yoni arixi fodo. 
 あはれただ憂き時つるる友もがな、人の情は世にありし程。 
c. NAgaqi yono curuxiqi cotouo vomoyecaxi, Carino yadorini nani naguequran. 
長き世の苦しき事を思へかし、仮の宿りになに歎くらん。 
d. Yorozzuno teatarino monono yy 
万づの手当りの物のいやう 
e. vosacazzuqino vomaraxey 
 お盃のおまらせやう 
f. Qiacu monog.  Gozaiqiǒgiǔno vocotodomo sazo iroirono cotoga gozarǒzu. 
 客物語。御在京中の御事共さぞ色々の事がござらうず。 
g. Morte monog. Tonono goxucqe mexeba tote, sore icasama cocoroatemo gozarzu,  




 a.はmodi imperatiui（命令法）、b. c.はmodi optatiui （願望法）、d.e.はmodi infiniti（不定法）、




 以上、家入（1974）が指摘する、天草版のDE INSTITVTIONE GRAMMATICA にあらわれた日本
語について原文にもどって具体的に見てきた。 







「Verbo substantivo」、「Modo optativo」、「日本語の例文」の6項目をとりあげ、それぞれをDE 



























 DE INSTITVTIONE GRAMMATICAには次の9個の名詞の変化表があげられている。 
 
第1変化 女性名詞 Musa（ミューズ神） 
第2変化 男性名詞 Dominus（神） 中性名詞 Templum（聖所） 
第3変化 男性名詞 Sermo（説教）  中性名詞 Tempus（時） 通性名詞 Parens（親） 
第4変化 男性名詞 Sensus（知覚） 中性名詞 Genu（膝） 






                              
6 第 232 葉裏から「Das eras de Japão（日本の年号について）」という章がはじまり、第 233 葉表からの
節「ERAS DE JAPÃO POR ORDEM DOS anos de Christo. N. S. em que cada ũa começou & os anos que
 durou（わが主キリシトの年代順に並べた日本の年号 各年号の始まりと継続年数を示す）」では西暦 522
年の「Ienqui（善記）」から 1596 年からの「Quiǒchǒ（慶長）」までの年号があげられている。また、第
236 葉表からの節「REIS E ANOS DE JAPÃO（日本の帝王と年数）」では「as sete idades celestes （天
神七代）」と「as cinco idades que chamam terrestres（地の神と言はれる五代）」が示され、紀元前 660







Nominativo.    Aruji. l, Arujiua, ga, no, yori, Senhor, ou dono. 
Genitivo.    Arujino, ga. 
Dativo.    Arujini, ye. 
Accusativo.    Arujiuo, uoba, ua, ga. 
Vocativo.    Aruji, icani Aruji. 
Ablativo.    Arujiyori, cara, ni. 
 
              NUMERO PLURAL 
Nominativo.    Aruji, l. Arujitachi, xu, domo, ra. 
Genitivo.    Arujitachino, ga. 
Dativo.    Arujitachini, ye. 
Accusativo.    Arujitachiuo, uoba, ua, ga. 
Vocativo.    Arujitachi, l, icani Arujitachi. 
Ablativo.    Arujitachi yori, cara, ni. 
 
 3-2で示したDE INSTITVTIONE GRAMMATICAの「Dominus」の変化表と、枠組みから文法用語
まで同じであることがわかる。さらに、ふたつの表の助詞部分のみを仮名になおし、ならべてみる。 
 
 DE INSTITVTIONE GRAMMATICA ARTE GRANDE 
主格 φ、は、が、の、より   φ、は、が、の、より 
属格  の、が      の、が 
与格 に、へ      に、へ 
対格  を     を、をば、は、が 
呼格 φ、いかに～    φ、いかに～ 
奪格 より、から、に    より、から、に 
 
 ARTE GRANDEの方の対格に「をば、は、が」が加わっている点以外は、まったく同じである。ど




 DE INSTITVTIONE GRAMMATICAの第3葉裏には、「¶Particulæ Iapponicæ, qua numero 















     Anjotachi. Os Anjos.     o    Irmãoxu.  Os irmãos. 
     Midexitachi. Discipulos de X.     Buxixu.  Soldados honrados. 
 1. Padretachi. Os Padres.      2.     Dôjucuxu.  Os Dòjucus. 
     Iennintachi. Os santos.    Miacoxu.  Os do Miaco. 
     Ano fitotachi. Aqueles homeis.    Tonobaraxu.  Criados limpos. 
 
     Tequidomo. Inimigos.    Acuninra.  Os maos. 
     Chuguendomo. Moços desporas.    Varera.  Nosoutros. 
 3. Fiacuxdomo. Lavradores.      4.     Fiacuxra  Lavradores. 
     Funedomo. Embarcações.    Iudeura.  Os Judeos. 
     Vmadomo. Cavalos.     Tegura.   Demonios. 
 
4-4 Verbo substantivo 
 Verbo substantivoというのは、ラテン語の「sum」、ポルトガル語の「ser、estar」のことで、コ
ピュラであったり、存在を意味したりする動詞のことである。 
 DE INSTITVTIONE GRAMMATICA 第13葉表では動詞「sum」を次のように説明している。 
 
    ¶Huic verbo Substantiuo Sum, hæc ferè verba Iapponica respondent, Aru, gozaru, naru, 
yru, voru, voriaru, vogiaru, maximasu, so ro, fanberu, nari, &c. & ex his ea, quibus particulæ, 
Ni, Nite, De, praponuntur, vt Nitearu, gozaru &c.  
 
 3-3で示した活用表における「sum」に相当する日本語は「Dearu, yru（である、いる）」であるが、
ここでは「Aru, gozaru, naru, yru, voru, voriaru, vogiaru, maximasu, so ro, fanberu, nari, &c.（ある、
ござる、なる、ゐる、をる、おりある、おぢやる、まします、さうらふ、はんべる、なり、等）」、
そして、それぞれに「Ni, Nite, De（に、にて、で）」を加えたものだとしている。 
 ARTE GRANDEには日本語のverbo substantivoの一覧表が第3葉表にあげられている。左の列は
「Estar. Haver.」すなわち存在を意味する語で、右の列は「Ser.」すなわちコピュラとなる語である7。
                              
7 「Haver」は、「ある、存在する」ことを示す動詞である。「estar」は一時的、「ser」は恒常的な状態
を示すコピュラ動詞で、両方ともに存在もあらわす。ただ「estar」は一時的なので「Aru、Vogiaru、Yru」








¶  Aru.            Nitearu. 
    Vogiaru.         De aru. 
    Yru.            De vogiaru. 
    Gozaru.            Nite gozaru. 
    Naru.             De voriaru. 
    Maximasu.           Nite maximasu. 
    Vouaximasu.           Nite vouaximasu. 
    Voriaru.            Denai. 
    Nai.   Estar.          De vorinai.    Ser. 
    Vorinai.   Haver.          De gozanai. 
    Gozanai.                        De sǒrǒ, l, soro. 
    Saburo.            De so. 
    Fanberu.            Vataraxe tamǒ 
    Nari, defectivo.          Imaso cariqueri. 
    Sǒrǒ, l, soro.          Masu. i. Maximasu. 
    Sô.       Arazu, defectivo. 
    Zǒrǒ, l, soro. 
 
4-5 Modo optativo 




 動詞「Yomu」のmodo optativoの現在、不完全過去 
¶Yomecaxi, l. gana.  Oxala leras tu, ou lesses, lera ele, ou lesse &c. 
Yomai caxi, l. gana                         
Yomitai, l. monogia.  Oxala lea eu, ou lesse. 
Yomitai cotono 
                              
8 ARTE GRANDE の動詞活用の語例として「Yomu」がとりあげられているのも、DE INSTITVTIONE  
GRAMMATICA の影響である。 
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 動詞「Yomu」のmodo optativoの完全過去 
Yomǒ monouo. 
Yòde araba yocarǒ monouo.           Oxala lesse, ou queira Deos que tenha eu lido, 
Yodarǒniua yocarǒ monouo.        ha que houvera de ter lido. 
Yomitacatta monouo. 
Yomitai cotode atta monouo.         Ha como desejei ler. 
Yomitacatta cotogia. 
 
 動詞「Yomu」のmodo optativoの大過去 
Yomǒ monouo, &c. 
Yôde arǒ monouo.             Provera a Deos que lera eu, ou tivera lido. 
Yôde attaraba yocarǒ monouo.        
 
 動詞「Yomu」のmodo optativoの未来 
Yome.  Caxi, l. gana. }   Praza a Deos que lea eu. 
Yomai. 
Yôde arecaxi.  }   Praza a Deos que tenha eu ja então lido. 
 
 「現在、不完全過去」、「完全過去」、「大過去」、「未来」という時制の分け方は両文典で共通
している（3-3 参照）。ただ、DE INSTITVTIONE GRAMMATICAにある日本語は「yomecaxi、









a’. Iza saraba namida curaben fototoguisu: Varemo vqui yori neuo nomizo naqu. 
          Feiq. 
b’. Auare tada vqui toqui tçururu tomomogana, Fitono nasaqueua yoni arixi fodo. 
          Canxôjono vta 
c’. Nagaqui yono curuxiqui cotouo vomoyecaxi, Carino yadoriua nani naguecuran. 
          Saiguiǒno vta 
                              
9 これらの引用例の両文典間の相違点については、第 8 章「DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と 
ARTE GRANDE とにおける日本語引用例の対照」を参照。 
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d’. Yorodzuno teatari monono iyyǒ, saritoteua fito ichiningiato cocoroni fomuru.  
             Quiacu monogatari 
 万づの手当り物の言ひ様、さりとては人一人ぢゃと心に褒むる。 
          客物語 
e’. Cotoni vosacadzuquino vomaraxiyǒsoregaxini maxita. Ibidem. 
 殊にお盃のおまらしやう 某
それがし
 に増した。     同前 
f’. Gozaiquiogiǔno vocotodomo sazo iroirono cotode gozarǒzu, quiqui maraxitai. 
Hum Gozai cocuno aidani sǒ voriarǒzu.        Quiacu monog. 
 御在京中の御事共さぞ色々の事でござらうず、聞きまらしたい。 
 フム御在国の間にさうおりゃらうず。   客物語 
g’. Tonono goxucque mexeba tote, sore icasama cocoroatemo gozarǒzu,  
sonatano xucqueua nanigotozo.      Idem. 
 

















 この章の最後にあげた図2-2から2-4の「DE INSTITVTIONE GRAMMATICA、ARTE GRANDE 




                              




名は、巻末の「TABOADA DO QUE SE CON-tem nestes tres livros da Arte Japoa11（この日本文典
三巻に含まれる事項の目次）」にならった。天草版の日本語訳は馬場によるもので、ARTE GRANDE
の方は土井氏の訳書から引いたものである。 













     でぬった。さらに、ARTE GRANDEだけにある章のうち、言語構造の違いによると思わ
れる章は       で、そして、日本独特の文化を記述するために加えられた章は 
















                              
11 Rodriguez の作成したこの TABOADA は「目安」として作られたものらしくもれ
、、
がある。たとえば、第
67 葉の「De varios graos de pronomes primitivos（単純代名詞のいろいろな階級について）」で、実はこ






以下、DE INSTITVTIONE GRAMMATICAとARTE GRANDE 両文典の共通部分と相違点をその
章立てをてがかりに見ていく。DE INSTITVTIONE GRAMMATICAの葉数は、L-1、L-2、L-3、Lは 
LatinのL、ARTE GRANDEの葉数はG-1、G-2、G-3で示す。 
 


























 DE INSTITVTIONE GRAMMATICA で取り上げられている動詞は、コピュラ動詞の「sum」、第
1 活用動詞の「amo（愛する）」、第 2 活用動詞の「doceo（教える）」、第 3 活用動詞の「lego（読
む）」、第 4 活用動詞の「avdio（聞く）」の五つである。ARTE GRANDE では、「sum」に相当す
る当時の日本語として「～でござる」をとりあげ、G-3 にその活用を示している。第 1 活用動詞から
第 4 活用動詞というのは、いわゆる、規則動詞であり、その活用に関する記述というのは G-7 に対応
                              
12 DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の「interiectionis」、ARTE GRANDE の「interjeição」は、こ
こでの訳語を「間投詞」で統一した。 
L-3v DE NOMINVM DECLINATIONE. 
  名詞変化について。 
8v DE PRONOMINVM DECLINATIONE. 
   代名詞の変化について。 
G-1  Da declinação dos nomes & pronomes. 
名詞と代名詞の転尾について。 






L-12v  DE VERBORVM CONIVGATIONE. 
動詞活用について。 
G- 3  Da conjugação do verbo substantivo. 
         存在動詞の活用について。 






















部を具備していない動詞（shall, will, can, may, must; ought）および変則動詞（ANOMALOUS 
VERB）としての dare, need をいう」とある。また、「anomalous verb」は、「変則動詞：不規則
な活用」をする動詞で、「ギリシア語で区別されている -  verb と-mi verb の名残であ」る。この定






一方、ARTE GRANDEの本文にみられる第45葉表の章題は、「VERBOS DEFECTIVOS QUE 





                              
13 同様の見方、考え方はBloch（1970）、鈴木（1972）にも見られる。 
前者、p.19 の「7. NEGATIVE ADJECTIVES」には、「Negative adjectives constitute a subclass of  
adjectives, characterized both by the structure of their bases and by their inflectional endings. Every  
negative adjective is derived from an underlying verb; its meaning is the negative corresponding to the 
meaning of the verb」とあり、例として「okinai、akenai、nomanai、kawanai」などがあげられている。 
また、後者 p.297 の「§26 みとめ方」には、「動詞には みとめと うちけしが あります。人や も
のに うごき、 状態の 変化が ある ときには、 みとめの 動詞を つかいます。 人や ものに 
うごき、 状態の 変化が ない ときには、 うちけしの 動詞を つかいます。」とあり、「うちけし」
の動詞として、「いかない、きこえない」などがあげられている。 
L-58    DE VERB. DEFEC. CONIVGATIONE. 
  欠如動詞の活用について。 
    62v  DE VERBIS ANOMALIS.   
         変則動詞について。 
    67v  DE VERBIS DEFECTIVIS. 
欠如動詞について。 




















L-106   DE CONSTRVCTIONE VERBI  
ACTIVI. 
能動動詞文の作り方について。 
    110v DE CONSTRVCTIONE VERBI  
PASSIVI. 
受動動詞文の作り方について。 
G- 96 Da construição transitiva do verbo 
     activo, &c. 
能動動詞などの異格構成について。 
     99  Do verbo passivo. 
受動動詞について。 
 










L-116  DE CONSTRVCTIONE VERBI INFINITI. 
      不定法の動詞を含む文の作り方について。 
   117v DE CONSTRVCTIONE GERVND. ET SVPIN. 
      動名詞 と目的分詞 を含む文の作り方について。 
   119v DE CONSTRVCTIONE PARTICIPIORVM. 
分詞を含む文の作り方について。 
 
G-103  Do verbo infinito.  
不定法動詞について。 









の動詞の用法が論じられている。不定法には、「Tada ima vomeni cacaru cotoua caguirigia.（只今御



































15 ellipsis〘文法〙（統語上の語句の）省略((例えばTo err is human, to forgive (is) divine. の中の第二のis
の省略))；パラグラフの最後の文の省略。（竹林（2002）） 
16 zeugma〘文法〙くびき語法((一つの形容詞または動詞で異種の2個の名詞を無理に修飾または支配させ
ること：例えばkill the boys and destroy the luggageとすべきをkillだけ用いてkill the boys and the 
L-125v  DE CONSTRVCTIONE ADVERBII. 
副詞を含む文の作り方について。 
129v DE CONSTRVCTIONE INTERIECTIONIS. 
         間投詞を含む文の作り方について。 
130     DE CONSTRVCTIONE CONIVNCTIONIS. 
接続詞を含む文の作り方について。 
G-112  Do Adverbio.  
      副詞について。 
    125  Da Interjeição.       
間投詞について。 
    130  Da Conjunção.      
 接続詞について。 
L-132v DE FIGVRATA CONSTRVCTIONE. 
修辞法について。 







てすべての語の格を示す「Deusua Ten, Tçuqui, Fi, Foxi, Tçuchi, Midzu, Caje, Fiuo gosacu nasareta
（デウスは天・月・日・星・土・水・風・火を御作なされた）」、動詞が連用形でならび、最後の動
詞の形態がすべての動詞の時と法を示す「Tonde vogorazu, tçunde yoqu fodocoxi, tenni xequigumari,


































に分けられる。前者には、I. sのｒ化（rhotacism）、II. 子音脱落、III. 異化があり、後者にIV. 同化、V. 音
挿入（epenthesis）がある。」とのべている。 
5-5 発音 
L-137v DE SYLLABARVM DIMENSIONE. 
       音節の「量」について。 
145   DE INCREMENTO NOMINVM. 
名詞における増大について。 
148   DE VERBORVM INCREMENTO. 
動詞における増大について。 
150   DE VLTIMIS SYLLABIS.  
最終音節について。 
155v DE SYLLABA COMMVNI.  
音節全般について。 
G-173   Dos acentos da lingoa Japoa. 
日本語のアクセントについて。 
176  Regras acerca do vso do Sumi nigori. 
            清濁の用法に関する規則。 
178   Dos modos de pronunciar a lingoa  
Japoa. 
            日本語の発音法。 
36 
5-6 詩歌について 
L-157v DE PEDIBVS. 
      「脚（詩の韻律単位）」について。 
158v DE VARIIS GENER. CARMINVM. 
        詩歌のいろいろな種類について。 
160 DE CARMINVM DIMENSIONE.
        詩歌の（韻律的）「量」について。 
162v  DE CÆSVRA.  
      （韻律的）「休止」について。 
G-180   Da Poesia de Japão. 
































 G-206は、ARTE GRANDEの第三巻にある。第5節「DE INSTITVTIONE GRAMMATICAと




L-164   DE PATRONYMICIS.  
     「姓」について。 
G-206   Dos nomes gentilicos de Japão.  
            日本の名字について。 
37 





L-170   DE GRÆCIS VERBIS.  
      ギリシア語からの語句について。 
   170v DE VOCIBVS HEBRACIS. 
       ヘブライ語からの語句について。 
G-179 Do modo de introduzir alguns vocabulos 
        nossos na lingoa Japoa 
     われわれの或語を日本語の中に取入れる 
方法について。 
 





¶ Notase, que posto que os Japõis pronunciam toda a sua lingoa com silabas simples de 
ũa consoante, & ũa vogal, v. g. Padre, dizem, Patere, Trindade, dizem, Chirindade, Natal, 
Nataru, Eclesia, Yequerejia, &c. Todavia quando escrevermos em nossa letra os taes 












6 ARTE GRANDEにあってDE INSTITVTIONE GRAMMATICAにはない章について 
－言語的な記述― 
 
 ARTE GRANDEにはあってDE INSTITVTIONE GRAMMATICAにない項目は、ARTE GRANDE
に独自のものということになる。対照図の      の項目を「形容動詞19」、「動詞の否定語根」、
                              
19 ここで言う「形容動詞」は、土井（1955）における「verbo adjectivo」の訳で、「verbo adjectivo」は、
時と法によって活用する日本語のイ形容詞、ナ形容詞の独自性を言い表した Rodriguez の用語である（この







G-47  Da conjugação dos verbos acabados em Ai, ei, ij, oi, ui. 
Ai, ei, ij, oi, ui （アい、エい、イい、オい、ウい）に終る動詞の活用について。 
61   De como se devem chamar verbos os que ategora corriam por nomes adjectivos. 
今日まで形容名詞として通用したものを何故に動詞と呼ぶべきかといふことについて。 
90   Da construição dos verbos adjectivos.  








はこれを「verbos acabados em Ai, ei, ij, oi, ui」としたのである。ここでは、日本語のイ形容詞が
nome adjectivoとverbo「動詞」との両方の性格を持ち、verbo adjectivoとよぶべきであることをイ形
容詞「Fucai（深い）」と動詞「Ague（上げ）」の活用を併記しながら説明している22。 
                                                                                                 
は「イ形容詞」、「ナ形容詞」と呼ぶこととする。 
20 この論文では、英語の adjective、ポルトガル語の adjectivo、ラテン語の adiectiuorum の訳を「形容詞」
とし、日本語の学校文法で言うところの「形容詞」は「イ形容詞」と呼んでいる。 
21 AlvarezのDE INSTITVTIONE GRAMMATICAの英訳版、AN INTRODUCTION TO THE Latin 
Tongue, OR THE FIRST BOOK OF GRAMMAR (1735) の冒頭には、ラテン語学習の入門者のための 
Q & Aが用意されている。「How many sorts of Nouns are there? / Two: A Substantive and Adjective. A 
Noun Substantive is, which cannot agree with another in Sense, but standeth by it self in Speech; as 
Mensa, Manus, Res; for it is well said, the table supporteth, the hand holdeth, the King governeth. / 
What is an Adjective? / It is a Noun which must agree with a Substantive wither expressed or 
understood, to make up Sense, or which cannot stand by itself in Speech; as wise, valiant, great, 
expressed」。Noun（名詞）にSubstantiveとAdjectiveの二つがあり、前者が現代文法でいう名詞、後者が
形容詞であることがわかる。 
22 第 86 葉裏、「DO NOME ADJECTIVO, & substantivo.（形式名詞と実名詞とに就いて）」の 
「Appendix. I」には、「Grande parte destes verbos perdendo o derradeiro. i. & outros mudando o em, 
A, se antepoem aos nomes substantivos, ficando verdadeiros adjectivos indiclinaveis, sem significarem  
tempo, nem modo. Vt, Xiraito. Seda branca（この種の動詞の大部分は語末の i を省き、且一部のものは o
を A に変へ、実名詞の前に置かれて、時も法も示さない無転尾の真実の形容詞となる。例へば、 
Xiraito）」とある。Rodriguez にとって、「白糸」の「しら」のように、活用語尾の「い」をうしない、時
も法も示さなくなった言語要素こそが「真実の形容詞」だということになる。ほかに、「Moromoro  
no fito」、「aratamano toxi」など、「の」を介して連体修飾句を作ることの多い名詞、「Macotono  
Deus」、「nocorino mono」などのように名詞や動詞の連用形に「の」がついたもの、「Mopparano /  










¶   E quanto a serem verbos não ha duvida nem ũa pois tem proprias vozes, & tempos, & 
modos, & raizes23 como qual quer outro verbo pessoal, o que repugna à natureza do Nome. 



























                              
23 Rodriguez は、イ形容詞、ナ形容詞の連用形を raiz（語根）と呼んでいる。大野（1974）は、動詞の見
出しを連用形とした。「序にかえて」でその理由をいくつかあげ、「これは、連用形が動詞の基本形である
という国語史的事実の反映である」と述べている。大野氏の言う「基本形」が、Rodriguez の言う「raiz」
である。Rodriguez は、動詞のみならず、イ形容詞、ナ形容詞の連用形も raiz と呼んでいる。 
40 
うことはない24。Rodriguezは西欧語と日本語とのこの差異に着目し、日本語の動詞に「Yomanu / 




















G-52 Da conjugação do verbo Soro.        動詞 Soro（候）の活用について。 
67 De varios graos de pronomes primitivos.  単純代名詞のいろいろな階級について。 
69 De varios generos, & graos de verbos.       動詞のいろいろな種類と階級について。 
158 Das particulas de honra.         尊敬の助辞について。 
164 Dos verbos honrados de sua natureza.       本来の尊敬動詞について。 


















Varera / Vatacuxi、Soregaxi / Mi / Midomo / Midomora、Conofo / Conata / Cochi、Sonofo / Sonata / 















G-77 Da particula, Artigo, numero, &c. 助辞、格辞、数などについて。 
149 Da Particula.          助辞について。 
154 Das particulas negativas.   否定の助辞について。 
158 Das particulas de honra.   尊敬の助辞について。 
   
RodriguezはARTE BREVEの第52葉で「OS Japões comprendem todas as partes da oração da sua 









Bluteau(1789)には「Os Grammaticos chamam particulas, as partes indeclinaveis da oração, i. e. 


















G-77  Da particula, Artigo, numero, &c.  助辞、格辞、数などについて。 
149  Da Particula.    助辞について。 
 










G-73 Da Posposição, Adverbio, Conjunção, &c.  後置詞、副詞、接続詞などについて。 
140 Da Posposição.       後置詞について。 
   
第73葉表を見ると、Rodriguezは、「em seu significado respondem às nossas preposições（その意
味が我々の前置詞29に相当する）」言語要素を「後置詞」とよんでいる。 






字素を介して、「こゑ」と「よみ」があり、豊富で複雑である。そのために、Rodriguez は「Das  
particulas negativas」という章をもうけたのである。 









同じく第73葉表には、「algũas são propriamente nomes substantivos, q  admitem todos os artigos 











Tocouo furicataguete aru quanno nacaye irete voita. 
（とこを振りかたげて或棺の中へ入れて置いた） 
Acunindomoua jenninni taixite accôuo faqu. 
（悪人共は善人に対して悪口を吐く） 
Tadaxi cono teini xitagatte quiogiu arubexi. 
（但し事の体に随って軽重あるべし） 
                                                                                                 
また、第 140 葉表には、「as pomos por parte da oração distinta somente por que por elas se  





30 Instituto Antônoio Houaiss（2001）からの用例、「entre：tentava salvaguardar a saúde mental 
entre os muros da prisão（牢獄の壁の中で精神的な健康を守ろうとこころみた）  / segundo：a 
psicanálise segundo Jung（ユングに従った精神分析） / contra：só entrega o dinheiro contra recibo（領
収書に対してだけ現金を支払う） / com：vive com a mãe（母と生きる）、anda com o violão debaixo do 
braço（脇の下にバイオリンをはさんで歩く） / debaixo：deita debaixo da árvore, para descansar à sua 
sombra（その陰で休むために木の下に横になる） / antes：partiu antes do amanhecer（夜が明ける前に
出発した） / quase： tem quase 90 anos（90歳ほどだ） / em lugar：em lugar de agir, ficou à espera 
dos acontecimentos（行動する代わりに、ことが起きるのを待っていた）」。 








Deusua fitono xiquixinuo tçucuri tamoto tomoni Animauo ataye tamo nari. 
（デウスは人の色身を作り給うふと共にアニマを与へ給ふなり） 
Tenno vyenimo, gino xitanimo nai. 
（天の上にも、地の下にも無い） 







G-58 Das partes da oração Japoa, & das  vozes chamadas Coye, & Yomi. 
日本の品詞及び‘こゑ’と‘よみ’のよみ方について。 
 
 次頁に示すように、 Rodriguez は









































G-87  Do modo de explicar o Relativo. 
    関係句の言ひ表し方について。 
 
第87葉裏でRodriguezは「A lingoa Japoa carece do relativo, Qui, Quæ, Quod（日本語には（拉丁 
語の関係詞）Qui, Quæ, Quod がない）」とのべ、「a Antecedente. i. a cousa relatada se pospoem 




ろ」でのべたように、関係句を言い表わす「ところ」にふれ、「Algũas vezes por causa de elegancia 








係を示すポルトガル語の「tanto quanto」、「tanto como」と日本語の「ほど」との対応を「Cono 




G-169 Dos abusos no falar proprios dalguns reinos.  
ある国々特有の言ひ方における誤謬について。 










教のため、現実に運用されている日本語、方言は無視できない。そこで、G-169の章「Dos abusos no 
falar proprios dalguns reinos」が加えられた。 
 
6-11 G-79：LIVRO I のまとめ 









 ラテン語との対照言語学的なまとめであり、対応する章はDE INSTITVTIONE GRAMMATICAに
ない。 
 
7 ARTE GRANDEにあってDE INSTITVTIONE GRAMMATICAにはない章について 
－文化的な記述－ 
 






G-184  Do estilo da escritura.  
文書の文体について。 
188  Alguns preceitos pera o uso do Coye, & lingoa da escritura. 
‘こゑ’ の用法に関する規則と文書の用語の規則若干。 
189  Tratado do estilo das cartas. 
書状の文体の論。 
202  Do Xeixi de Japão. i. juramento por escrito.  
日本の Xeixi（誓紙）、即ち書き物による誓約について。 
204  Do voto por escrito. 
47 
書き物による願書について。 
204  De como se escreve apetição, ou acusação.  
訴訟を如何に書くかといふ事について。 




た。G-202「Do Xeixi de Japão. i. juramento por escrito」には文書による誓約の書き方、G-204「Do 
voto por escrito」には願い事をする場合の手紙の書き方、また、G-204「De como se escreve 
apetição,ou acusação」には訴訟の書き方が記されている。 
書状によって彼らの活動が大きく左右されたであろうことは想像に難くない。そのため、DE 
INSTITVTIONE GRAMMATICAには現れない記述がARTE GRANDEにはあり、また、G-38「Da 
conjugação dos verbos da escritura」のような書きことばや手紙にあらわれる動詞についての章や、
G-52「Da conjugação do verbo Soro」のような手紙文に使われた「候」についての章、G-184「Do 








G-212 Tratado de varios modos de contar. 
   いろいろな数へ方の論。 
229 Tratado do modo de contar os tempos, anos, meses, dias, horas, eras, &c.  
    時、年、月、日、時刻、年号などの数へ方の論。 
231    Dos animais que respondem as horas de Japão, & dos rumos da agulha. 
     日本の時刻に該当する動物について、又羅針の方位について。 
    
時の数え方のことなる人々に対する便宜として第229葉の「Tratado do modo de contar os tempos, 
anos, meses, dias, horas, eras, &c.」と第231葉の「Dos animais que respondem as horas de Japão, 











L-52 DE VERB. DEPON. CONIVGATIONE.  形式所相動詞の活用について 
 










L-68v DE VERBIS IMPERSONALIBVS. 
       非人称動詞について。 
G-102  Do verbo impessoal.   
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DE INISTITVTIONE GRAMMATICA LIBER PRIMVS ARTE GRANDE      LIVRO I
2 PRÆFATIO. 序文。 ① LICENÇA. 允許状。
3 Auctoris carmen ad librum. この書に寄せた著者の８行詩。 ①v APROVAÇÃO. 認可状。
キリスト教者としての教師へ宛てた７行詩。 ② PROÊMIO. 緒言。
3 AVCTOR LECTORI. 読者への序。
3v DE NOMINVM DECLINATIONE. 名詞変化について。 1 Da declinação dos nomes & pronomes. 名詞と代名詞の転尾について。
12v DE VERBORVM CONIVGATIONE. 動詞活用について。 3 Da conjugação do verbo substantivo. 存在動詞の活用について。
52v DE VERB. DEPON. CONIVGATIONE. 形式所相動詞の活用について。
58 DE VERB. DEFEC. CONIVGATIONE. 欠如動詞の活用について。 45 Dos verbos defectivos, Anomalos, &c. 不完全動詞、変格動詞などについて。
67v DE VERBIS DEFECTIVIS. 欠如動詞について。
68v DE VERBIS IMPERSONALIBVS. 非人称動詞について。 52 Da conjugação do verbo Soro.  動詞 Soro（候）の活用について。
78v DE GENERIBVS NOMINVM. 名詞の種類について。
82 DE NOMINVM DECLINATIONE. 名詞変化について。
69 De varios generos, & graos de verbos. 動詞のいろいろな種類と階級について。
73 Da Posposição, Adverbio, Conjunção, &c. 後置詞、副詞、接続詞などについて。
77 Da particula, Artigo, numero, &c. 助辞、格辞、数などについて。
79 Dos casos, genero, tempos, modos, pessoas, &c. 格、性、時、法、人称などについて。
Da conjugação dos verbos da escritura. 書きことばの動詞の活用について。
62v DE VERBIS ANOMALIS. 変則動詞について。
70 RVDIMENTA. 基本。
61
De como se devem chamar verbos os que ategora




55 DE VERB. COM. CONIVGATIONE. 一般動詞の活用について。
8v
47
Da conjugação dos verbos acabados em Ai, ei, ij,
oi, ui.
Ai, ei, ij, oi, ui （アい、エい、イい、オい、ウい）に終る
動詞の活用について。
55
Rudimenta, onde brevemente se trata das partes




89 DE VERBORVM PRÆT. ET SVPINIS. 動詞の過去と 目的分詞 について。
64 De varios generos de adjectivos. 形容詞のいろいろな種類について。
図2-2　DE INISTITVTIONE GRAMMATICA、ARTE GRANDE 　章立て対照図－１
DE PRONOMINVM DECLINATIONE. 代名詞の変化について。
7





ALGṼAS ADVERTENCIas pera maior
inteligencia do que nesta Arte se trata.







Das partes da oração Japoa, & das vozes
chamadas Coye, & Yomi.
De varios graos de pronomes primitivos.
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DE INSTITVTIONE GRAMMATICA LIBER II ARTE GRANDE      LIVRO II
83
102 DE CONSTR. TRANSIT. VERBI. 他動詞文の作り方について。
87 Do modo de explicar o Relativo. 関係句の言ひ表し方について。
89 De varios nomes interrogativos. いろいろな疑問名詞について。
90 Da construição dos verbos adjectivos. 形容動詞の構成について。
93 Da construição transitiva do nome. 名詞の異格構成について。
95 Dos pronomes derivativos.  派生代名詞について。
96 Da construição transitiva do verbo activo, &c. 能動動詞などの異格構成について。
99 Do verbo passivo. 受動動詞について。
100 Do verbo neutro. 中性動詞について。
112 102 Do verbo impessoal.  非人称動詞について。
103 Do verbo infinito. 不定法動詞について。
104 Dos Gerundios, Supinos, Participios, &c. 動詞性名詞、目的分詞、分詞などについて。
112 Do Adverbio. 副詞について。
125 Da Interjeição. 間投詞について。
130 Da Conjunção. 接続詞について。
154 Das particulas negativas. 否定の助辞について。
158 Das particulas de honra. 尊敬の助辞について。
接続詞を含む文の作り方について。 164 Dos verbos honrados de sua natureza. 本来の尊敬動詞について。
165 Dos verbos humildes. 謙譲動詞について。
132v DE FIGVRATA CONSTRVCTIONE. 修辞法について。 168 Da construição figurada. 修辞の構成について。










149 Da Particula. 助辞について






















図2-3　DE INSTITVTIONE GRAMMATICA、ARTE GRANDE 　章立て対照図－２
125v DE CONSTRVCTIONE ADVERBII. 副詞を含む文の作り方について。






86 Do Nominativo com o verbo. 動詞を伴ふ主格について。
同格構成、及び主格と動詞などとの語順について。















Da construição intransitiva, & colocação do
Nominativo & verbo, &c.
110v 受動動詞文の作り方について。
106 DE CONSTRVCTIONE VERBI ACTIVI. 能動動詞文の作り方について。
DE CONSTR. TRANSIT. NOMINIS. 名詞を含む他動詞文の作り方について。
84 Do uso da raiz afirmativa, & negativa dos verbos.
52
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA LIBER III ARTE GRANDE      LIVRO II
137v DE SYLLABARVM DIMENSIONE. 音節の「量」について。 173 Dos acentos da lingoa Japoa. 日本語のアクセントについて。
145 DE INCREMENTO NOMINVM. 名詞における増大について。 176 Regras acerca do uso do Sumi nigori. Sumi nigori（清濁）の用法に関する規則。
148 DE VERBORUM INCREMENTO. 動詞における増大について。 178 Dos modos de pronunciar a lingoa Japoa. 日本語の発音法。
150 DE VLTIMIS SYLLABIS. 最終音節について。
157v DE PEDIBVS. 「脚（詩の韻律単位）」について。 180 Da Poesia de Japão. 日本の和歌について。
158v DE VARIIS GENER. CARMINVM. 詩歌のいろいろな種類について。
160 DE CARMINVM DIMENSIONE. 詩歌の（韻律的）「量」について。
162v DE CÆSVRA. （韻律的）「休止」について。
ARTE GRANDE      LIVRO III
184 Do estilo da escritura. 文書の文体について。
188
189 Tratado do estilo das cartas. 書状の文体の論。
204 Do voto por escrito. 書き物による願書について。
204 De como se escreve apetição, ou acusação. 訴訟を如何に書くかといふ事について。
205 Do Mocurocu. Mocurocu（目録）について。
164 DE PATRONYMICIS. 「姓」について。 206 Dos nomes gentilicos de Japão. 日本の名字について。
168 DE FIGVRIS POET. 韻文における修辞法について。 212 Tratado de varios modos de contar. いろいろな数へ方の論。
169v DE PROSODIA. 韻律について。 時、年、月、日、時刻、年号などの数へ方の論。
202 Do Xeixi de Japão. i. juramento por escrito.












170v DE VOCIBVS HEBRACIS. ヘブライ語からの語句について。
ギリシア語からの語句について。




Tratado do modo de contar os tempos, anos,
meses, dias, horas, eras, &c.
Dos animais que respondem as horas de Japão, &










ここでは、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE の副詞に関する記述の構造を
対照し、前者から後者への影響と後者の独自性とをあきらかにする。 
ARTE GRANDE は日本語の文典であるが、その基盤となっているのは西欧語学の伝統である。その
西欧語学の源と言える Dionysius Thrax の Téchnē grammatikē にある副詞に関する記述と DE 
INSTITVTIONE GRAMMATICA にある記述とを比較し、ARTE GRANDE へと脈打つ西欧語学の伝
統を見ていく1。 
ARTE GRANDE の独自性は、日本語の独自性だとも言える。西欧語学の枠組みでとらえきれない日
本語の特徴、構造を Rodriguez はどのように記述したのだろうか。また、Rodriguez は日本語教師であ
る。日本語教授法、あるいは、言語教育的な工夫と独自性はどのようなものであろうか。 






と DE INSTITVTIONE GRAMMATICA 
 
 第 2 章「ラテン語学の与えた影響」で見たとおり、西洋文法の源はギリシアの文法家 Dionysius Thrax 
のあらわした Téchnē grammatikē である。その英訳2は、全体で 14 ページ、4500 語（ギリシア語テ
キストでは 3000 語未満）で、「文法」の定義、古典作品の正確な音読の必要性、アクセント、句読点、
ラプソディー、アルファベット、音節、長い音節、短い音節、普通の音節、語、名詞、動詞、活用、分






An adverb is a part of the sentence which is uninflected; it qualifies verbs or 
is added to verbs.  
Some adverbs are simple, others compound; simple ones are exemplified by 
palai (formerly), and compound ones by propalai (a long time ago). 
 
副詞は文を構成する品詞の一つで、語形変化がないこと、動詞3を修飾するか動詞につけ加わることが
                                                   
1 この 3 文典における記述の変化の流れは p.92 の図 3-1「Dionysius から Alvarez、そして、Rodriguez へ」
を、そして、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE については p.93 の図 3-2「DE 
INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE の構成対照図」を参照。 




つづいて副詞を 26 に分類している。この分類の最初は「time」で、その記述は以下のとおりである。 
 
1. Some adverbs indicate time, such as nun (now), tote (then), authis (again); subspecies of 
these are adverbs which convey the idea of a specific occasion, such as sēmeron (today), 






1. time 時      2. ōsでおわる副詞 
3. manner やり方     4. quantity 量 
5. number 数     6. place 場所 
7. wish 願望     8. complaint 不平 
9. denial or negation 否定   10. agreement 同意 
11. prohibition 禁止    12. analogy or likeness 類似 
13. surprise 驚き    14. supposition 推測 
15. order4 号令    16. aggregation 集合 
17. exhortation 勧誘   18. comparison 比較 
19. interrogation 疑問   20. intensity 強意 
21. collectivity 集合    22. denial on oath 拒否の誓い 
23. assertion on oath 主張の誓い  24. assurance 確信 














                                                                                                                                                                        
もしれない。しかし、訳出された英語は現代英語なので、「動詞」としておく。 
4 語例は、「epheksēs (in a row)」と「khorīs (separately)」である。 
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2. DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE – 1 
 
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA も ARTE GRANDE も、その記述は「RVDIMENTA5」と
「CONSTRVCTIONE6」の 2 部にわかれている。前者は語レベル、後者は文レベルの記述である。 
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の RVDIMENTA は、第 70 葉表から第 78 葉裏までと短く、
タイトルに「SIVE de octo partibus Orationis」とつづく。「もしくは発話の八品詞について」というこ
とで、名詞、代名詞、動詞、分詞、前置詞、副詞、間投詞、接続詞について簡単な説明がある。そのう
ちの副詞の記述は第 74 葉裏から 75 葉表である。冒頭で副詞の定義と用例を示し、そのあと、副詞の
25 分類を提示している。 
一方、ARTE GRANDE の RVDIMENTA は、第 55 葉表から 80 葉裏と長く、正書法、発音からはじ
まって、名詞、代名詞、動詞、分詞、後置詞、副詞、間投詞、接続詞、助辞、格辞の十品詞に関する記
述がつづく。副詞の記述は第 73 葉裏から 76 葉表である。冒頭で日本語の副詞の特徴について説明し、
それから、イ形容詞の連用形、 ナ形容詞7の連用形、duplicado「畳語」、-to、-do でおわる副詞など、
連用修飾をする言語要素について豊富な語例とともに具体的に記述している。その後、DE 
INSTITVTIONE GRAMMATICA の 25 分類に相当する副詞の 30 分類を提示している。 
CONSTRVCTIONE について見ると、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA では第二巻の全部、第
93 葉表から 137 葉表で、八品詞と修辞法について書かれている。副詞についての記述は第 125 葉裏か
ら 129 葉裏で、冒頭に定義はなく、ラテン語学習で重要と思われる副詞とその用法が古典からの引用例
とその著者、文献名とともにあげられている。 
ARTE GRANDE の CONSTRUIÇÃO は第 83 葉裏から 169 葉表で、十品詞と、やはり修辞法につい








 DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の 25 分類は、ARTE GRANDE の 30 分類に対応し、DE 
INSTITVTIONE GRAMMATICA の CONSTRVCTIONE と ARTE GRANDE の CONSTRUIÇÃO の
後半とは、注意すべき副詞の用法ということで共通している。  
                                                   
5 「RVDIMENTA」はラテン語の中性名詞「rudimentum」の複数主格で、Lewis（1891）によると、
「rudīmentum a first attempt, trial, essay, beginning, commencement」。ポルトガル語に「rvdimenta」
という語はないが、「rudimento」はある。Instituto Antônio Houaiss（2001）によると、「rudimento」は
「elemento básico de; o que se apresenta em estado primitivo」で、「基本、入門」ということである。
Rodriguez は、ラテン語「RVDIMENTA」を使ったことになる。 
6 Lewis（1891）では、「cōnstrūctiō a putting together, building, construction」。Instituto Antônio Houaiss 
(2001) では、「construção GRAM. TRAD distribuição e encadeamento de vocábulos em frases, orações, 








3. DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の RVDIMENTA 
 
 冒頭に副詞の定義と用例があげられ、そのあと、意味による 25 の分類と語例がある。 
 
3-1 冒頭 
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の RVDIMENTA にある副詞についての記述は、以下の文章か
らはじまる。 
 
Duerbium est pars Orationis, quæ vocibus addita earum 
significationem explanat, ac definit: vt Rarò loquitur, bene 





ラテン語の副詞は、大部分形容詞から規則的に作られる8。例文中の rarò は形容詞 rārus「まれな、




 これらの副詞のうち、vehementer と parum は「副詞の 25 分類」と CONSTRVCTIONE でも取り
上げられている。前者は表 3-1「DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の副詞の 25 分類」の分類番号
15「Intendendi（強意）」と CONSTRVCTIONE の表 3-2「DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の
CONSTRVCTIONE」の分類番号 22「Per, Perquam, &c.（程度の高いことを示す接辞 per と副詞）」
で語例として、そして、parum は表 3-2 の 2「Genitiuus post aduerbium（属格を支配する副詞）」と
29「Aduerbia in Vm（um でおわる副詞）」で語例として、さらに、「Aduerbia in Vm」では例文9の中
でもあげられている。 
 冒頭の例文は、副詞の 25 分類とも CONSTRVCTIONE とも緊密に関連している。同じ語や事項をく
り返し提示するのは、言語教育の常道だと言える。Alvarez もこのやり方をとりいれているのである。 
                                                   
8 國原（2005）、p.857 から。 
「§67 ラテン語の副詞は、大部分形容詞から規則的に作られる。 
1. 第一・第二変化形容詞では、 
(イ) 男性属格単数形から語尾-ī をとった語基に、-ē を加える。 
doctus  博学の  （doctī）  doctē 学者らしく 
līber  自由の  （līberī）  līberē 自由に 
注 例外として、bonus「良い」、（bonī）、benē「上手に」、malus「悪い」、（malī）、malē「わるく」。 
(ロ)第一・第二変化形容詞のあるものは-ē のかわりに-ō をとる。 
rārus  まれな  （rārī）   rārō まれに 
2. 第三変化形容詞においては、単数属格の語尾から-is をとった形（語基）に、-iter を加える。 
 fortis  勇敢な  （fortis）  fortiter 勇敢に 
 ferōx  狂暴な  （ferōcis）  ferōciter 猛烈に」 
とあり、さらに、注として「prūdēns のごとく、主格単数が-ns で終わる形容詞は-tis をとって-ter を加える。
prūdēns  慎重な  （prūdentis）   prūdenter」とある。 
9 キケロ『アッティクス宛書簡集』から「Parum firma sunt, quae de frater meo feribis」。 
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3-2 副詞の 25 分類 
 冒頭の記述のあとすぐに、「¶ Adverbiorum varia sunt genera, & significationes（副詞のいろいろな
種類とその意味）」というタイトルのもと、25 に分類された副詞のリストがあげられている。それを一
覧にし、日本語訳をつけたのが表 3-1 である。各分類の上段にラテン語の語例、下段にその訳をあげて
いる。語例は 82、ほとんどが副詞     で、    の語は副詞以外である。分類番号 3 の「quid ita」、
6 の「haud quaquam」は副詞句であって、副詞とカウントした。 
その分類名は以下のとおりである10。 
 
1. Optandi 希求     2. Vocandi 呼掛 
3. Interrogandi 疑問    4. Respondendi affirmatè 応答 
5. Confirmandi 肯定    6. Negandi 否定 
7. Dubitandi 不確実    8. Hortandi 慫慂 
9. Prohibendi 禁止    10. Demonstrandi 指示 
11. Eligendi 択出    12. Comparandi 比較 
13. Congregandi 総括   14. Separandi 分割 
15. Intendendi 強意   16. Remittendi 緩徐 
17. Temporis 時間    18. Loci 場所 
19. Numeri 度数    20. Ordinis 順序 
21. Euentus 偶然    22. Similitudinis 類似 
23. Diuersitatis 相違    24. Qualitatis 実質 
25. Quantitatis 分量 
 
 分類番号 4 の「Respondendi affirmatè」の respondendi は動詞 respondeō「答える、返事をする」
の gerundium11の属格、affirmātē は副詞「きっぱりと断言して、おごそかに誓って」であり、そこに
ある語例は相手が言ったことを強く肯定する表現である。また、分類番号 5 の「Confirmandi」は動詞
cōnfirmō「請け合う」の gerundium で、自分の考えを明確に肯定する語があげられている。 




と 21「偶然」だけが対をなさない。さらに、1 は独話、2-4 と 8-10 は聞き手めあてであり、5-7 と 11-25
は時や場所などの命題の一部となる副詞と、ことがらに対する話者の評価やとらえかたを示すことがら
めあての副詞である。Téchnē grammatikēの 26 分類とくらべると、紀元前 2世紀ギリシアの Dionysius
から 16 世紀の Alvarez へ文典の歴史がひきつがれ、整備されていったこと、そして、言語記述の方法
論、副詞の分類の理論的枠組が発達していったことがわかる。 
 1「希求」の記述は、「Optandi, vt Vtinam, o vtinam, o si.」で、分類名と例「Vtinam、o vtinam、o 
si」があるだけである。他の分類も同様で、各分類に関する定義、説明といったものはみられない。表
                                                   
10 ARTE GRANDE では、日本語の副詞を 30 に分類している。その分類名のうちの最初の 25 は DE 
INSTITVTIONE GRAMMATICAとほぼ同じで、しかも、ラテン語のままである。その日本語訳を土井（1955）
からひいてきた。 
11 ラテン語の gerundium は、英語の動名詞にほぼ相当する。 
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日本語訳を見ていくと、副詞は分類番号 3 の「なぜ」、7 の「多分」、11「むしろ」16「ゆっくり、う
っかり」、17「きのう、おととい」13、19「しばしば、一度、二度、三度、百回、千回」14、21「たまた
ま」、25「大変」の 15 語、間投詞が 2「おお、ほら、おい」、8「さあ」、9「いいや」、10「ほら」の 6
語、イ形容詞の連用形が 12「等しく」、15「するどく」、16「やさしく」の 3 語、ナ形容詞の連用形が 4
と 5 の「確かに」、15「猛烈に」、24「慎重に、上手に、上品に」、25「十分に」の 6 語、動詞のテ形が
14「わかれて」と 20「はじめて」の 2 語である。名詞は、17「今日、あした」、18「ここ、こちら」な








 この 25 分類と Téchnē grammatikē の 26 分類とを対照し、以下に示す。 
 




1. Optandi 希求    7. wish 
2. Vocandi 呼掛 
3. Interrogandi 疑問   19. interrogation 
4. Respondendi affirmatè 応答  24. assurance 
5. Confirmandi 肯定   10. agreement 
6. Negandi 否定    9. denial or negation 
7. Dubitandi 不確実   14. supposition 
8. Hortandi 慫慂   17. exhortation 
9. Prohibendi 禁止   11. prohibition 
10. Demonstrandi 指示 
11. Eligendi 択出 
12. Comparandi 比較   18. comparison 
13. Congregandi 総括   16. aggregation、21. collectivity 
                                                   














14. Separandi 分割 
15. Intendendi 強意   20. intensity  
16. Remittendi 緩徐 
17. Temporis 時間    1. time 
18. Loci 場所     6. place 
19. Numeri 度数     5. number 
20. Ordinis 順序 
21. Euentus 偶然 
22. Similitudinis 類似   12. analogy or likeness 
23. Diuersitatis 相違 
24. Qualitatis 実質 
25. Quantitatis 分量    4. quantity 
 
 大体が一対一で対応しているが、順番はことなる。また、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の 2
「呼掛」、10「指示」、11「択出」、14「分割」、16「緩徐」、20「順序」、21「偶然」、23「相違」、24「実
質」は、Téchn grammatik に対応するものがなく、13「総括」には、16 「aggregation」、21 「collectivity」
の二つが対応している。 




4. DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の CONSTRVCTIONE 
 
CONSTRVCTIONE の副詞に関する記述は第 125 葉裏から第 129 葉裏までで、31 の節がある。これ
らの節のタイトルとあげられている語例、そして、それぞれの日本語訳を一覧にしたのが表 3-2「DE 
INSTITVTIONE GRAMMATICA の CONSTRVCTIONE」である。 
表の「節のタイトル」は、CONSTRVCTIONE の記述からそのまま引いてきた。「語例 / 語義」にあ
げられた語は、各節にあらわれたものである。ただし、8「Abhinc」、18「Antequàm」など、タイトル
になっている語の意味用法を記述した節には語例がない。 
表 3-2 の 1、2、6、7、9 は格支配15による副詞の分類、4 と 10 から 15 は場所関係の副詞、5、8、18、
19 は時関係である。3 では最上級16の副詞について記述されており、29、30 は形態論的な語形による
分類である。これらは語の派生や語形にかかわる項目と言える。20、21 は禁止、否定の副詞「NE」と
「NÆ」、16、17 は「Vt」の意味と用法、23 から 28 は「Quàm」で、これらは特定の語の意味、用法
の記述である。22 では、程度の高いことを示す接辞「per-」と副詞について記述されている。程度の高





16 國原（2005）の§68 に「（副詞の）最上級は、形容詞の最上級の語尾を-us から-ē に変えた形である」と
ある。表 3-2 の 3「最上級の副詞」にあげられた語は maximè、sæpissime、elegantißimè の 3 語で、maximè
は形容詞「magnus（大きい）」の最上級 maximus から、elegantißimè は形容詞「ēlegāns（上品な）」の最






は CONSTRVCTIONE で取り上げられている（表 3-2「DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の
CONSTRVCTIONE」の 10 を参照）。また、25 分類の 9「禁止」の「ne」と 10「指示」の「en、ecce」
は CONSTRVCTIONE でも再度取り上げられている。前者は表 3-2 の 20 に、後者は 1 にある。 
RVDIMENTA の記述と CONSTRVCTIONE の記述とが緊密に連関していることがわかる。 
 
第 1 節をそのままひいてみよう。 
 
Nominatiuus post aduerbium. 
 
N, Ecce, nominandi, seu accusandi casum admittunt. 
Cic. pro Deiot. En crimen, en causa. 
Plaut. Amph. En tectum, en tegulas, en obductas fores. 
Cic. in Verr. Ecce noua turba, atq; rixa. 
Idem de Finib. Ecce miserum hominem, si dolor summũ malũ est. 
 
 「Nominatiuus post aduerbium（主格を支配する副詞）」がこの節のタイトルで、そのあとは、「EN
（ほら！）、 Ecce（ほら！）は主格、あるいは、対格をうけいれる」という説明、その後につづくの
は、用例である。「Cic.」は Marcus Tullius Cicero（マルクス・トゥッリウス・キケロ、紀元前 106 － 
43）のことで、「Deiot.」はその作品『Pro rege Deiotaro（デイオタルス王弁護）』の略記号、用例の意
味は「見よ、告発だ、見よ、訴訟だ！」。次の「Plaut.」は古代ローマの著名な劇作家 Titus Maccius Plautus
（ティトゥス・マッキウス・プラウトゥス、紀元前 254 頃 – 184）、Amph.は『Amphitryon（アンフ
ィトリオン、ギリシア神話の登場人物の名前）』のこと、用例は「屋根を見よ、ほら、かわらだ、ほら、
扉がとじられている」。次もキケロで、『In Verrem（ウェッレース弾劾）』、「ほら、見たこともない混乱、


















第 3 節「最上級の副詞」の説明は、「名詞17から生まれた最上級副詞）」、第 16 節「「～のあとで」、「～
してすぐに」の意の Vt」は「postquam「～のあとで」の意の Vt は直説法を要求する」、第 17 節「Vt
と共起する語」は「これらの語、adeò（そこまで）、ita（そのように）、sic（そのように）、tam（～ほ
ど）、talis（～のように）、tantus（～ほど多くの）、tot（～ほど多くの）、ferè（ほぼ）のあとに Quòd
がおかれることはなく、接続法をともなった Vt がくる」、そして、第 31 節「Appendix 」にある説明
は「Multo は最上級にさらにつく」である。 
CONSTRVCTIONE の大きな特徴は、豊富な用例である。たとえば、第 2 節「属格を支配する副詞」
には、「Cic. de clar. Orat. Plato mihi vnus instar est omnium.」という記述が見られる。これは、副詞
「instar（～に等しく）」の例文で、キケロの著書『De Oratore（弁論家について）』からひいた「プラ
トンは一人で私にとって万人に価する」という文である。 
第 3 節「最上級の副詞」には、やはりキケロの『De Oratore』から、「Sæpissime（頻繁に）」と
「elegantißimè（上品に）」の例文で、「Sæpissime audio, illum omnium ferè Oratorum latinè loqui 
elegantißimè（ほぼすべての弁論家に関して彼（弁論家）は限りなく優雅に話すといつもいつも耳に
する）」、第 5 節「前日と翌日」には、キケロの『Ad Atticum（アッティクス宛書簡集）』から、「Pridie 
eius diei venit（その日の前日に彼が来る）」、第 8 節「今から過去へ」もやはりキケロで、『Ad Quintum 
fratrem（弟クィントゥス宛書簡集）』からの「Quo tempore! Abhinc annis quindecim（時はどこへ行
ってしまったのだ。この 15 年という時は）」。第 9 節「奪格を支配する副詞」では、プブリウス・テレ
ンティウス・アフェル18の『Hcyra（義母）』から「Dies triginta, aut plùs eo in naui fui（私は 30 日か
それ以上船にいた）」、第 21 節「まったく～でない」は、同じくテレンティウス『Adelphoe（兄弟）』
から「Næ ego homo sum infelix（私はまったく不幸でないやつだ）」。 
 以上、どれも古典からの引用であり、その著者と作品名が明記されている。 
 
5. ARTE GRANDE の RVDIMENTA 
 
ARTE GRANDE の RVDIMENTA 全体は第 55 葉表から 80 葉裏、そのうちの副詞の記述は第 73 葉
裏から 76 葉表である。DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と同様に、ARTE GRANDE の
RVDIMENTA も大きく二つに分かれ、前半は日本語の副詞の特徴の紹介とその語形成についての形態
論的な記述、後半は Alvarez の 25 分類をひきついで、30 分類をしるしている。 
 
5-1 冒頭 
  第 73 葉裏にある日本語の副詞の特徴は以下のとおりである。 
 
¶ Tem esta lingoa muita abundancia de Adverbios, & que muito a o vivo explicam o modo 
das cousas, por que não somente tem Adverbios que mostram o modo da acção, mas outros 
                                                   
17 2「DE INSTITUTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE－１」でのべたように、Alvarez の八品詞
に「形容詞」はない。ここで言う「名詞」とは現代文法の「形容詞」のことである。 
18 Publius Terentius Afer。紀元前 195 / 185 – 159、古代ローマの著名な劇作家。 
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que mostram ate o som, ou estrondo, ou meneo, ou postura da cousa. De sua varia formação 
diremos algũa cousa. 
 
 ここで Rodriguez は、「Tem esta lingoa muita abundancia de Adverbios, & que muito a o vivo 
explicam o modo das cousas19（この国語は副詞を甚だ豊富に持ってゐる。而もそれらは事物の状態を
極めて生々と表すのである）」と述べている。そして、生々と表すことのできる理由を、「não somente tem 
Adverbios que mostram o modo da acção, mas outros que mostram ate o som, ou estrondo, ou meneo, 
ou postura da cousa（動き方を示す副詞があるばかりでなく、音や大音響、身振りやものごとの様子ま
でも示すものがある：馬場訳）」からだ、としている。 
「音や大音響、身振りやものごとの様子までも示すもの」というのは、オノマトペ20に違いない。
Rodriguez はオノマトペを日本語の大きな特徴ととらえており、RVDIMENTA では畳語 50 語の単語リ
スト（5-5 参照）、CONSTRUIÇÃO（6-2-4 参照）では 35 語の語義つき一覧に多くのオノマトペをあげ
ている。「faramequ、bitamequ」などオノマトペの半分に「-mequ」のついた動詞にも二度ふれ、そし
て、第 74 葉表では「Cororito、Cutto、Fatto、Xicato」などの語をとりあげている。 
 上記の「日本語の副詞」に関する記述の最後は、「De sua varia formação diremos algũa cousa（そ
の色々な構造に就いて少しく述べよう）」でむすばれている。「少しく述べ」ているのは RVDIMENTA
の前半のことで、日本語の副詞の語形成についてである。DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の
RVDIMENTA でもその前半で語形成を示す四つの例文があげられていたが、ARTE GRANDE での記
述の方がはるかにくわしい。そして、RVDIMENTA の後半は「De varios generos, & significações de 
Adverbios（副詞の種々なる種類と意義に就いて）」で、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA を引き
うつした副詞の分類である。引きうつしてはいるが、25 分類が 30 分類となっている。つまり、
RVDIMENTA における Rodriguez の独自性は、副詞の語形成を前半にくわしく取り上げていること、




grammatikの「ōs でおわる副詞」、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の CONSTRVCTIONE にあ
る「um でおわる副詞」、「o でおわる副詞」に対応している。 





ここで Rodriguez は日本語のイ形容詞のことを「os vebos21 adjectivos acabados em, Ai, ei, ij, oi, ui
（アい、エい、イい、オい、ウいに終る形容動詞）」とし、その「raiz（語根）」が副詞として用いられ
ると言っている。さらに、raiz は日常会話では「o、ô、eô、u」で、書きことばでは「Qu」でおわると
                                                   
19 「que muito a o vivo」のように「a」と「o」がはなれて表記されているのは、Rodriguez による。 
20 Rodriguez は「オノマトペ」を意味する用語をもちいていない。6-2-4 にある、第 113 葉裏の記述を見て
名づけるなら、「‘よみ’の畳語」となろう。 
21 「vebos」は「verbos（動詞）」の誤植であろう。形容詞を「verbo（動詞）」とする理由については、第 2
章「ラテン語学の与えた影響」の 6-1 「形容動詞」pp.38-39、を参照。 
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言っている。つまり、イ形容詞の連用形を副詞だと言っていることになる。語例は、「Amo 、Amaqu」
の 2 語があげられている。形容詞の派生形を副詞と認める考え方は、ラテン語文法の伝統と言えよう。 
 
5-3 ナ形容詞の連用形 
 「Item dos verbos adjectivos acabados em Na, l. Naru, se formam Adverbios, em Ni（Na、又は、





Richiguini 律儀に  Inguinni 慇懃に  Fitasurani 一向に 
Nauozarini なほざりに Tamasacani たまさかに  Foguaini 法外に 
Quiuni 急に  Niuacani 俄かに  Arauani 露はに 
Notoroni のとろに  Voboroni 朧ろに 
Firani 平に  Carini 仮に   Carisomeni 仮初に 
Tonni 頓に 
Tocanni 等閑に  Tocan Naqu 等閑無く  Tocan Note 等閑無うて 
Quiacuxinni 隔心に  Quiacuxin Naqu 隔心無く Quiacuxinnote 隔心無うて 
  







 Rodriguez は、副詞の中には duplicado がある、と言っている。duplicado というのは double という
ことで、つまり同じ形式の言語要素が二つかさなった語形の語のこと、「畳語」のことである。 

















「Destes Adverbios porei aqui alguns mais correntes.（この種の副詞で最も普通のものを少しくこ
こに示さう）」ということで、畳語が 50 語列挙されている。 
 
Barabara ばらばら   Baribari ばりばり   Bicubicu びくびく 
Batabata ばたばた   Bichabicha びちゃびちゃ  Taratara たらたら 
Garagara がらがら     Gasagasa がさがさ   Gatagata がたがた 
Soyosoyo そよそよ     Gosogoso ごそごそ   Sutasuta すたすた 
Gotogoto ごとごと   Bacubacu ばくばく   Bitabita びたびた 
Caxicaxi かしかし   Dacudacu だくだく   Cudacuda くだくだ 
Farafara はらはら   Xeuaxeua せわせわ   Chicochico ちこちこ 
Chicuchicu ちくちく  Fixifixi ひしひし   Chirichiri ちりちり 
Gacugacu がくがく   Zararizarari ざらりざらり  Macumacu まくまく 
Sauasaua さわさわ   Sorosoro そろそろ   Quanquan くゎんくゎん 
Guetagueta げたげた   
Farifari はりはり   Xicoxico しこしこ   Gajigaji がじがじ 
Gojigoji ごじごじ 
Caracarato varo からからと笑ふ Dzubudzubuto saxitouosu づぶづぶとさし通す 
Iroiro いろいろ   Samazama さまざま   Toquitoqui ときとき 
Ara ara あらあら   Yoyo やうやう      Machimachi まちまち 
Benben べんべん（便々）  Jenjen ぜんぜん（漸々）  Yuyu ゆうゆう（悠々） 








「Caracara、Dzubudzubu」には「to」がついている。これは、CONSTRUIÇÃO 第 113 葉裏の、よ
みの畳語には「-to」がつくという記述と対応している。 
 
5-6 -to、-do でおわる副詞 
 ここでは、「To に終るか Do に終るかする」副詞が取り上げられている。以下のとおりである。 







27 土井（1955）p.416 では、「jinjin」は「深々」、土井（1980）では「深甚、甚深」と表記されている。 
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Cororito ころりと  Zararito ざらりと  Quararito くゎらりと 
Cururito くるりと  Fararito はらりと  Zororito ぞろりと 
Cotto こっと  Zatto ざっと   Zuito ずいと 
Zutto ずっと  Quatto くゎっと  Cutto くっと 
Fatto はっと  Quitto きっと   Tçutto つっと 
Fatato はたと  Xicato しかと 
Yoppodo よっぽど  Chodo ちゃうど  Zundo ずんど 
Teido ていど 
 






を日葡辞書で引くと、「Justamente, ou sem tirar nem por（かっちりと正確に、または、過不足なしに）」





5-7 畳語＋-toxite  
 「Outros Adverbios ha que acabam em, Toxite, muito usados, que comummente são duplicados（別
に Toxite に終る副詞があって、盛に用ゐられる。それは普通に畳語である）」とあり、以下の 11 語が例
としてあげられている（第 74 葉表）。 
 
Benbento xite 便々として Quenquento xite 涓々として Yenyento xite 奄々として 
Yuyu to xite 悠々として Sacusacuto xite 嘖々として Satsatto xite 颯々として 
Rinrinto xite 凛々として Tototo xite 滔々として  Momoto xite 朦々として 
Xeixeito xite 清々として Momo xeixeito xite 朦々清々として 
 
 これら 11 語のうち「Benben、Yuyu、Momo」の 3 語は 5-5「畳語の副詞の語例」に、「Benbento xite、
Quenquento xite、Yenyento xite、Yuyu to xite、Satsatto xite、Rinrinto xite、Momoto xite、Xeixeito 
xite、Momo xeixeito xite」の 9 語は CONSTRUIÇÃO における畳語の副詞の記述（第 131 葉裏）にあ
らわれている。ただ、後者において、「Bembento xite、Yenye to xite、Mômôto xite、Mômô xeixeito xite」





5-8 副詞の 30 分類 
ARTE GRANDE の RVDIMENTA の後半、第 74 葉表から第 76 葉表までは、副詞の 30 分類である。
Alvarez の DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の 25 分類に 5 分類を加え、副詞を 30 に分類してい
る。それが表 3-3「ARTE GRANDE の副詞の 30 分類」である。表 3-3 を見ると、1 から 25 までの分
類名もその順番も、表 3-1「DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の副詞の 25 分類」と同じであるこ
とがわかる。表には、各分類にあらわれているすべての語例の土井（1955）による漢字仮名交じり表記
とこれらに付された Rodriguez によるポルトガル語訳、あるいは、説明をならべた。空欄は、訳も説明
もなかったことを示している。ポルトガル語訳に注目し、副詞、副詞句は    、それ以外を 
    としている。 
 表 3-3 の副詞には「porque、certamente、logo、antes、não、si」など、副詞句には「eisme aqui、
por nenhum modo、nesse comenos、por ventura、em verdade」などがある。「それ以外」は、間投詞
の「oxala、oula、ea」、連用修飾節を形成する言語要素の「o se」28と「que serà」、「過去を熟考する」
意の動詞句「pesar do passado」、「お命じになることをいたします、用意はできています」という意味
の発話「Farei o que mandardes, estou prestes」、形容詞の「infimo」と「caro」などである。 
 基本的にポルトガル語の副詞、副詞句に対応する日本語が分類されていることがわかる。 
 
分類名で一つだけことなるのが、通し番号 4 の「応答」で、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA で
は「respondendi affirmatè」、ARTE GRANDE では「respondendi」となっている。具体的な語例を見
ると、ARTE GRANDE では「きっぱりと断言」するほどの強さはないようである。 
 DE INSTITVTIONE GRAMMATICA になく、ARTE GRANDE でふえている五分類は、IVRANDI
（誓約）、ÆSTIMANDI（評価）、EXCLVDENDI（限定）、EXPLENDI, ET COMPARANDI（説明・
比喩）、REI NON PLANE PER ACTÆ（動作に明瞭を欠くもの）である。このうち、「IVRANDI」は、
Téchn grammatik にあって DE INSTITVTIONE GRAMMATICA にない 22「denial on oath」、
23「assertion on oath」をおぎなったものと考えられる。 
分類の数だけでなく、ARTE GRANDE の方が語例も多い。述べ語数で、DE INSTITVTIONE  
GRAMMATICA は 82、ARTE GRANDE は 270。後者は前者の 3 倍半である。 





遇、敬意表現がある。これらの存在も、ARTE GRANDE の語例を多くしている。 






17「時間」を見ると、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA では「hodie（今日）、cras（あした）、
perendie（あさって）、heri（きのう）、nudiustertius（おととい）」の 5 語、ARTE GRANDE には「一
                                                   





また、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の 12「比較」の語例は「magis（もっと多く）、minùs（も
















かに（強意 / 分量）、静かに（緩徐） 














格助詞：より（択出 / 比較） 












6. ARTE GRANDE の CONSTRUIÇÃO 
 
ARTE GRANDE における副詞の CONSTRUIÇÃO は、第 112 葉裏から 125 葉表まであり、その最
初の項で、Rodriguez は「notarei algũas cousas que parecem ser mais proveitosas, & tratarei de 
alguns em particular（もっとも役に立つと思われるいくつかのことに言及し、いくつかについて個別




は、表 3-4「ARTE GRANDE の CONSTRUIÇÃO－副詞一般について」のとおり本項と Appendix 五
つ、そして、Appendix 4 の Nota（ノート）の 8 項目からなり、後者は表 3-5「ARTE GRANDE の
CONSTRUIÇÃO－各論」のとおり 16 項目からなっている30。 
 
6-1 冒頭 
 CONSTRUIÇÃO の冒頭は、「o adverbio seja ũa parte da oração que junta a outras vozes declara 
distinta, & determinadamente suas significações, ou mostra as qualidades, ou modos das ações, & 
cousas（副詞は他の明白な形を備へた語に接続して、その語義を限定し、動作や事物の性質又は状態を
示すところの一つの品詞である）」で始まる。これは、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の
RVDIMENTA の書きだし（3-1 を参照）を忠実にポルトガル語に訳したものである。 
 







Aduerbium / adverbio         副詞 
est pars Orationis / seja ũa parte da oração    一つの品詞だ 
quæ / que      関係代名詞 
vocibus / vozes     語 
addita / junta     加わる 
earum significationem / suas significações    その意味 
explanat / declara    説明する 
ac definit / distincta, & determinadamente  明確に 
 
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の RVDIMENTA にある副詞の定義がそのまま ARTE 
GRANDE の CONSTRUIÇÃO に引き継がれていることがよくわかる。 
                                                   
29 図 3-2「DE INSTITVTIONE GRAMMATICAと ARTE GRANDEの構成対照図」を見てもわかるとおり、
Rodriguez は日本語の語形成論を重視し、RVDIMENTA でだけでなく、CONSTRUIÇÃO でもくり返してい
る。これも、Alvarez には見られない、Rodriguez の独自性である。 
30 表 3-4、3-5 の「葉」には「113-1」、「115v-4」などとある。これは、それぞれ「第 113 葉表の第 1 の「¶」」、
「第 115 葉裏の第 4 の「¶」」の意である。 
ARTE GRANDE の 
CONSTRUIÇÃO の書き出し 
Aduerbium est pars Orationis, quæ 
vocibus addita earum significationem 
explanat, ac definit. 
o adverbio seja ũa parte da oração que 
junta a outras vozes declara distincta, & 
determinadamente suas significações 
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6-2 副詞一般について 
 「DO ADVERBIO EM COMUM（副詞一般に就いて）」の節は、「Todo o adverbio, ou qualquer palavra 
que tem sentido de adverbio, ou se usa em lugar de adverbio, antecede os verbos, ou vocabulos a que 
se ajunta, & não rege caso algum（副詞の意味を持った如何なる語であっても、亦副詞の代りに用ゐら
れたものであっても、あらゆる副詞はその接続する動詞その他の語に対して先行して居り、或格を支配
するといふ事はないものである）」で始まり、そのあとに、「Xicato mairozu（しかと参らうず）」、
「Bembento xite cataru（便々として語る）」、「Aquiracani yu（明らかに言ふ）」、「Yô itaita（良う致
いた）」、「Fajimete mita（始めて見た）」の 5 文が例文としてあげられている。「Xicato」は「-to」で
おわる副詞で、「Bembento xite」はこゑの畳語に「-toxite」がついたもの、「Aquiracani」はナ形容詞
の連用形、「Yô」はイ形容詞の連用形、「Fajimete」は動詞「はじめる」のテ形である。DE INSTITVTIONE 







これらの例文中の「Xicato」は、第 74 葉表の「-to、-do におわる副詞」にも例としてあげられてい
る。「Bembento xite」は、第 74 葉表と 75 葉裏、113 葉裏に、そして、「Benben」が第 74 葉表にあ
らわれている。「Aquiracani」は、第 73 葉裏と 113 葉表にあげられ、ナ形容詞の連用形は副詞だとい
う記述は 6-2-6 に見られる。副詞としての「Yô」は「Yôcoso」の形で 6-2-1 にあらわれ、イ形容詞の連
用形は副詞だという記述は第 73 葉裏にもある。動詞のテ形が副詞となるという記述は 6-2-2 にあり、
そこでも語例として「Fajimete」があげられている。各所でくり返しあらわれることにより、学習者に
強く印象づけられたはずである。 





 Appendix 1 では、「Toda a raiz assi dos verbos correntes, como dos verbos adjectivos anteposta a 







                                                   













 「Alguns participios acabados em, Te（Te におわるいくつかの分詞）」、つまり、動詞のテ形は、「regem 










Arauarete（現れて） Manifestamente32  Cacurete（隠れて） Ocultamente 
Cayette（却って） Antes   Itatte（至って） Consumadamente 
Isoide（急いで） Depressa   Saquito xite（先として） Primeiramente 
Sugurete（優れて） Excelentemente  Tçudzuquete（続けて） Continuadamente 
Sôjite（惣而） Universalmente、geralmente 
Xitagatte（従って）、Xitago te（従うて） Conforme 
 
ポルトガル語訳が副詞句の例 
Casanete（重ねて） Outra vez  Fajimete（始めて） A primeira vez 
Fabacatte（憚って） Com pejo  Sucumete（竦めて） Por força 
Taixite（対して） Por amor doutrem  Todoquete（届けて） Com perseverança 
Xinôde（忍うで） As escondidas  Yotte（依って） Por tanto 







                                                   
32 ポルトガル語では、形容詞の女性形に「-mente」を後接させると副詞となる。 
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6-2-3 ‘こゑ’の畳語 ＋ -toxite  
‘こゑ’（音読み）の畳語に「-toxite」が後接した副詞の例として以下の 12 語があげられている。「＊」
の語は、RVDIMENTA の第 74 葉表（5-7「畳語＋-toxite」）でもあげられているものである。ここでも、
語例のくり返しが見られる。 
 
Quenquento xite＊ 嶮々として  Iinjinto xite 深々として 
Mômôto xite＊ 朦々として   Bembento xite＊ 便々として 
Chonchonto xite 亭々として   Yenyeto xite＊ 渕々として 
Yuyu to xite＊ 悠々として   Yuyu  quanquanto xite 悠々緩々として 
Rinrinto xite＊ 凛々として    Xeixeito xite＊ 清々として 




¶ Alguns destes muitas vezes se podem explicar pelo Yomi, & tambem com ũa so palavra 










畳語でない場合もあるとし、「Bento xite」1 例があげられている。 
 
6-2-4 ‘よみ’の畳語 
 「Os adverbios que significam o som, ou modo de como se faz a cousa, & c. que comummente são 
Yomis que não tem letra propria（音響を写したり、ある事が如何になされるかといふ状態を示したり
する副詞は、普通に‘よみ’の語であって固有の漢字を持たない）」とし、この「‘よみ’の語」の場合、
「se ajuntam pola maior parte com os verbos mediante a particula, To, posto que algũas vezes a não 
tem（大部分は助辞 To に依って動詞に接続するが、時にはその助辞をとらない事もある）」とのべてい
る。 






                                                   
33 例えば、「Ara ara. A pedaços, ou em grosso, & toscamente（片々に、大まかに、粗雑に）, Vt, Ara arato 
quizamu, cataru（あらあらと刻む、語る）, &c.」。 
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Ara ara＊ あらあら  Barabara＊ ばらばら  Baribari＊ ばりばり 
Bichibichi びちびち  Bicubicu＊ びくびく  Bichabicha＊ びちゃびちゃ 
Bitabita＊ びたびた  Caxicaxi＊ かしかし  Chicuchicu＊ ちくちく 
Chichito ちちと  Chirichiri＊ ちりちり  Corocoro ころころ 
Cudacuda＊ くだくだ Dorodoro どろどろ  Farafara＊ はらはら 
Farifari＊ はりはり  Fitafita ひたひた  Gacugacu＊ がくがく 
Gajigaji＊ かじかじ  Garagara＊ がらがら  Gasagasa＊ がさがさ 
Gatagata＊ がたがた Gojigoji＊ ごじごじ  Gosogoso＊ ごそごそ 
Gotogoto＊ ごとごと  Iiyajiya じやじや  Sarasara さらさら 
Suasua すあすあ  Sorosoro＊ そろそろ  Soyosoyo＊ そよそよ 
Sutasuta＊ すたすた  Taratara＊ たらたら  Torotoro とろとろ 
Xicaxica しかしか  Zarazara ざらざら 
 
6-2-5 畳語の半分＋–mequ 
 RVDIMENTA の第 74 葉表（5-4「畳語の半分＋-mequ」）では、「Faramequ、batamequ、bitamequ、
garamequ」の 4 例があがっている。ここでは、以下の 17 例が、「‘よみ’の畳語 ＋ -toxite」の項の
Nota に、語義、説明、用例とその訳などとともにあげられている。 
 
Vgomequ うごめく  Vamequ わめく    Fatamequ はためく 
Fomequ ほめく  Iiyamequ じやめく   Iijimequ じじめく 
Niguimequ にぎめく Guiguimequ ぎぎめく   Zazamequ ざざめく 
Sosomequ そそめく  Zozomequ ぞぞめく   Domequ どめく 
Bitamequ びためく  Guaramequ ぐゎらめく   Bumequ ぶめく 
Fiximequ ひしめく  Firamequ ひらめく 
 











¶ Tambem os adverbios, que se formam dos adjectivos acabados em, Na, l, naru, & de 
outras palavras são mui usados, & se ajuntam imediatamente antes dos verbos. Vt, 







 「Richiguini gozaru」は「洗練されてゐる」、そして、「Inguinni mosu」は「非常な尊敬と礼儀とを
以て話す」の意味だ、ということである。 
 説明のあと、16 の語例が語義説明や例文とともにあげられている34。 
 
Tonni＊ 頓に   Quiuni＊ 急に  Quiacuxinni＊ 隔心に 
Richiguini＊ 律義に  Inguinni＊ 慇懃に Notoroni＊ のとろに 
Firani＊ 平に  Fitasurani＊ 一向に Ienjenni 漸々に 
Yoyoni やうやうに  Yoyo やうやう  Yoyacu 漸く 
Samazamani 様々に Iroironi 色々に  Machimachini まちまちに 
Tamatama たまたま 
 
 これらのうち「＊」の 8 語は RVDIMENTA の第 73 葉裏（5-3「ナ形容詞の連用形」）にもあげられて
いる。RVDIMENTA で取り上げた語から 8 語をえらび、そこに「Ienjenni、Yoyoni、Yoyo、Yoyacu、






















                                                   
34 例えば、「Machimachini. Diferentemente. Vt, Quigui machimachini.」 

















 第 115 葉表から 115 葉裏にかけては、「DO ADVERBIO, TOXITE, ET XITE（副詞 Toxite 及び Xite
に就いて）」という節である。この節は、六つの Appendix をふくむ全 7 項で構成されており、本項と
Appendix 1、2、4 は「として」について、Appendix 3、6 は「して」について、そして、Appendix 5
は両方について記述している。 







¶ Ha um adverbio, To xite, que se escreve com a letra, Tame, que significa, Pera, este se 
pospoem aos nomes, & se usa comummente com verbos de movimento. Vt, Vonreito xite 
macarinoboru. Vonmimaito xite fitouo xinzuru. Goinxinto xite donsu fitomaqui guioyni 
caqueraruru. Aquinaito xite saxivatasu. Buguioto xite saxicudasu, & c. 
¶ Algũas vezes se explica, Por, idest, por mestre, por capitão, por governador, com os 










 RVDIMENTA でも CONSTRUIÇÃO の前半でも、「畳語＋-toxite」、「畳語の半分＋-toxite」、「初とし
                                                   
36 前置詞「para」の古形。 
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て」、「先として」など「－toxite」全体で副詞としていた。しかし、この節では、「Ha um adverbio, Toxite」
と、「Toxite」だけで副詞だと定義している。CONSTRUIÇÃO の各論でとりあげられているほとんどす
べてが「-toxite」と同様、連用修飾成分そのものではなく、それを形成する言語要素である。 






言語教育でもっとも大切なのは、「場面」をおさえることである。Appendix 2 では、「livros da China, 





れた。そして、Appendix 4 で pronome（代名詞）の場合が示されている。「身として」、「御身として」、
















Appendix 5 にあらわれる用例は、「Fajimeto xite（初として）」、「Saquito xite（先として）」、「Nanto 








 第 115 葉裏の最後から第 117 葉裏の最初まで、1 葉半以上が「Coso, Queccu, Cayette」の節である。
しかし、そのほとんどが「こそ」の記述にさかれ、しかも、この節のすぐ後に、別に、「CAYETTE, QVECCV」




 その第 1 項は以下のとおりである。 
¶ O uso, & construição deste adverbio, Coso, nesta lingoa é mui vario, & corrente: pelo que 





 「é mui vario, & corrente（甚だ多様であり且広く行はれてゐる）」なので、紙面をさいて詳述してい
る。 
 「Coso, Queccu, Cayette」の節は、大きく二つの部分にわけられ、その前半がさらに二つにわけられ
る。大きく二つは、o uso（用法）と construição（構成）で、さらに o uso が significaçõis（意義）
と usos（用法）にわけられる。この 3 部構成を順にあつかっていくことを言っているのが上記の、
「primeiro apontarei suas varias significaçõis, & usos, & depois sua construição」である。 









意義-1 の記述は、「¶ Primeiramente significa o mesmo que, Queccu, Cayette. i, Antes, pelo 





反対に）」という副詞相当の句になる。だから、この 3 語がならんでいるのである。 
 
意義-2 「Sato chicaquereba coso figa miyure（里近ければこそ火が見ゆれ）」や「Naqunaqu tçuquifiuo 
vocuraretani coso xemete cocorozaxino fodomo arauaretare（泣く泣く月日を送られたにこそせめて
志の程もあらはれたれ）」などの例をあげ、「com o conjuntivo, Reba, Ni, é causal, & significa porquanto, 









のことで、存在していることを表す動詞「haver」の接続法過去の 1・3 人称単数である。 
「Maironi coso mosozure（参らうにこそ申さうずれ）」という例もあげられている。「Maironi」だ
けで Condicional だと考えられていることになるが、「DO MODO CONJUNTIVO CONDICIONAL（条
件的接続法に就いて）」の章の第 19 葉表では「Agueôni（上げうに）」ではなく、「Agueôni coso」全体
で Condicional だとしている38。記述がゆれている例である。 
 





意義-4 「Natte coso（なってこそ）」、「Vonmayeni monouo mosarete coso（御前に物を申されてこ
そ）」などの例をあげ、「tem sentido de negativo em certos modos de falar, mormente posposto ao 







意義-5 「Sareba coso、Fodoni coso、Sate coso、Soreni yotte coso」の例をあげて、Coso には、
「eis ali（ここにある）、assi o dizia eu（私がさう言った）、pois por isso（それだから）、eis que（そ





意義-6 「Coreuo mitaca?（これを見たか）」、「Coso mimoxite gozare（こそ見申してござれ）」、「mite 




意義-7 「Nainai voideuo machimaraxitani, yôcoso gozattare（内々お出でを待ちまらしたに、よう
こそござったれ）」、「Yôcoso iytçuquetare（ようこそ言ひ付けたれ）」、そして、「富樫の舞」からの
「Natçuno muxi tonde fini irutoua, yôcoso iytçutayetare（夏の虫飛んで火に入るとは、ようこそ言ひ
伝へたれ）」という例を示し、「saiuai（幸）」、ポルトガル語で「A bom tempo, aproposito, ô como（し
あわせな時、折よく、何と：馬場訳）」という意味をもつとのべている。 
                                                   




 意義の記述の後は用法である。Coso は「em modos que não tem outra significação, mais que de força, 
ornato, enchimento da oração, energia, & c.（力を与へ、装飾となり、句の補填をし、勢を増す事以外
には何等意義を示さない）」とし、「de baixo desta significação tem varios sentidos（その意義の範囲
内で色々な心持が表される）」とのべている。 
 用法では、Coso が場面、ニュアンスとむすびついている。 
 










用法-3 「それ敵が来た。」というときに「Suua tequicoso mucaye（すは敵こそ向かへ）」のように使
う。Coso をふくむ表現で、特定の場面と強くむすびついたものをあげている。 
 
用法-4 名詞の強調の用法である。「Significa alguem de muitos em particular pospondose ao nome de 
que faz exceição（多くの中の或ものを特に示す為に、その例外たるべきものを意味する名詞の後に置く）」
とある。「alguem」は誰か人のことであり、例として、「Feiqueniua Xiguemoricoso cocoro coni, &c.
（平家には重盛こそ心剛に、云々）」、「Tada matdaini xouo vquete cacaru vquimeni vo Xiguemoriga 








例は 3 例あり、「Quiogiu no jogue Guivocoso Quiyomorino itoma cudasarete detato yuni, iza 
guenzan xite asoboto yute, &c.（京中の上下祇王こそ清盛の暇下されて出たと言ふに、いざ見参して遊
ばうと言うて、云々）」、「Iirocoso maittare, &c.（次郎こそ参ったれ、云々」、「Fimega cotocoso 















構成 「a oração em que entra Coso, acaba em Re（Cosoの入った文はReに終る）」ことから、「Mo queri, 
Zo queru, Coso quere」という言い回しがあるとのべ、この言い回しを「precedendo, Mo, acabara a 
oração em, Ri, Zo, em, Ru, Coso, em, Re（Mo が先行する場合には文が Ri に終り、Zo ならば Ru、Coso
ならば Re に終る）」ということだと説明している。 
さらに、Coso をうける述部が verbo adjectivo、つまり、イ形容詞であるときは「Quere」で、述部
が直説法の動詞のときは「E」でおわるとし、以下のような例をあげている。 
 
Core mina acuto domono vazadecoso are（これ皆悪党共の業でこそあれ） 
使用頻度の高い存在動詞「ある」が結びの例。 
Corecoso yoquere（これこそ良けれ）  イ形容詞の「良い」。 
Sacoso moxe（さこそ申せ）   使用頻度の高い四段動詞「申す」。 
Coso moxitare（こそ申したれ）   動詞の過去。 
Coso mosozure（こそ申さうずれ）   動詞の未来。 
Coso yocattare（こそ良かったれ）   イ形容詞の過去。 
yôcoso gozattare（ようこそござったれ）謙譲の存在動詞。 
Yumitoriua nacoso voxiqure（弓取は名こそ惜しけれ）「平家」 
イ形容詞「惜し」。 
vonuo xiranuuoba chicuxo to coso iye.（恩を知らぬをば畜生とこそ言へ）「平家」 





構成：Appendix 1 「¶ Na escritura maiormente em poesia acaba muitas vezes nas silabas, Rame, 









れているが、「reba coso」、「ni coso」であり、「Reba」、「Ni」に先行した場合ではない。 













この節は、第 118 葉表から 119 葉裏までの 2 葉近くの長さがある。ここでは、「さへ、すら、だに、
だにも、だも、だし」を「É adverbio, ou conjunção condicional que compara quando argumentamos 
de ũa cousa a outra（ある事に就いて論証する際に他と比較する所の副詞又は条件接続詞）」ととらえ
ていて、それぞれの間の違いや使い分けについてはふれていない。当時もっとも使用頻度が高かったの





本項には、述部が肯定の場合は、「Se, se inda, se ate, ate, se apenas, escasamente」の意味、否
定の場合は、「Se nem, nem ainda」の意味となる、とある。 
「se」は、条件節をみちびく接続詞で英語の「if」にあたる。「se inda」は「se ainda」のことで、「ate」





                                                   
39 可能法の例として、「伊曾保」から「Faracoso tattçuro （腹こそ立っつらう）」、「Sonatato varera yen coso 
tçuquitçuro （そなたと我等縁こそ尽きつらう）」の 2 例があげられている。「立っつらう」、「尽きつらう」の
「つらう」は、完了の助動詞「つ」の終止形に推量の助動詞「らむ」の終止形が接続したもので、Rodriguez
の言う可能法の完全過去である。 
40 「さへ」は、類義の副助詞に「だに」「すら」があり、この 3 語は上代それぞれ独自の意義を有していた
が、徐々に変遷し、結果的に「さへ」1 語に収斂した。室町期には「さへ」が「だに」、「すら」の意をも含
む三つの意義をあわせもつことになる。 







Appendix 1 他の文が後続しない場合。 
Vmasaye nacatta.（馬さへなかった。） 
Fitotçusayemo nai.（一つさへも無い。） 
Cotoba saye xiranu mono（言葉さへ知らぬ者） 
Tofucuji bacari vadzucani nocoredomo, soresaye xodo catafaxini cudzure yuqu.（東福寺ば
かり纔に残れども、それさへ諸堂片端に崩れ行く。）「物語」 
Appendix 2 「－saye＋－wa / －ba、－。」、助詞「は、ば」によって文が後続する場合。 
Conatasaye vocutabirenaquua, &c.（こなたさへお草臥れなくは、云々。） 
Funesaye mairu naraba（舟さへ参るならば） 
Cono niuatorisaye nai naraba, cafodo fuqeôniua vocosaremajijmonouoto yu te, &c. 
（この鶏さへないならば、かほど払暁には起されまじいものをと言うて、云々。）「伊曾保」 
「－saye＋－fodoni / vyeua、－。」、「ほどに、うへは」によって文が後続する場合。 
Nifonno xôcocuni saye cayona cotoga gozaru fodoni, &c.（日本の小国にさへかやうな事がご 
ざる程に、云々。）「物語」 
Inochiuo tçugaruru vxiuo saye xocu xeraruru vyeua, maxite iuan, &c.（命をつがるる牛を 
さへ食せらるる上は、況していはん、云々。）「伊曾保」 
「－saye。」、「さへ」で言いさしとなっている場合。 
Sono nacani vadzucano co baco fitotçuuo aqueraruruni saye, &c.（その中に僅かの香合一つ
を開けらるるにさへ、云々。）「黒船」 
「－saye、－。」、「さへ」の接続助詞的用法。 
Xoxuno vchiniua jenxuuo daiichito yu saye, cacuno gotoqu areba, &c.（諸宗の中には禅宗を
第一と言ふさへ、此の如くあれば、云々。）「豊後の物語」 
Appendix 4 「引用の to＋saye＋申せば / 言えば」。 
Quidento saye moxeba, &c.（貴殿とさへ申せば、云々。） 
Soreni yotte Quiyomorino goicqueno fitobitotosaye iyeba, cugue buquetomoni vomoteuo  




Appendix 3 「－saye＋－ni、－。」という文型は、ポルトガル語の「quanto mais（況して）」、「muito 




合には、文末を「voya」、「ni voitevoya」（6-3-4 参照、第 120 葉表）でむすぶことがある。 
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Co xite irusaye farano tatçuni, vaga meno mayede betno tçumauo motaxeteua arareô  
monoca?（かうして居るさへ腹の立つに、わが目の前で別の妻を持たせてはあられうものか。） 
「伊曾保」 
Corefodo xeiuo iruru saye coto naricanuruni, vcato xiteua icadeca banji canobequi? 
（是程精を入るるさへ事なりかぬるに、うかとしては如何でか万事かなふべき。） 
「伊留満パウロ」 




Coresaye moxicanetani, &c.（これさへ申しかねたに、云々。）  
Coresaye xigataini. Moxinicuini. Yecacanuni. Caquiyenuni, &c.（これさへし難いに。申し
にくいに。え書かぬに。書きえぬに、云々。） 







Vofaxiuo danimo taterarenanda.（お箸をだにも立てられなんだ。）「平家」 
Nhôbo samurai vouocattaredomo, monouosaye tori xitatamezu, mõuo daximo voximo 
tatezu.（女房侍多かったれども、物をさへ取認めず、門をだしも押もたてず。）「平家」 
Yono chirini quegasarezaru fitosura, &c.（世の塵に汚されざる人すら、云々。）「発心集」 
 
6-3-4 おいて、おいては、おいてをや、とっては、いたっては 
この節は、本項と Appendix の 1 から 3 でなっており、本項と Appendix 1 は「於いて」と「於いて
は」の記述、Appendix 2は「取っては」、3は「至っては」についてのべられている。Appendix 2に「Totteua, 
Participio do verbo, Toru（Totteua は動詞 Toru の分詞であ）」る、Appendix 3 に「Itatteua, Participio 
do verbo, Itaru（Itatteua は動詞 Itaru の分詞であ）」るという記述がある。つまり、動詞のテ形である。 
 ARTE GRANDE の第一巻の冒頭の名詞変化表にあるように、Rodriguez は与格と奪格に格助詞の「ニ」
をみとめている。それで、本項の冒頭「Este adverbio, Voite, rege Dativo, ou Ablativo com a particula, 
Ni（この副詞 Voite は、助辞 Ni を伴ふ与格又は奪格を支配する）」という記述になる。 




   Iojoni voiteua vquetori mosubequ soro.（上々に於いては受取り申すべくそろ。） 
   Curuxicarazaruguini voiteua, moxi ageôzu.（苦しからざる儀に於いては、申し上げうず。） 
第二 場所を示す「Ni」、「Nite」と同じ。この用法では、「Comũmente não leva a particula, Va 
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（普通には助辞 Va をとらない）」とある。 
Cocomotoni voite（ここ許に於いて） 
Condono gofattoua Fuximini voite vôxe idasareta cotogia.（今度の御法度は伏見に於いて
仰せ出だされた事ぢゃ。） 
第三 「Maxite iuanya、Icadeca、Icani iuanya」に呼応して、文末に「－に於いてをや」とおか
れる（6-3-3 参照）。 
第四 「quanto a isso」、「quanto a tal cousa」の意味、つまり、「－に関して / ついて」。 
Sono guini voiteua zonjenu.（その儀に於いては存ぜぬ。） 
Firayamani voiteua, fitoaximo fiqumai monouo.（平山に於いては、一足も引くまいものを。） 
           「平家」 
 
 Appendix 2 で「Totteua」は第四の意味をもつ、Appendix 3 で「Itatteua」は第一と第二、第四の意
味をもつとしている。例は、以下のとおりである。 
 
Totteua 第四 Vôxeua mottomo naredomo, vagamini totteua canaigatai.（仰せは尤もなれども、 
わが身にとっては叶ひがたい。）「伊曾保」 
Itatteua 第一 Mata daiquanni itatteua ichininnomi sadamubequi nari.（又代官に至っては一 
人のみ定むべきなり。）「式目」 
     第二 Fuximini itatte vôxe idasareta.（伏見に至って仰せ出だされた。） 
     第四 Cano daiquanni itatteua mexi quinjerarubequi nari.（彼の代官に至っては召 
し禁ぜらるべきなり。）「式目」 
 







 Rodriguez は、「ところ」に「nome substantivo, que significa lugar, ou parte（場所や部分を意味す
る実質名詞）」としての用法と「Tenifa. i. adverbio, ou particula（‘てには’、つまり、副詞か助辞）」
としての用法とを認め、後者の場合は、「se pospoem a verbos, & Nomes substantivos（動詞と実名詞
の後におかれ：馬場訳）」、非常にエレガント42である、としている。 
「TOCORO, TOCORONI, &c.」の節は、本項と Appendix 1 から 6 までで構成されており、第 120





                                                   
42 第 4 章「elegâcia, elegante, elegantemente」の 7-③「副詞」pp.125-128、を参照。 
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名詞＋の＋ところ この「の＋ところ」は、「especificar, & particularizar o nome a que se pospoem
（その前に立つ名詞を提示し明示する）」、そして、ポルトガル語の「o cativeiro（捕虜）」、「o entendimento
（理解）」の定冠詞「o」に相当すると言っている。つまり、名詞の指し示す事物、人を特定するのであ
り、「Carega acuxinno tocoroniua dôxin xemai（かれが悪心の所には同心せまい）」、「Fitono acuno 
tocoroniua cumixezu（人の悪の所には与みせず）」などの例、また、「伊曾保物語」からの引用例が二
つ、「Soreni yotte xujinuo fajimete fobaimo Esopoga fumbetno tocorouo mina fometato mosu（それ
によって主人を始めて傍輩もイソポが分別の所を皆褒めたと申す）」、「Nangi coreuo arauasuni voiteua, 
fudaino tocorouo xamen xôzu（汝これを表すに於いては、譜代の所を赦免せうず）」ある。 
 
動詞＋ところ 「posposto às vozes do Indicativo（直説法の形をとった動詞の後に置かれ）」ると、不定
法と同じように機能すると言っている。 
作例に「Mosu tocoro（申す所）」、「Yu tocoro（言ふ所）」、「Nasu tocoro（為す所）」、引用例に「Ima 
vtago  tocoromo naito vôxerareta（今疑ふ所もないと仰せられた）」「伊曾保」などをあげ、「as particulas 




動詞＋ところ＋の＋名詞  「式目」からは、「Vdaixogue igo daidaino Xogun, narabini Nijdonono 
vontoqui atetamo tocorono xoriotô fonxuno soxôni yotte caifu xeraruruya inayano coto（右大将家以
後代々の将軍、幷に二位殿の御時宛て給ふ所の所領等本主の訴訟に依って改補せらるるや否やの事）」、
「伊曾保」からは「Iinenni xozuru tocorono somocuua yaxinai sodatçuru coto naqueredomo, vôquini 
fanjo suru（自然に生ずる所の草木は養ひ育つる事なけれども、大きに繁昌する）」と「Esopo noburu 
tocorono tatoyeniua, aru finja inagouo torozurutote yuqu roxini voite xemiuo mitçuque, sunauachi 







「comummente tem ũa relação, ou respeito ao verbo que se segue na oração（普通は、文中で後ろ
にくる動詞と関係や関連をもつ：馬場訳）」として、「Vejase o que se notou nas conjugações no modo 
conjuntivo（活用論の接続法に就いて注意した所を見よ）」とある。これは、接続法の記述の第 16 葉裏
にある「Tocoroni, Tocorode, Tocorouo, Tocoroye」43に関する記述のことである。 
 以下、名詞や動詞の後にくる「ところ」、「Fodoni」と同じように理由を示す「ところで」、Appendix 




                                                   
43 第 4 章「elegância, elegante, elegantemente」の 7-⑦「語、句、形態」を参照。 
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6-3-6 ほど、ほどの、ほどに 
 「FODO, FODONO, FODONI」の節は、第 123 葉裏から 124 葉表まで、本項と六つの Appendix と
Appendix 6 に対する Appendix 、そして、Exceiçam からなっている。その本項の第一段落を見てみよ
う。 
 
¶ Este adverbio tem vario regimento, & uso dificultoso de acomodar ao nosso modo. E 
propriamente nome substantivo que significa quantidade, grandeza assi em cousa 
continuada como discreta. s. espaço de tempo, ou de lugar, & tambem em cousas de 
qualidade e usado, & admite algũas das particulas articulares, &c. 
 
 「Este adverbio tem vario regimento（この副詞はいろいろな支配をする）」というのは、本項以下、




quantidade, grandeza assi em cousa continuada como discreta. s. espaço de tempo, ou de lugar, & 
tambem em cousas de qualidade e usado（連続的であれ、離散的であれ、つまり、時間の長さであれ、
場所の広さであれ、量や大きさを意味し、また、fodo は物事の質に関しても使われ）」ていた。用法に
よって「Fodo」は自由に格助詞をとることもあれば、制限のあることもある。それで、「admite algũas 




本項  名詞＋fodo 同じ程度、これ位という意。 
Appendix 1 名詞＋no＋fodo 物の大きさ、性質がその程度であることを意味する。 
Appendix 2 指示詞＋fodo Arefodo、Corefodo、Safodo、Sorefodo。 
Appendix 3 直説法の動詞＋fodo 愈々益々という意。 
Appendix 4 動詞＋fodo＋no / na＋実名詞 関係句となる。 
    Fuxeru fodono yamaideua nai.（臥せる程の病ではない。） 
Voide nasaruru fodono yôdeua nai.（御出でなさるる程の用ではない。） 
Xicô itasu fodono guigia.（伺候致す程の儀ぢゃ。） 
Appendix 5 fodo＋ならば / ないならば、fodo＋あらば しようとする状態にあるならとか、 
能力があるならとかの意。 
Appendix 6  色々な物事の量とか大きさ。Tacasa no fodo、chiyeno fodo、Chicarano fodo。 
   時を意味する名詞に接続して、時間の長さ。 
   場所の長さ、広さ。 
   疑問詞に後接して：icafodo, l, nambô fodo tacai, l, asai（いかほど高い / あさい、 
なんぼうほど高い / あさい）。 
Appendix  動詞＋fodoni 理由を示し、「Niyotte」と同意。 
  「sarufodoni」は突然に文段を始める場合に使う。 
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語」、「教化物語」、「伊曾保」から引用が各 1 例ずつあげられている。 
 
6-3-8 よも 
 「Yomo」の語義を「Por nenhum modo, ou assi como assi, & às vezes provavelmente duvidando. i. 
parece que não, provavelmente não（決してないとか、兎も角もとかといふ意を示し、又時には、ない
やうに思はれるとか多分ないだらうといふやうな、疑はしいが多分ないだらう）」という意味だとし、
「pede sempre futuro negativo（常に未来の否定の語を伴ふ）」と言っている。「未来の否定の語」とい
うのは否定動詞の直説法の未来のことで、「mai」と「ji」をとった動詞のことである。ここでは、「よも」
が否定の助動詞「まい」や「じ」と呼応することが多いことを言っている。 




 引用例は、「八島」からが 1 例、「昌尊の舞」からが 2 例で、「まい」ではなくすべて「じ」と呼応し
ている。作例は実用的な当時の口語で「まい」、引用例は学習すべき古典で「じ」を使用したのである。 
 Appendix 1 には、「この副詞の支配する否定動詞は省略されてゐることが屡々ある」という記述があ
る。「Yomo voxini arumaito zonjitareba, voxini attayo（よもお死にあるまいと存じたれば、お死にあ
ったよ）」の意で「Yomoyomoto zonjitareba, voxini attayo」（よもよもと存じたれば、お死にあった















 第 122 葉表から裏にかけて、「Yo, Yodai, Yosu, Tei, Yoni」について、本項と Appendix 1、2 がある。 
本項では「やう、やうだい、やうす、体」、それに、「Teitaracu（体為）」があげられ、「やう」の意味
は「modo, como, maneira, feição, &c.（状態・類似・方法・形状等）」であり、使い方として「Pospoemse 
às vozes do indicativo（直説法の形の後に置かれる）」とある。「やうだい、やうす、体、体為」は「や
う」と意味、用法が同じ、「体」だけが「異常な状態にあることを表す」とし、「やうだい、やうす、体
為」の例文はなく、「体」の引用例だけが四つあがっている。 




 Appendix 2 では「Yoni（様に）」の用法の第一から四、そして、＋αが記述されている。まず、「や
うに」は「やう」と同様、直説法の後におかれるとのべられ、その後、第一「やう」と同じ「方法で、
状態で、形で」という意味、第二「Gotoqu. i. Assi como, a modo de（「ごとく」、つまり、～のように：
馬場訳）」という意味、第三「Parece que, como que（さうらしい、であるかの如くである）」、第四は命
令文の中で引用の「To」の意味をもつとされている44。 
最後に、「No yoni（の様に）」、「No gotoqu（の如く）」が地方によって、「Ye（へ）」のかわりに方向





 「Beô, Tçubexij, Voboxij」すべて、意味は日本語の「Sona」、ポルトガル語の「Parece（見たところ
～だ）」だとしている。「Tçubeô」の意味はふれられていないが、他の 3 語と同じだと考えられているよ
うである。意味は同じだが、「Voboxij」は「antes de si quer, To, & propriamente é verbo adjectivo（そ
の前に To をとり、元来は形容動詞である）」ところが他とことなる。4 語ともに副詞で意味も同じだと
とらえ、「Voboxij」だけ「To」をとるところが他とことなるとしている。 
 「べう、つべう、つべしい」のうち、「べう、つべう」は否定をとることが多いとし、「Ima irubeômo 
nai（今要るべうもない）」、「Mairitçubeômo nai（参りつべうもない）」の例をあげ、「つべう」は肯定




                                                   
44 例文は、「Mairu yoni vôxerarei（参るやうに仰せられい）」、「Mexiuo cuyoni iye（飯を食ふやうに言へ）」、










引用例が 2 例、一つは「を」をとり、一つは「に」をとっている：「Imayori Europano vocataguiniua vrafara 
chigota coto bacariuo goranjerareôzu（今より欧羅巴の御気質には裏腹違うた事ばかりを御覧ぜられ






 「Estas vozes pospostas aos nomes, ou verbos tem significação de dar mostras de tal, ou tal cousa, 
ou mostrar ostentação, ou mostrar mais do que e na verdade com excesso（これらの語は名詞又は動
詞の後に接して、これこれである事又はこれこれの物を殊更見せるとか、誇示するとか、事実以上に誇
張して見せるとかの意を表す）」とあり、例として、「Date suru, Dateni suru, Datemono」があげられ
ている。「Date suru」はサ変動詞の名詞部分、「Dateni suru」はナ形容詞の語幹、「Datemono」は複
合名詞の前半部分である。これらはどれも名詞にも動詞にも「後に接して」いない。後接している例に




 「Furi」、「Buri」の意味は「geito, ou ar, graça, meneo, & c.（様子、雰囲気、優美さ、身振り等：馬
場訳）」であるとし、「Date」ほど力強くないと指摘、「Yôy xeraretaredomo, cudaranandareba, mina fito 
iranu quenjindateto vomouareta（用意せられたれども、下らなんだれば、皆人要らぬ賢人立てと思は
れた）」の例と「Fitomo meuo sobamete banji minu furiuo xeraretato mosu（人も眼を側めて万事見ぬ









                                                   









という意味を持つとのべ、「言ひ様に」の引用例を 2 例、「思ひ様に」を 1 例ひいている47。 
 
6-3-15 まま、ままに 
「名詞＋の＋まま」、あるいは、「動詞＋まま」の形で、「assi como, de modo, conforme, da mesma 
maneira（それと同じく、その通りに、に従って、同様に）」という意味をあらわす。「平家」と「伊曾
保」からの引用例「Vomoino mamani tadzune vote, &c.（思ひのままに尋ね合うて、云々）」と「Vomô 
mamani nôde nochi, &c.（思ふままに呑うで後、云々）」があり、「思ひ」なら名詞だから「の」が必要、
「思ふ」ならいらないということがよくわかる。 
 「名詞」の中でも、「人称代名詞」、「固有名詞」の場合は「à vontade da pessoa（その人の意志のま
まに）」という意味になり、「動詞」の中でも、「言う」という意味の動詞の場合には「logo que disse, em 
dizendo（言うや否や、言って後）」の意となる。 
 Appendix では、その本義からはなれ、書状の場合に、「動詞＋まま」で「causal（理由）」の意を持















 Appendix 2 では、「Este mesmo sentido faz a regra da repetição das palavras（これと同じ意味を
言ひ表すのに、語を繰返すといふ規則が出来てゐる）」とのべ、「Finifini（日に日に）」、「Iyeiyeni（家々
                                                   
47 第 123 葉表「Tada iqueto iysamani, torumonomo toriayezu, faxirigidameite iyeni cayeru（ただ行けと
言ひ様に、取るものも取り敢へず、走りぢだめいて家に帰る）」「伊曾保」、「Cochiye vocoxei miôto iysamani, 
fittacutta（こちへ遣せい見
め
うと言ひさまに、ひったくった）」「惚け物語」、「Madzu noye faxiri idete, 




に）」、「Chocho （町々）」などの例をあげている。そして、この規則については、「os acidentes da oração 
no cap. do numero（品詞の属性に就いて数の事を説いた章）」、および、「na Rvdimenta, onde se fala do 
nome partitivo48（品詞論で部分名詞を説いた条）」でもふれているとある。前者は第 2 葉表にある記述
で、「NOTAÇÃO ACERCA DA DECLINAÇÃO DOS NOMES（名詞の転尾に関する註記）」の章、
「Fitobito（人々）」、「cuniguni（国々）」、「teradera（寺々）」などの例があげられ、後者は第 66 葉表





表 3-5 では、日本語の言語要素に対するポルトガル語の訳、説明を、副詞と副詞句     とそれ以
外     に色分けした。副詞には、「antes、escasamente、porventura」など、副詞句には「pelo 
contrario、a modo de、quanto mais」などがある。副詞、副詞句以外には、接続詞に「pois、se、como、
que、conforme」など、動詞の活用形に「continuando」がある。その他には、前置詞「pera、por、com、
em」、動詞「parece」、形容詞「cada」、関係代名詞「que」、指示代名詞「aquilo」、そして、冠詞の「o」
がある。形態論的な説明は、「－として」に対する「participio de verbo substantivo」、「o participio de 
verbo, xi, suru」、「ところ」に対する「oração relativa」、「modo do conjuntivo」などであり、意味的
な説明には「こそ」の「porquanto, porque, com muita enfasi, & energia」や、「ところ」の「não significa 
mais que ser elegancia, ou especificar, & particularizar o nome a que se pospoem」、「だて」の
「mostrar ostentação」など、当該の語をふくんだ文型や表現に対する意味的な説明には、「こそ」の「isso 
era se o houvese」や「a bom tempo, aproposito, ô como」、「ほど」の「quando começa algum paragrafo 











7. Dionysius から Alvarez、そして、Rodriguezへ 
 
 副詞の記述に関して、Téchnē grammatikḗ から DE INSTITVTIONE GRAMMATICA、ARTE 
GRANDE への流れを図 3-1「Dionysius から Alvarez、そして、Rodriguez へ」に図式化した。 
Téchnē grammatikḗ の副詞の記述は、副詞の定義、語形成の用例、意味用法による副詞の分類で、
この構成は、Dionysius から Alvarez をへて Rodriguez に受け継がれている。Téchnē grammatikḗ、
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA での語形成に関する記述は、語例、用例の提示だけであったが、
                                                   
48 原文では「partititivo」となっているが、これは誤植であろう。 
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ARTE GRANDE にいたって、説明があらわれ、例の量も格段に多くなった。 
紀元前 2 世紀のギリシア語文典で分類された副詞は異なりで 77 語、それが時代をくだるにつれ、16
世紀のラテン語文典では 82 語、17 世紀の日本語文典では 270 語にふえている。後者の 2 文典では、分
類以外の記述もふえており、そこにあらわれた副詞をふくむと、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA





Téchnē grammatikē DE INSTITVTIONE GRAMMATICA ARTE GRANDE 
        
定義 ⇒ 定義 ⇒ 定義 
              
     RVDIMENTA ⇒  RVDIMENTA 
  語形成の用例 ⇒   語形成の用例 ⇒   語形成の用例 
          語形成についての記述 
副詞の 26 分類 ⇒  副詞の 25 分類 ⇒  副詞の 30 分類 
           
語例 77語    語例  82語    語例 270語 
        
    CONSTRVCTIONE ⇒  CONSTRUIÇÃO 
    古典からの引用 ⇒   古典からの引用 
            
    総数 187語   作例 
          
       総数 451語 
  
図 3-1 Dionysiusから Alvarez、そして、Rodriguezへ 
 
精緻化の結果の一つが RVDIMENTA と CONSTRVCTIONE の 2 部構成の出現である。分類された
単語リストだけで副詞のすべてをカバーすることはできないと判断、文型を重視して、例文を豊富に記
載するようになったのである。 
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA での例文はもっぱら古典からの引用であったが、ARTE 
GRANDE ではそこに作例が加えられている。日本語の精髄は古典にあるのだが、日常的な語法、表現
も大切である。後者に関しては、作例でおぎなっている。 
副詞の定義やその分類、記述のし方は、Dionysius から Alvarez、そして、Rodriguez へとくり返さ
れ、改良されてきた。時と世界をこえ、らせん状に変化、進展していったのである。 
 
8. DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE – 2 
 
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE の 構 成 を RVDIMENTA 、
CONSTRVCTIONE にわけて対照、図 3-2「DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE
の構成対照図」に図式化した。 
 DE INSTITVTIONE GRAMMATICA にある副詞の 25 分類は、分類名もその並び順も ARTE 
GRANDE にひきつがれ、30 分類に発展している。  
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表 3-1 





  定義 1 
  


































   
 





 意味による 25分類 単語  リスト 意味による 30分類  表 3-3    
 
   
          
 
          
   
 
    定義 2     
   
 

















































          
  
 
       
  
 




         
 
  図 3-2 DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDEの構成対照図     
 
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA には RVDIMENTA の冒頭に副詞の定義があるが、ARTE 
GRANDE では、RVDIMENTA の冒頭（定義 1）と CONSTRUIÇÃO の冒頭（定義 2）、そして、「副詞
一般について」の節（定義 3）の 3 か所にある。6-1 で見たように、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA
の定義は、ARTE GRANDE の定義 2 にほぼそのままの形でひかれている。 
語形成に関する記述は DE INSTITVTIONE GRAMMATICA では四つの例文だけであるが、ARTE 




9. ARTE GRANDE におけるくり返し 
 
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA では四つの例文で示されただけの語形成論が、ARTE 
GRANDE では丁寧にくり返されている（図 3-2 参照）。RVDIMENTA の 6 項目、「イ形容詞の連用形」、
「ナ形容詞の連用形」、「-to、-do でおわる副詞」、「畳語＋-toxite」、「畳語」、「畳語の半分＋-mequ」
のうち、初めの 4 項目は CONSTRUIÇÃO の冒頭にある用例で再度あつかわれ、「-to、-do でおわる副
詞」以外はどれも CONSTRUIÇÃO の記述 7 項目でとりあげられている。さらに、用例であらわれた「動
詞のテ形」は 7 項目の記述の中ででくわしく論じられている。 
 また、個々の語にもくり返しが多い。ARTE GRANDE にあらわれる言語要素でもっとも多くくり返
されているのは、「benben」である。第 74 葉表では畳語の副詞の語例として「benben」、同じ第 74 葉
表で「-toxite におわる副詞」の例として「benbento xite」、30 分類の 16「緩徐」では「benbentoxite」
（表 3-3 を参照）、第 113 葉表の CONSTRUIÇÃO の定義にある用例の中で「bembento xite」（表 3-4
を参照）、第 113 葉裏の「‘こゑ’の畳語＋-toxite」の「bembento xite」、そして、第 113 葉裏の「‘こ
ゑ’の畳語の半分＋-toxite」の例の「bento xite」（表 3-4 を参照）である。 
30 分類にあって CONSTRUIÇÃO の各論でくり返される語には、「日毎に、毎日」（時間）49が 6-3-16
に、「こそ」（択出）が 6-3-2、「結句、却って」（択出 / 相違）が 6-3-2 と 6-3-7 に、「ほど」（比較）が








10. ARTE GRANDE の Adverbio「副詞」について 
 
 Rodriguez にとって、日本語の「副詞」とはどのようなものなのであろうか。 
ARTE GRANDE には、副詞の定義と考えられる記述が三つある。定義 1（第 73 葉裏）のポルトガル
語文は全文を「5-1 冒頭」にかかげた。ここでは、定義 1 の日本語訳全文、定義 2（第 112 葉裏）と








                                                   
49 （  ）の中は、表 3-3「ARTE GRANDE の副詞の 30 分類」にある分類名。 






¶ Como o adverbio seja ũa parte da oração que junta a outras vozes declara distinta, & 
determinadamente suas significações, ou mostra as qualidades, ou modos das acções, & 
cousas, esta lingoa Japoa é mui abundante de adverbios os quaes não regem casos, mas 
tem mui varios, & elegantes usos, que mais se aprendem com o exercicio de falar, que com 
regras que acerca disso com dificuldade se podem dar: com tudo neste capitulo notarei 
algũas cousas que parecem ser mais proveitosas, & tratarei de alguns em particular, 










¶ Todo o adverbio, ou qualquer palavra que tem sentido de adverbio, ou se usa em lugar de 
adverbio, antecede os verbos, ou vocabulos a que se ajunta, & não rege caso algum. Vt, 







 5-1 でのべたように、Rodriguez は日本語のオノマトペに注目し、その重要性に気づいていた。よほ
ど印象的だったのであろう、副詞の記述の冒頭、定義 1 に「音や大音響、身振りやものごとの様子まで
も示すもの」とある。 






 それが、定義 1、定義 3 の「日本語は副詞が豊富だ」、および、定義 2 の「多趣多様な用法を持って
ゐる」ということの理由の一つである。 
 文法的な特徴として、定義 2、定義 3 で格を支配しないことを、そして、定義 3 では被修飾語に対し
                                                   
51 「本で勉強するだけではなく、実地に体でおぼえなさい。でも、骨組みだけはここに示しましょう」とい

















どがあげられているのは Rodriguez の到達した新たな枠組みによるものなのである。 
副詞を分類するのは Dionysius からの、古典からの用例を豊富にひくことと重要項目をくり返すこと
とは Alvarez からの伝統であった。その分類を 25 から 30 にまでふやし、また、オノマトペの重要性に
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1 Optandi vtinam o vtinam o si
希求 ～であればいいのに ～であればいいのに ～であればいいのに
2 Vocandi o heus eho
呼掛 おお！ ほら！ おい！
3 Interrogandi cur? quare? quid ita? quamobrem?
疑問 なぜ？ どうやって？ どうやって？ なぜ？
4 Respondendi affirmatè etiam ita maximè quidni?
応答 確かに そのように もっともだ
 なぜいけないのか、
 いいではないか？
5 Confirmandi profectò fanè certè
肯定 本当に 本当に 確かに
6 Negandi non nequaquam minimè haud
否定 ～でない まったく～でない もっとも～でなく まったく～でない
haud quaquam
まったく～でない
7 Dubitandi forsan forsitan fortassis fortasse
不確実 多分 多分 多分 多分
8 Hortandi eia age agedum agite
慫慂 （催促）さあ！ 行こう！ 行こう！ 行こう！
9 Prohibendi ne
禁止 いいや
10 Demonstrandi en ecce
指示 ほら！ ほら！
11 Eligendi potiùs imò
択出 むしろ 絶対に～でない
12 Comparandi magis minùs fortiùs
比較 もっと多く もっと少なく もっと力強く
13 Congregandi simul vnà pariter






14 Separandi seorsum separatim
分割 わかれて わかれて
15 Intendendi acriter studiosè vehementer
強意 するどく 熱心に 猛烈に
16 Remittendi segniter remißè oscitanter
緩徐 ゆっくり やさしく うっかり
17 Temporis hodie cras perendie heri
時間 今日 あした あさって きのう
nudiustertius
おととい
18 Loci hîc huc hac horsum
場所 ここ ここへ こちら こちらへ
19 Numeri semel bis ter sæpe
度数 一度 二度 三度 しばしば
centies millies
百回 千回
20 Ordinis primùm deinde postremò
順序 はじめて その時 最後に
21 Euentus fortè fortuitò
偶然 たまたま たまたま
22 Similitudinis sicut sicuti vt vti
類似 ちょうど～のように ちょうど～のように ～のように ～のように
23 Diuersitatis aliter secus
相違 別の方法で そうでなく
24 Qualitatis prudenter peritè eleganter
実質 慎重に 上手に 上品に
25 Quantitatis parùm multùm satis nimiùm





1 125v Nominatiuus post aduerbium. en ecce
主格を支配する副詞 ほら！ ほら！
2 125v Genitiuus post aduerbium. satis abundè àffatim parum instar partim ergô
属格を支配する副詞 充分に 豊富に 豊富に 充分でなく ～に等しく 一部は ～のゆえに
3 125v Aduerbia superlatiua. maximè sæpissime elegantißimè
最上級の副詞 きわめて 頻繁に 上品に
4 125v Aduerbia loci. vbi vbinam vbicunque ùbiuis quouis quoquò nusquam
場所の副詞 ～するところ 一体どこに どこでも どこでも どこでも どこでも どこにも～ない
5 126 Pridie, & postridie.
前日と翌日
6 126 Datiuus post aduerbium. congruenter conuerienter
与格を支配する副詞 ～に応じて ～にしたがって




9 126v Ablatiuus post aduerbium. citiùs sapie ~tiùs plùs
奪格を支配する副詞 よりはやく よりかしこく もっと
10 126v Aduerbia loci. vbi vnde quò quà quorsum
場所の副詞（疑問） どこに どこから どこへ     どの道を    とおって どこへ
11 126v Hic, istic, illic, & cætera. ibi inibi ibidem alibi alicubi vbique vtrobique vbilibet vbiuis vbicũq passim vulgò ĩtus foris nusquã
ここ、そこ、あそこ、等々 そこに そこに     今言った    その場所に 別なところに どこかある所に いたる所に
あちらにも
こちらにも どこでも どこでも どこでも ちらばって 世界中に 中に 外で どこにも～ない
lõgè peregre suprà subtèr infrà antè pòst extrà
遠くはなれて 外国に 上に 下に 下の方に 前の方に 後ろの方に 外に
12 126v Hinc, istinc, & cætera. illinc inde indidem aliunde vndelibet vndeuis vndique vndecunque vndequaque alicunque vtrinque eminus cominus supernè infernè
ここから、そこから、等々 あそこから そこから あそこから 別なところから どこからでも どこからでも いたる所から どこからでも どこからでも 別の所からでも 両方から 遠くから 間近から 上の方から 下の方から
peregre intus foris
外国から 中から 外から
13 127 Huc, istuc, & cætera. eò illuc eòde ~ illò aliquò aliò neutrò vtròque quoquò quocũque quòuis quòlibet intrò foras peregre
ここへ、そこへ、等々 そこへ あそこへ 同じ所へ あそこへ どこかへ どこか他の所へ   どちらの方にも  ～ない 両方へ どこかへ どこへでも どこへでも どこへでも 内側へ 外へ 外国へ
longè nusquam
遠くへ どこへも～ない
14 127 Hàc, istac, & cætera. illác aliquà quàlibet quacùnque
こちら、そちら、等々 その道を通って     どの道かを    とおって いたる所に
    どんな道を





番号 葉 節のタイトル 語　例／語　義
15 127 Horsum, istorsum, & cætera. illorsu ~ aliorsu ~ deorsu ~ sursu ~ dextrorsu ~ sinistrorsum læuorsum prorsum rursum introrsum vel introrsus retrorsum vel retrorsus quoquouersv ~ vel quoquouersus
こちらへ、そちらへ、等々 あちらの方へ どこか他の所へ 下の方へ 上の方へ 右の方へ 左の方へ 左の方へ 前の方へ 後ろの方へ 中の方へ 中の方へでも 後ろの方へ     後ろの方へ    でも あらゆる方へ
あらゆる方へ
でも
16 127 VT, pro Postquàm, Quomodo.
「～のあとで」、「～してすぐに」の意のVt
17 127v VT. adeò ita sic tam talis tantus tot ferè









22 128 Per, Perquam, & c. sanè valde oppidò imprimis cu ~primis apprìme admodùm vehementer
程度の高いことをしめす接辞perと副詞 慎重に 力強く 絶対に まず第一に とりわけ きわだって 非常に 猛烈に
23 128 Quàm, affectibus seruiens.
Quàmのいろいろな使い方




26 128v Quàm vt.
「Quàm vt」で一つの比較の表現
27 128v Quàm, pro Valde.
程度の高いことをしめすQuàm
28 128v Tam, Quàm.
Tam, Quàm.
29 129 Aduerbia in Vm. parum multùm nimiùm tantùm quantùm aliquantum
umでおわる副詞 充分でなく 非常に     あまりに～    すぎる ～ほど多く ～ほど多く 少し
30 129 Aduerbia O, finita. paulò nimiò aliquantò tantò eò quò multò
oでおわる副詞 少しだけ おおいに いくらか ～ほど多く そこへ どこへ とても
31 129 Appendix. multo longè facilè




1 OPTANDI 嗚呼 願はくは あはれ あはれあはれ 　希
こひねがは






     pesar do
     passado
o se




  oula, pera
  gente baixa
3 INTERROGANDI なぜに なじょに 何の故に 何の故にか 何しに か ぞ や 何とて 何とてか 何として 何としてか
疑問
何とあって 如何でか 何ぞ
4 RESPONDENDI あう あう中々 中々 やっ あっ
応答 　 Eisme aqui.
　 Si.
　 Eis me aqui.
5 CONFIRMANDI 尤も げにも げに
    げにげに


















  assi e como
  dizeis






6 NEGANDI いや いささか いやいや さらに 少しも かつて以て かつて 一円
否定
 por nemhu ~a
 via, ou modo
　 nem um
   pouco
7 DVBITANDI 如何様 自然 若し 定めて 何と
不確実 　 por ventura
　  pode ser,
 　 a caso
　 por ventura pode ser que serà
8 HORTANDI で いでいで さ いでいで いざ いざや いざさらば
慫慂
9 PROHIBENDI な そ なまいそ なかれ べからず 無用 と
禁止












nesse comenos, l. tempo
即ち
logo, eis aqui em continente
表3-3　ARTE GRANDEの副詞の30分類
語　例　／　語　義
oxala, praza a Deos
a, ou foão, oula
oula na escritura, e se usa
assi pera baixos como altos
ea, pera plural, & singular
não
porque? interrogativo, por ventura
如何に
com muita rezão, tendes rezão assi e
porque?
porque?
assi e como dizeis
si






assi e certamente sem falta, certamente





11 ELIGENDI 結句 却って より よりも
択出 quide ~ , equide ~
12 COMPARANDI より よりは よりも 猶





     menos,
     somenos
infimo tanto, tão





惣別（sôbet） 惣じて 常に 都合
em suma




a u ~a parte a u ~a, a outra não somente














    por todas
    as vias
sobejamente
    total, &




   muito bem,
   ou mal
grandemente pessimamente













com tibeza sem se sentir pouco a pouco










時間 hoje hoje antontem
    aoutra




esta menhã amenhã amenhã
18 LOCI 此処に 此方に これに こち そこに こなたへ あなたへ あちに ここへ向けて
場所 pera cà ali pera cà pera la ali pera cà






















a primeira vez muitas vezes
somente
mui




   vagarosamente, com
consideração, tibiamente
modo de encarecer.










20 ORDINIS 一番 二番 一つには 二つには 先づ 次には 第一 第二 所詮 終
つい
に 今一つ ま二つ
順序 primeiro segundo primeiro segundo
    primeira
    -mente
   conseguinte




finalmente mais outro mais dous
畢竟
finalmente







ふ り ょ ふっと 思ひの外 所存の外
偶然 naturalmente a caso
22 SIMILITVNDINIS 如く つら 様な 連
つれ づれ まま さながら
類似
23 DIVERSITATIS 却って 結句 引きかえって 違うて 各々
かっかく
色々 様々 品々
相違 ao contrario discrepando diversos
24 QVALITATIS 勝れて 賢く 媚びて
実質 excedendo
   prudente
   -mente
 estravagante
 -mente















   juro, com
   juramento
    polo Deos
    do ceo
    por este
    Demonio
    por este
    Demonio
cortado seja castigado seja
   leproso
   me torne
27 ÆSTIMANDI 高う 安う 高直に
評価 caro barato
   caro,
   preço alto





例へば 例はば 物ならば 言はば 申さば
説明・比喩









      das tres partes duas,
      pola maior parte
como se disermos
pola maior parte pola maior parte




assi como, l. deste modo
pelo contrario, antes de muitos modos, ou laias
mais um pouco grandemente
      muito, ou e de sobejo,
      ou excede
一段
      muito bem, ou muito
       encarecendo
八幡
     pelo Deos das batalhas










本項 しかと 便々として 明かに 良う 始めて
2 113-2 動詞、イ形容詞、ナ形容詞の連用形 Quiri(yo <) Fiqui(saqu) Tori(saco <) Yô(coso) Xi(fajimuru) Ataraxu < Quireini Yô(mo nai)
Appendix 1 切り（合ふ） 引き（裂く） 取り（逆ふ） よう（こそ） し（始むる） 新しう 綺麗に よう（もない）
3 113-3 動詞のテ形 Cacurete Cacuite Cayette Casanete Arauarete Aicamayete Fajimete Fajimeto xite Itatte Fabacatte Isoide Naqute
Appendix 2 隠れて 隠いて 却って 重ねて 現れて 相構へて 始めて 初として 至って 憚かって 急いで 無くて
No<te No<xite Saquito xite Sugurete Saiguitte Sucumete Sôjite Todoquete Tçudzuquete Tçuite Taixite Xinôde
無うて 無うして 先として 優れて 遮って 竦めて 惣而 届けて 続けて 就いて 対して 忍うで
Xitagatte Xitago <te Yotte Yugo<de




Iinjinto xite Mômôto xite
   Bembento
   xite
 Chonchonto
 xite
Yenye~to xite Yu <yu <to xite
Yu <yu <
quanquanto xite




Appendix 3 嶮々として 深々として 朦々として 便々として 亭々として 渕々として 悠々として
悠々緩々とし
て
りんりんとして 清々として 朦々として 颯々として
5 113v-2 ‘こゑ’の畳語の半分＋toxite Bento xite
Appendix 3 便として
6 113v-3 よみの畳語。 Dacudacuto Ara ara Barabara Baribari Bichibichi Bicubicu Bichabicha Bitabita Caxicaxi Chicuchicu Chichito Chirichiri
Appendix 4 だくだくと あらあら ばらばら ばりばり びちびち びくびく びちゃびちゃ びたびた かしかし ちくちく ちちと ちりちり
Corocoro Cudacuda Dorodoro Farafara Farifari Fitafita Gacugacu Gajigaji Garagara Gasagasa Gatagata Gojigoji
ころころ くだくだ どろどろ はらはら はりはり ひたひた がくがく かじかじ がらがら がさがさ がたがた ごじごじ
Gosogoso Gotogoto Iiyajiya Sarasara Suasua Sorosoro Soyosoyo Sutasuta Taratara Torotoro Xicaxica Zarazara
ごそごそ ごとごと じやじや さらさら すあすあ そろそろ そよそよ すたすた たらたら とろとろ しかしか ざらざら
7 114v-1 畳語の半分＋-mequ Vgomequ Vamequ Fatamequ Fomequ Iiyamequ Iijimequ Niguimequ Guiguimequ Zazamequ Sosomequ Zozomequ Domequ
Nota うごめく わめう はためく ほめく じやめく じじめく にぎめく ぎぎめく ざざめく そそめく ぞぞめく どめく
Bitamequ Guaramequ Bumequ Fiximequ Firamequ
びためく ぐゎらめく ぶめく ひしめく ひらめく
8 114v-2 ナ形容詞の連用形、－ニでおわる副詞 Tonni Quiu <ni Quiacuxinni Richiguini Inguinni Notoroni Firani Fitasurani Ienjenni Yo<yo<ni Yo<yo< Yo<yacu















   polas
   partículas
com, por
 o participio de














  antes, pelo
  contrario
  isso era se
  o houvese
  particula de
  infinito
eis ali assi o dizia eu  pois por isso
寧ろ、反対に 若しもそれがあるならばかうであらう 不定法の助辞 ここにある 私がさう言った それだから
 eis que  hão por isso si pois não mais que si
それ見よ それだから 勿論さうだ 確かにさうだ





















も、だし se se inda se ate ate  se apenas escasamente se nem nem ainda
本項、Appendix 1、2、3、
4、5、6
若しも～ならば   若しも～さへ  ～なら
  若しも～までも













 por estada em
 lugar
  quanto atal
  cousa
 conforme ao que
 falar a oração
本項、Appendix 1、2、3 若しも～ならば 条件法 ～（場所）で ある場所にあって
  況やデウスに






ところ、ところに o o que aquilo tal passo tal lugar
  oração
  relativa





定冠詞 ～であること そのこと かかる条 かかる所 関係句 接続法 かくかくの点に就いては
por quanto
  por ser
  necessario
convir ser ja tempo





い）、やうに modo como maneira feição de modo de maneira de feição assi como a modo de parece que
本項、Appendix 1、2 状態 類似 方法 形状 方法で 状態で 形で ～の如く ～の如く そうらしい
表3-5　ARTE GRANDEのCONSTRUIÇÃO－各論
   porquanto, porque, com muita
   enfasi, & energia
何々だからといふ事を非常に力強く
勢をこめて表す
não significa mais que ser elegancia, ou
especificar, & particularizar o nome a
que se pospoem
ポ　ル　ト　ガ　ル　語　で　の　記　述　/　そ　の　日　本　語　訳











a bom tempo, aproposito, ô como
さいわい




番号 葉 項　目 ポ　ル　ト　ガ　ル　語　で　の　記　述　/　そ　の　日　本　語　訳
como que que de modo que ad locum
であるかの如く （引用の）と （引用の）と （引用の）と
9 122v-2 べう、つべう、つべしい、覚しい parece
本項 さうな
10 122v-4 ばし porventura
本項 多分
11 123-1 ばかり somente
本項 ただそれだけ
12 123-2 だて、ふり、ぶり
 dar mostras de
 tal









  殊更見せる 誇示する 身振り
13 123-4 さま、さまに modo logo que no tempo




ほど、ほどの、ほどに tanto quanto tanto como tanto que quanto mais tanto mais todos quantos os que














まま、ままに assi como de modo  conforme
  da mesma
  maneira
  à vontade da
  pessoa
logo que disse em dizendo por quanto
本項、Appendix それと同じく その通りに ～に従って 同様に
その人の意志の






本項、Appendix 1、2 おのおの 引続いて
     em desposição
     pera algu ~a cousa
ある事に対する能力があるならば




  mostrar mais do que e




第 4章 elegância、elegante、elegantemente 
 
  日本語の文典をあむに際し、Rodriguezは elegância（エレガントさ）を非常に重視している。ARTE 
GRANDE には 104個の、そして、ARTE BREVE には 32個の名詞 elegância、形容詞 elegante、
副詞 elegantementeが使われている。ここでは、品詞に関係なくこれらの語に言及する場合はカタカ
ナで「エレガント」と表記する。 
 計 136個の「エレガント」を一覧にした。それが、表 4-1「ARTE GRANDE、ARTE BREVE の「エ
レガント」一覧 出現順」である。以下、「G-1、G-2、……」は ARTE GRANDE の、「B-201、B-202、
……」は ARTE BREVEのエレガントに付された通し番号である。ARTE BREVE のエレガントの番
号は「B-201」からはじまっている。 





















散文が Cicero（紀元前 106－43）によって、詩が Vergilius（紀元前 70－19）によって最高に達した






















  キリスト教は、ローマに伝えられてからも長い間迫害されたが、313年 Constantinus 帝（274 – 337）
が Edictum Mediolanum（ミラノ勅令）を発することによって信仰の自由が認められ、迫害の歴史に
終止符が打たれた。さらに 391年に Theodosius 帝（379 – 395）はキリスト教を国教となし、かつて
のローマの神々の崇拝を禁止した。 

















  話しことばとしての informal なラテン語は民衆の生活に根づいたものであり、ロマンス諸語へと変
容をとげた。一方、書きことばとしてのラテン語は古典ラテン語の黄金期をへたのち、キリスト教の公
                                         
1
 Aurelius Ambrosius。西暦 340頃 – 397、キリスト教教父、ミラノの司教。 
2 Eusebius Sophronius Hieronymus。西暦 347頃 – 420、キリスト教教父、カトリック教会公認のラテン
語の標準聖書『ヴルガタ』を作成。 




































ēlĕgantia, f. goût, délicatesse, distinction, correction 
 
ēlĕgans, adj. I home raffiné dans son genre de vie et sa toilette 
            II 1 [personnes] distingue, de bon gout 
              3 [écrivain ou style] châtié, correct 







ēlegantia, f. 1 Fastidiousness, choosiness 
   2 Fineness of taste, manners, feeling, etc., correctness or refinement. 
   3 Refinement as shown in the effect made on the senses, elegance of appearance, etc. 
   4 Skill or good taste in the choice of words, presentation of ideas, etc., neatness, felicity. 
 
ēlegans, adj. 1 Careful in choosing, fastidious, particular. 
   2 Correct and delicate in one’s tastes, refined, cultivated, or similar. 
   3 (reffering to the effect made on the senses, esp. the sight) Tastefully, attractive, graceful, 
elegant, etc. 
   4 (of speakers or writers, their style, works, etc.) Apt or skillful in choice of words, 
presentation of ideas or similar. 
   5 (of learning) Minute, exact; (of a distinction) fine, subtle. 





2-2 語源辞典によって知りうる 16世紀のポルトガル語での語義 
 
elegância sf. distinção de porte, de maneiras, garbo XVI. Do lat. ēlegantia –ae 
 
elegante XV. Do lat. ēlěgāns –antis 
      Antônio Geraldo da Cunha (1982) 
 
  語義は「態度や流儀のきわだっていること、優美さ」である。また、名詞 elegância はラテン語





elegância s.f. 1 disposição marcada pela harmonia e leveza nas formas, linhas, 
combinação e proporção das partes, e no movimento; donaire, garbo, graça. 




elegante adj. 1 que se caracteriza pela harmonia, leveza ou naturalidade na 
apresentação e nos movimentos. 
3 requintado na escolha das palavras, revelando naturalidade no modo de as 
dispor ou no estilo; apurado, correto, fino. 












ARTE GRANDE の PROÊMIO（序文）の 2ページ目には、「O que resta e q  depois de aprendidos 
estes principios necessarios, quem quiser falar polida, & elegãtemente（G-2） se dê muito á lição 
dos livros que os autores graves de Japão compuseram de suas cousas, por q  neles està encerrada 









彼はそれを達成する上で大切なことを ARTE BREVE の第 3葉表に三つあげている。「A primeira & 
principal e os mestres, que hão de ensinar, quaes hajam de ser. A segunda (não de menor 
momento que esta) e os livros, por que hão de estudar logo que começam a ouvir lição de livros.  A 
terceira e o modo de aprender, & ordem, que nisso se tera, assi no ouvir, estudar a arte, & 
preceitos dela, como nos exercicios de compor, & exercitar a lingoa quaes hajam de ser（その第一に
して最大のものは教授にあたる教師で、これはだれが教師になってもかわらない。第二は（これには第
一のものに劣らぬ重要性がある）、学習者が書物の講読に参加するようになった初期の段階で学習に用
                                         
4
  ARTE GRANDE を書くいきさつを説明した部分（G-1）で、Rodriguez は、「me ordenaram os mesmos 
Superiores q  compusesse esta Arte, na qual alem das conjugações, & rudimenta, se declarassem com a 

















  ARTE BREVE の第 4葉表には、「Quanto aos livros, q hão de aprender, hão de ser do estilo da 
escritura, & de autores classicos antigos estimados entre os Japões por seu elegante（B-209） 
estilo, em q esta todo o primor, elegancia（B-210） & propriedade da lingoa Japoa, pelos quaes 






Rodriguezは、ARTE BREVE の「Do modo que parece mais acomodado pera aprender & ensinar 
esta lingoa（日本語の学習と教授にふさわしいと思われる方法について）」という章、第 4葉裏から 5
葉表で古典を 5種類に分けている。もっともやさしいものが、「May（幸若舞）」、「Sxi（草子）」、
次が、Saighifôxi（西行法師）の『Xenjixo（撰集抄）』、Camono chmei（鴨長明）の『Foxxinj（発




このうちの「幸若舞」については、ARTE GRANDE でも ARTE BREVE でもエレガントだと言っ
ている。ARTE GRANDE には、第 185葉表「DO ESTlLO, GVEDEN（‘外典’の文体に就いて）」
の章に次のような記述が見える、「O estilo dos Mais é falar corrente de Japã mui cortes & elegãte, 
misturado de pratica & escritura de modo que todos o entend（G-103)（‘舞’の文体は、日本で
通用してゐる甚だ丁寧で上品な談話のと同じである。話し言葉と書き言葉とを混合したものであって、
誰にでも理解される）」。ARTE BREVE では、第 75葉表に「O estilo dos, Mai, é falar corrente mui 
                                         




7 古典を重視していることは表 4-2の「⑫古典、古語」を見てもわかる。ARTE GRANDEでは、冒頭の「PROÊMIO」
で 2回、ARTE BREVEでは、教授法の記述の箇所で 5回「エレガント」があらわれている。 
116 















Rodriguez は ARTE GRANDE 第 184 葉裏で第三巻の執筆の目的を「文書に見られる色々な文体に
就いて述べる事」とし、書きことばの文体を「極めて荘重且典雅な（G-101）一種の文体であって、書
くといふ方法をとる場合にのみ使はれ、その形では、話す場合の日常の文体として使はれることはな




















                                         
8 表 4-2「⑬下位言語、文体」を見ると、幸若舞以外に和歌、物語の文体がエレガントだという記述があることがわかる。 
117 
る。時の権力者との人間関係を構築、維持するには和歌の知識が不可欠だったのであろう。ARTE 










  ARTE GRANDE と ARTE BREVE とでは「エレガント」の使い様がことなる。ARTE GRANDE
では偏りが少なく全体的に数多く使われているが、ARTE BREVE では総数が少なく、かつ、日本語教
育の方法論の部分、つまり、第 2葉裏から第 5葉裏に集中している。総数 32個のエレガントのうち 13














  ARTE GRANDE には、日本語という言語に関する、あるいは、日本文化に関する膨大な量の記述が
なされている。一方、ARTE BREVE では、それらの多くが整理され、あるいは、削られる中、時とと
もに深められた Rodriguezの考察が反映され、「Do modo que parece mais acomodado pera aprender 
& ensinar esta lingoa（日本語の学習と教授にふさわしいと思われる方法について）」という章が 7ペ
ージ10にわたってつけ加えられている。この章では、学習者の国籍、年齢、能力から、学習の目的、そ
                                         





























日本語にあてはめている。ARTE BREVE の学習法、教授法に関する章は、第 2葉裏の「Dous modos 
principaes ha pera aprender esta lingoa Japoa, & sair um perfeito nela（日本語を学びこれに熟達す
る方法には主なものが二つある）」ではじまる。一つは、「aprendela naturalmente com o uso, & trato 
quotidiano com os mesmos naturaes（この地の人びとと日常的に交際してこのことばを用い、自然に
これを修得する）」方法であり、もう一つは、「por via de arte, & preceitos de gramatica com bons 
mestres ouvindo a lição dos livros（良き教師の指導のもとで文法書を用い文法規則から始め、同時に
書物の講義を受け）」る方法である。 
  前者の方法の長所は、日本人と同じような自然な日本語が身につけられることであり、短所は、時間
がかかる、「a diligencia extraordinaria pera um em menos tempo se perfeiçoar na lingoa, & poder 
exercitar nossos ministerios（並外れた努力をしないかぎり、通常より短い期間で日本語に熟達してわ
れわれの任務を果たせるようにはならない）」ことだ、と言っている。後者の方法は、「ao modo dos que 















かたちで記憶に定着することはないからである。」、ARTE BREVE の第 5葉表にあるこの記述を見る
と、次のような手順で授業を進めるべきだ、ということになる。 
触れる日本語は、エレガントで純粋な日本語にあふれたMay、Soxi、Feiqe monogatari、Taifeiqui












Não tratamos aqui dos que somente pretendem entender a lingoa em breve tempo, de 
modo que possam confessar, & praticar aos Christãos as cousas de suas almas & as de 















                                         





















  ポルトガル語の語源辞典、da Cunha（1982）には、 
 
clássico adj. relativo à arte, à cultura dos antigos gregos e romanos; da mais alta classe; XVlI. 













  ARTE GRANDE第168葉表から裏にかけての節、「DOS VICIOS QVE FAZEM A ORAçam barbara, 
& rustica（文章を粗野にし且野鄙ならしめる缺陥に就いて）」には、避けるべきことがらとして三つ
の誤り「ポルトガル語化すること、はっきりしないこと、そして、装飾のないこと」をあげている。































































  ARTE GRANDE、ARTE BREVE に出てくる「エレガント」を一覧表にした。 
  表の「通し番号」を見てわかる通り、ARTE GRANDE では 104、ARTE BREVE では 32あらわれ




  表の第 2欄は「つづり」である。文中にあらわれる「エレガント」は品詞でいうと名詞、形容詞、副
詞である。各々のつづりと、出現個数は以下の通りである。 
 
ARTE GRANDE    
1．名詞  elegancia 15、elegãcia 2 
2．形容詞  elegante 28、elegãte 4、elegantes l7、elegãtes  l 
3．副詞  elegantemente 34、elegãtemente 1、eleganteme te 1 
elegãtemete 1 
                                         
12 英語：「彼は死にたかった」の直訳「He wanted to die」は日本語同様、死んだかどうかわからない。死




1．名詞  elegancia 10、elegãcia l 
2．形容詞  elegante 12、elegãte 1、elegantes 3 













 表 4-2「ARTE GRANDE、ARTE BREVE の「エレガント」一覧 分類」は、表 4-1「ARTE GRANDE、
ARTE BREVE の「エレガント」一覧 出現順」のデータを「分類」ごとに並べ替えたものである。表
4-1の G-9の「分類」が「尊敬、礼儀 / 複合述語」であるように、いくつかのエレガントは二つのこ
となる分類に分類されている。だから、表 4-2のほうが表 4-1より項目数が多くなっている。 
  Rodriguezは「エレガント」をどのような意味で使ったのか、表 4-1の右端の欄が参考になる。例え





i. 「種々の」、「よく使われる」、「一般的である」といった意味の語   計 18個 
 a．vário（種類の豊富な）         7 
 b．usado（よく使われる）     5 
 c．muito（よく使われる）     2 
 d．comum（普通の）      1 
 e．geral（一般的な）      1 
 f．universa1（一般的な）         1 








ii. 敬意、尊敬に関連した語  計 6個 
 h．polidamente（礼儀正しく）     1 
 i．cortês（礼儀正しい）      3 
 j．cortesia（礼儀正しさ）         1 
 k．cortesmente（礼儀正しく）     1 
 
iii. その他  計 13個 
 l．puro（純粋な）      2 
 m．energia（エネルギー）     2 
 n．bom（良い）       2 
 o．certo（正しく）      1 
 p．copioso（豊かな）      1 
 q．próprio（独自の）      1 
 r．claro（はっきりした）         1 
 s．brando（柔和な）      1 
 t．grave（重々しい）      1 
 u．polícia（文明、文化）      1 
 
  最も多くあらわれている「vário」がエレガントとともにどんな語を形容しているかというと、「uso」







  一方、ii．の「敬意、尊敬に関連した語」と iii．の「その他」に列記された語と同格に並べられた場
合には、エレガントの「上品、洗練、適切」などの「辞書的」語義が意識される。 
 
ARTE BREVE  
i. 「種々の」、「よく使われる」、「一般的である」といった意味の語   計  4個 
 a．vário（種類の豊富な）         2 
 b．usado（よく使われる）     1 
 c．corrente（通用している）     1 
 
ii. 敬意、尊敬に関連した語  計 1個 
 d．cortês（礼儀正しい）      1 
 
125 
iii. その他  計 16個 
 e．puro（純粋な）     5 
 f．propriedade（それらしさ）     4 
 g．primor（完璧）      2 
 h．artifício（技巧）      1 
 i．cópia（豊かさ）      l 
 j．subido（みごとな）      1 
 k．grave（重々しい）      1 
    l.  certo（正しい）          1 
 




  次に、同格ではなく、修飾、被修飾の関係でどのような語と結びついているか見てみよう。 
 
ARTE GRANDE   計 31個 
 a．modo（方法、やり方）       15 
 b．uso（用法）      10 
 c．usar（使う）       6 
 
ARTE BREVE   計 23個 
 a．língua（言語）      7 
 b．falar（話す、話し）      4 
 c．estilo（文体、スタイル）     3 
 d．uso（用法）       2 
 e．usar（使う）       2 
 f．modo（方法、やり方）         1 
 g．frase（句）       1 
 h．japonês（日本語の）      1 
 i．voz（語形）       1 
 j．To（「と」）     l 
 

























  ARTE GRANDE、ARTE BREVE の両方には合計 136個のエレガントがあらわれる。その中から、
以上の四つの特徴の具体例と思われるものを分類した。ほとんどの「エレガント」はこの四つの特徴の
どれかに入るだろうと予想していたが、表 4-2「ARTE GRANDE、ARTE BREVE の「エレガント」
一覧 分類」にあるとおり、その数は意外に少なく①は G-7、46、51と B-215、228の 5個、②は G-5、
6、8、34、35、40と B-225、230の 8個、③は G-53～63の 11個、④は G-9、10、12、13、43、44、

















  ⑰ その他；G-1、G-4。 
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 そこで考えられるのが、Coye と Yomi の存在である。Rodriguez は ARTE GRANDE の冒頭の
ADVERTÊNCIASでも ARTE BREVE 冒頭の「Noticia geral da lingoa Japoa（日本語について心得
ておきべき一般的事項）」でも、その初めにまず Coyeと Yomiにふれている。 
 Coye とは漢字の音であり、中国語からの借用語を示し、Yomi は漢字の訓であり、つまり、日本固
有の語、和語のことである。そして、Coye と Yomi とのまざり具合によって日常的だったり、非常に
日本的だったり、むずかしく重々しかったりといろいろな文章が形成され、日本語の中に豊富な下位言
語が形作られると指摘している。 
  ARTE BREVE では、Vôjin Tenno （応神天皇）の 15年、または、20年に中国から文字が伝わった
こと、その前には文字を持たなかったこと、また、「Ten、Chi、Iin」は Coye であり、その Yomi は
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「Ame、Tuchi、Fito」だという具体例も示している。 








ARTE GRANDE の ADVERTÊNClAS での複合語に関する記述には、「varias composições de u s 
verbos com outros, & dos nome s entre si: as quaes composições com brevidade, & energia 





ついたサ変動詞の例が B-230に、形容詞の語幹と名詞が結びつく例が G-6にある。 




O segundo uso se acha na composição que faz com outros verbos, & então significa 












  ARTE GRANDE の第 112 葉裏から第 125 葉表には「adverbio（副詞）」の種類や具体例、その語
義や使い方が記述されている。しかし、扱われているのは現在我々が普通に「副詞」と考えるものとは





























  G-54 で、Rodriguez は、「こなたさへおくたびれなくは、～」、「舟さへ参るならば、～」、「福
人にさへなるならば、人の思はくにかまはぬ」などの例に見られるような「～さへ～は / ば、～」の
文型はエレガントである、そして、ポルトガル語の「se、seja、se fôr、contanto que seja」に対応す
る、と述べている。「se」は英語の「if」にあたる接続詞、「seja」はこれ一語で英語の「would be」
にあたる be動詞、そして、「se fôr」は「if it would be」に、「contanto que seja」は「as long as it 
would be」にそれぞれあたる。また、上記の例「福人にさへなるならば、～」を「seja eu rico, ～」と
している。英語に直訳すると、「If I would be rich、～」である。 
  G-55 の例は、「貴殿とさへ申せば、～」、「それによって清盛の御一家の人々とさへ言へば、公家
武家共に面を迎え、肩を並ぶる人もござなかった」、「清盛の召使はるるかぶろとさへ言へば、道を過
ぐる馬、車をよけて通す」の三つである。これら三つに共通の部分「～とさへ申せば / 言へば、～」、
という文型は非常にエレガントだとしている。ポルトガル語での意味は「em se dizendo que」あるい
は「so com se dizer que」で、英語の直訳は「in saying that」、「only with saying that」である。 
  G-56では、「これさへやうやう書いた」、「舟でさへやうやう着いたに、かちはなかなかなるまい」
の 2 例をあげ、「As vezes se lhe segue o adverbio, Yo yo, mui elegantemente o qual tem 
















  原文での説明は、 
 
Este adverbio se antepoem a alguns verbos às vezes com interrogação, & às vezes sem 















  第 112葉裏からは、「CONSTRUIÇÃO DO ADVERbio quinta parte da oraçam（第五の品詞 副
詞の構成）」という章がはじまり、その中、第 120 葉裏から「ところ、ところに等」の節が第 121 葉
裏までつづく。その冒頭が G-57であり、「nome substantivo, que significa lugar（場所を意味する実
名詞）」の用法、と、「Tenifa（てには）」の用法とがある、としている。「てには」とは、助詞や助


















G-60、ARTE GRANDE の第 121葉表には、「Dangui itasu tocoroni furiono quenquaga xuttai xita
（談義致す所に不慮の喧嘩が出来した）」、「Missauo asobasaruru tocoroye vôjei faxe atçumatta（ミ









































、身の上、私の事」などのように、ポルトガル語の meu（第 1 人称単数）、
teu（第 2人称単数）、seu（第 3人称単数）と同様の possessivos（所有代名詞）として使われる、と
ある。 























  Rodriguezはこれらの接頭辞に対する観察、考察をさらに深め、第 1人称の所有するものにもつけ加








  節の題目「DE ALGUMAS PARTICULAS QUE JUNtas com as raizes dos verbos suprem todos os 
modos, & tempos mui elegantemente」の中に「エレガント」が見られる。これは「動詞の語根（as 














  ARTE GRANDE 第 9葉表にある節の題目は「DE VARIOS MODOS DE FALAR COM QUE se 
suprem os modos, & tempos de qualquer verbo a fora a conjugação posta」である。これは、「掲げ
てある活用表（a conjugação posta）のほかで（a fora）、すべての動詞の法と時（os modos e tempos 











  G-10 では、「お聞きなさるる、お聞きなされた、お聞きなされう、お聞きなされい」、「御存じな
















  7-④「待遇表現」の最後にふれた G-10、13のような言い回しを、「複合述語」と呼ぶ。 
  国立国語研究所（1963）では「次のような類（～の部分をふくむ全体）を、2文節以上で一つの述語
をなすものと認め、複合述語とよぶ」とし、「～シテイル、～シテシマウ、～シテヤル、オ～ニナル、
オ～スル、～シタリスル、～ワケデス」等々をあげている（同書 p.5）。また、p.170では、「ココニ  イ
チバン  大キナ  問題ガ  アルト  思イマス」の「「思イマス」は、意味上の主体が話し手（質問のば
あいは相手）に限られ、話し手（相手）の断定をひかえる表現として使われている」とし、「イチバン  







  「複合述語」に組み込まれる用言にはテ形、連用形、そして、ル形とタ形の 4種類がある。両文典で
テ形は teに終わる particípio（分詞）、連用形は raiz（語根）、ル形とタ形は indicativo（直説法）と
それぞれ呼ばれている。 
  テ形をその構成要素としてふくむ複合述語としては、G-13「動詞のテ形＋ござる」、G-22「動詞の
テ形＋下さるる / くるる / 賜うる / 頼む」、G-48「動詞のテ形＋下さるる / 頼む / くるる / 進ずる 
/ 賜うる」、G-49「動詞のテ形＋良い / 悪い / 然るべい / 理に適うた / もっともぢゃ / おもしろい」、
G-50「動詞のテ形＋こそござれ」、以上があげられる。複合述語からは離れるが、他のテ形の用法と






のテ形＋から / より / のち；求めてから、求めてより、求めてのち」、「動詞のテ形＋動詞；これを
ただしてみるに、書いている、求めて来た、求めて進ぜう」。 












  同じ ARTE BREVE の第 59葉裏からは、「SINTAXI BREVE COM ALguns preceitos geraes pera 
começar a compor（文章を綴るための統語の概要と若干の一般則）」が第 66葉裏まで続く。その「規































É proibido proibir.（禁止することは禁止されている） 
Gosto de dançar.（踊ることが好きです） 
Esperava eoncontrá-lo dentro de poucos dias.（数日内に彼に会えるのを楽しみにしていた） 
 










  ARTE GRANDE の PROÊMIO（序文）には、 
 
新に日本語を学び始める者に対しては、本書の論述の全部を簡単に抄出して、色々な規則や説
明の為に混乱を来すことのないやうなものが作られるであらう。   （土井（1955）p.6） 
 






る。                           （池上（1993）pp.23-24） 
 
とある。「大文典のなかで約束したこと」というのは、ARTE GRANDE の PROÊMIOにある記述の
ことであろう。 

























leste / leu / lia14（ああ、なんとうまく読んだことでしょう）」に対応する用法のことを言っている。
「o」は間投詞、「como」は英語の「how」にあたる疑問詞である。「o como～」という言い方は非常
によく使われ、その使い方、使う場面、驚きのニュアンスは「さても / ああ、動詞連用形＋たり」と
非常に近い。ポルトガル語で「o como～」と言うところを「さても / ああ、動詞連用形＋たり」と言
うのはごくたやすく、たやすいながらまわりの日本人にはさぞかし流暢に聞こえたことであろう。 
 
G-17  動詞＋てもなほ＋動詞＋べきは 
  例は、「いそぎてもなほはやくいそぐべきは」、「申してもなほ申すべきは」、「忘れてもなほ忘れ
べきは」、「悲しみてもなほ悲しむべきは」、「憂へてもなほ憂ふべきは科を犯すべきことなり」であ
り、相当するポルトガル語は「Por mais que apresemos, o que se deve mais apresar é（いそいだとし





G-23  動詞＋たりとも、～ 
  G-23のエレガントは、第 17葉表からの「OUTRO CONJUNTIVO PROPRIO da lingoa Japoa, & 
Portuguesa（日本語及び葡萄牙語に固有な別の接続法）」という章にある。 





                                         
14 「leste」は動詞「ler（読む）」の直説法完全過去 2人称単数、「leu」は直説法完全過去 3人称単数、「lia」
は直説法不完全過去 1・3人称単数。 
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G-24  条件的接続法 
  Nomenclatura Gramatical Brasileiraによればポルトガル語動詞のmodo（法）には、modo indicativo
（直説法）、modo imperativo（命令法）、modo subjuntivo（接続法）がある。直説法は思ったこと
考えたことをそのまま言うとき、命令法は人に何かを命令するときに使われる。modo subjuntivo は、
何らかの条件を課すような場合に使われる。たとえば、「Se você quiser, vai agora（もし行きたいな
ら、今行きなさい；quiserは動詞 querer「欲する」の接続法未来）」、あるいは、「um japonês que 
saiba falar português（ポルトガル語が話せる日本人；saibaは動詞 saber「できる」の接続法現在）」。
なお、Rodriguezはこの法を subjuntivoと呼ばずに、conjuntivoと呼んでいる。 
  さて、Rodriguezの言う日本語の conjuntivo（接続法）とはどのようなものかというと、文を中止す
るための用言の形と言えそうである。Sono xenzouo tadzunureba nanigaxitoyu （その先祖をたづぬれ
ば某と言ふ）、Rio boni tachivacareyru tocoroni, quitçunega yosocara coreuo mite futatçuno nacani 
















G-41、B-227  二重否定 
  ARTE GRANDE では「Mui elegantemente, dous negativos em varios tempos, & modos fazem 
bom afirmativo（色々な時や法に立つ二つの否定は極めて上品に一つの肯定をつくる）」、ARTE 





を持つ；「Ninguém vai ao japão（だれも日本へ行かない）」。この否定代名詞が動詞のうしろに来る







G-45  名詞＋を限りと / の / で / に～ 
「はやむつかり声も弱り果てさせられ、今を限りと見えさせられ」、「あすを限りとなる」、「今日
を限りの別れなれば、その期を知られぬことは深い悲しみでござらうず」、「これを限りでまた御覧ぜ
られうことやあらうずるとして、～」、「今日を限りに都を出でて」などの、「名詞＋を限りと / の / 
で / に」は、最後の機会という意味で使われ、非常にエレガントな言い方だとされている。 
 








G-64  あはれ～かな 





  他にこの「中級文型」に分類される項目には、G-54「～さヘ～ば、～」、G-55「～とさへ言えば / 申
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せば～」、G-63「～ほどならば / ないならば、～」、そして、G-82 がある。G-82 では、「命を失は
るるまではあるまじ」、「都の外へ出させられうまでであろう」、「いやいやそれまでは思ひもよらぬ














  G-33は partículas（助辞）の一覧表で、その表の最後に、「Tocoro, se ajunta elegantemente com 
estas particulas. Ni. De. Va. Vo.」とある。Tocoro（ところ）は一覧表の中の助辞の一つであり、次の
助辞（estas partículas）「に、で、は、を」とエレガントに結合する（se ajunta）ということである。 
  G-21 と G-60 はともに「～ところに / で / を / ヘ」についての記述で、G-21 は「接続法」の節の
一部、G-60 は「副詞の構成」という章の中の「ところ、ところに等」の節の一部である。同じ「～と
ころに / で / を / ヘ」でありながら、G-21 ではそこで終わらずにさらに文が続いていく場合、「接
続」していく場合の動詞の形の一部分として「ところ」をとらえ、G-60 ではその接続法の形を作る副
詞としてとらえている。そして、どちらの場合にも、「ところ」、「に / で / を / ヘ」はそれぞれ助
辞でもあるとしている。 



































  G-78、79、89の三つを取り上げる。 





  G-89は「DAS PARTICULAS NEGATIVAS（否定の助辞）」の「MV（無）、BV（無）、V（有）













  G-83には、「não tem outra significação mais que ser pura particula que se ajunta a todas as 
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partes da oração, ainda aos de mais artigos com varios, e elegantes sentidos（純粋の助辞としてあ
らゆる品詞なり更に又他の助辞なりに接続して、色々変ったそして上品な心持を添へる以外には何等意
味を持たないものである）」とある。が、「色々変ったそして上品な心持」の内容は書かれていない。 
  G-84 には、「今日は」、「当世は」、「今は何を包み申すべきや」などの例とともに、「Mui 
elegantemente serve posposta a nomes que significam tempo（時を意味する名詞の後に置いて使っ
たものは非常に上品である）」とある。 
  G-83、84に、「は」の有無による意味の違いとか、その使い分けや用法に関する記述は見られない。
ただ、おけばエレガントだといったふうに読みとれる。G-76 でだけは、「tem certa energia,  & 






















べられている。また、ARTE GRANDE 第 135葉表の「Da conjunção, Ca（接続詞 Caに就いて）」で
は、「参るまいかと存ずる」、「書かうかと思ふ」などに見られる「かと」の言い方はエレガントだと
している。 

























penteava os cabelos na luz brilhante」、後者は「Banhada na brilhante luz, moça se penteava」、
となる16。両者の間には、動詞「banhar（浴する）」の過去分詞「banhada」の使用の有無や、再帰動





  第 168葉表からの節、「DOS VICIOS QUE FAZEM A ORAção barbara, & rustica（文章を粗野に
し且野鄙ならしめる缺陥に就いて）」では、語順を間違えるなと言っている。その記述のあとで、
「Appendix（附則）」として、「Muitas vezes assi na pratica ordinaria como nos autores graves que 
em Japão escreveram, achamos alguns modos de falar, ou a ordem das partes mudadas（日常の話
し言葉に於いても、権威ある作家が日本で書いたものに於いても、品詞配列の順序を変へたりした一種
の言ひ方がなされてゐることを我々はしばしば見出すのである）」、しかし、これは、「solecismos（言
ひ誤り）」ではなく、「modos mui elegantes de falar（極めて上品な言ひ方）」なのだ、としている。
日本語においても、修辞法としての語順変更があることを知っていたのである。 
  ARTE GRANDE の第二巻のタイトルは、「SE trata da Sintaxis das partes da Oração Japoa（日





                                         


















  ARTE GRANDE にあらわれる日本語の動詞の法は、modo indicativo（直説法）、modo imperativo
（命令法）、modo optativo（希求法）、modo conjuntivo（接続法）、modo potencial（可能法）、
modo permissivo（許容法）、modo infinitivo（不定法）である。これらの法のどれかに属する活用形
が他の法の表現に使われるということはしばしばある。 






  その「直説法の未来」の「上げう、ず、ずる」の形が、G-15 ではエレガントで礼儀にかなった命令
法の未来形になるとしている。そして、ARTE GRANDE 第 13葉裏では、「Para o numero plural de 
primeira pessoa se usa da voz do futuro do Indicativo（（命令法の）第一人称の複数には直説法の未
来形が使はれる）」とあり、「いざ参らう / いざ上げう / いざ行て聞かう」の例があげられている。
これは、文語文法で「む」の用法の一つとされる「勧誘」にあたる。「勧誘」の用法が、命令法の 1
人称複数と解釈されるのである。 
  G-16、G-25、B-218 では可能法としての用法があつかわれている。あげられている例文は「習ひさ
へ思召いたらば、教へうず / 教へてあらうず / 教へた事もあらうず / 教へうもの」で、これらの「う
ず、う」は助動詞「む」の変化形である。日本語例文のポルトガル語訳は、「Ensinara-vos, se quiséreis」、
「Podera-vos ter ensinado, se quiséreis」となっている。「ensinara」は動詞「ensinar（教える）」
の大過去 1・3人称単数、「vos」は 2人称複数の人称代名詞の目的格、「se」は英語の「if」、「quiséreis」
は動詞「querer（欲する）」の大過去 2人称複数、「podera」は動詞「poder（できる、可能性がある）」
の大過去 1・3人称単数で、「podera ter ensinado」は「poder ensinar」の大過去完了形である。ポ
ルトガル語文の前者は現在に対する反実仮想であり、後者は過去に対する反実仮想である。当時の助動
詞「うず、う」、つまり、助動詞「む」は反実仮想の帰結文で使われていたことになる。 
  ARTE GRANDE 第 14葉裏からは、Optativo（希求法）が取り上げられている。日本人はこの法を
                                         
17 「evangelho」。「福音」、「福音書」のこと。 
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「Negai（願い）」と呼ぶ、とし、この法の過去、および、大過去の形は「são por circunloquios, que 








 エレガントの 17分類のうち、「⑫ 古典、古語」と「⑬ 下位言語、文体」の「エレガント」は 3「「エ
レガント」な日本語とは」で、「⑭ 都、公家のことば」と「⑮ 言語教育」は 4「日本語教育の見地か
ら」で、そして、「⑯言い誤りと直訳」は 5「言い誤り、直訳」で見た。 
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ページ 事項 分類 説明、または、例 「エレガント」を含む文の要約
G-1 elegancia 3 4 文典編纂の目的 その他 文法を説明するだけでなく、エレガントに話せるように falar certo e com elegância
G-2 elegãtemente 3v 4 エレガントに話せるようになるには 古典、古語 エレガントに話したいなら、古典を勉強せよ falar polida e elegantemente
G-3 elegãte 3v 4 古典には純粋でエレガントな日本語 古典、古語 古典の日本語は日本人でさえ学ぶことによって身につける a pura e elegante língua 
G-4 elegante 4v 5 日本語はエレガントな言語だ その他 ヨーロッパの言語に比べて欠陥は多いが、一方、豊かでエレガント japonês é ｃopioso e elegante
G-5 elegantemente 2 11 名詞の畳語（複数） 複合語 人々、国々、寺々、度々、様々、処々 usa-se elegantemente
G-6 elegantemente 2v 13 形容詞語幹＋名詞 複合語 白壁、深手、薄茶、赤地、白地 ficam elegantemente adjetivos com substantivos
G-7 elegante 7 29 動詞活用語尾 へ・え→ふる・うる 同義語 与へ→与ふる、聞え→聞うる、有らえ→あらうる、加え→加ふる outra terminação elegante
G-8 elegante 8 35 複合動詞 複合語／複合述語 引き裂く、踏みつくる、読み合はする、書き立つる、書き集むる universal e elegante
G-9 elegantes 9 40 複合述語 尊敬、礼儀／複合述語 お上げある、御存知ある、お聞きなさるる、参りはする modos de falar usados e elegantes
G-10 elegante 9v 40 お／おん／ご＋動詞＋なさる 尊敬、礼儀／複合述語 お聞きなさるる／れた／れう／れい、御存知なさるる／れた／れう／れい modo de falar elegante e cortês
G-11 elegantemente 9v 41 動詞＋ことがある 複合述語 上ぐる事がある／もござる／ない、上げぬ事ある／ない supre elegantemente em confissões
G-12 elegantemente 10 43 尊敬、使役、その他の助動詞 尊敬、礼儀 読まるる、読ませらるる、読まする、読みそろ、読むなり suprem elegantemente
G-13 elegantemente 11 47 動詞のテ形＋ござる 尊敬、礼儀／複合述語 上げてござる、読うでござる elegantemente serve de pretérito perfeito
G-14 elegantes 11 47 動詞＋たり／だり 中級文型 さても写しも写いたり、書きも書きたり。先ずは射たり亀井。 sentidos e linguagens elegantes
G-15 elegãcia 12 52 直説法未来形→命令法未来形 動詞と法 「上げう」の形は「いざ上げう」のように丁寧な命令法の未来にもなる serve com elegância e cortesia
G-16 elegante 12 52 直説法未来形→可能法 動詞と法 「上げう」の形は可能性を含んだ疑問の過去の意味も表す com certa potência elegante
G-17 elegantes 12v 54 動詞＋てもなお＋動詞＋べきは 中級文型 急ぎてもなほ急ぐべきは。申してもなほ申すべきは。 modos de falar elegantes
G-18 elegantemente 13v 59 法令等で使われた「べし」 文末要素 読むべき者也。酒は根機に従うべし。厳科に処せらるべき者也。 se usa elegantemente
G-19 elegantemente 15v 67 ～かし／がな＋と～ 助詞 参れかしと思ふ。上げいかしと申す。のぼせよかしと言ひて。 se acrescenta elegantemente 'to'
G-20 elegante 15v 68 命令法＋かし→許容法 動詞と法 何ともあれかし、同心致すまい。 permissivo elegante
G-21 elegante 16v 72 ～ところに／で／を／へ 語、句、形態素 両方に立別れて居る所に～。さうある処へ～。家を出づる処を～。 é elegante
G-22 elegante 17 73 ～て下さるる／呉るる／賜うる 複合述語 書いて下されい。参ってたまうれ。してくれい。 usado e elegante modo
G-23 elegantemẽte 18 78 ～たりとも、～ 中級文型 取繕ひしたりとも～。今は命ながらへたりとも～。 serve elegantemente
G-24 elegante 19 81 ～ば／たらば／ならば 助詞 この語形は条件的接続法で、この法はラテン語その他の言語にもない formação elegante e usada
G-25 elegante 19v 85 婉曲表現としての可能法 動詞と法 ある事柄を是認するのに、なお一種の疑いの存することを示す modo elegante e usado
G-26 elegante 20v 89 命令法＋かし→許容法 動詞と法 参りもせよかし。誰でもあれかし、知音でもあれかし。 permissivo elegante
G-27 elegãtemẽte 21v 93 書物の章の題目に「～こと」 語、句、形態素 デウスおはしますこと。アニマ不滅なること。 usamos elegantemente
G-28 elegantemente 24 105 動詞＋は／に／を／をば 複合述語 そこを通るはたそ。参ったは誰か。眠るをご覧じて。 muitas vezes usamos elegantemente
G-29 elegante 47v 193 形容詞連用形＋ござる 複合述語 深うござれかし。深うござれば。深うござらば。 elegante e cortêsmente se suprem
G-30 elegante 50 202 形容詞連用形＋存在動詞 複合述語 深うない／ござない／おりない／ござらぬ／おじゃらぬ cortês e elegante usado modo de falar
G-31 elegantemente 51 207 形容動詞連用形＋存在動詞 複合述語 niに終る形に存在動詞を添えた言い方がエレガント suprem elegantemente
G-32 elegãte 77 302 助辞には色々ある 助詞 用法は多様でエレガント uso vário e elegante 
G-33 elegantemente 78 306 ～ところに／で／は／を 語、句、形態素 「ところ」は格助詞「に、で、は、を」とエレガントに接続する se ajunta elegantemente com partículas








ページ 事項 分類 説明、または、例 「エレガント」を含む文の要約
G-35 elegantemente 79 309 名詞の畳語（「それぞれ」の意味で）複合語 町々に、家々に、門々に、日に日に、夜々に singular elegantemente
G-36 elegantemente 83 316 都で公家の用いていることば 都、公家のことば 日本全国の権威ある人々や文学者に認められている pura e elegantemente
G-37 elegante 83 316 都で公家の用いていることば 都、公家のことば 純粋でエレガントな日本語は都の公家の間にある pura e  elegante língua
G-38 elegancia 83v 319 倒置 語順 歌、荘重な文章、格言等で補語と述語の語順が入れかわる por causa de maior elegância
G-39 elegancia 84v 321 倒置 語順 エレガントにするために不定法の句を後に置く por causa de elegância
G-40 elegante 85 323 動詞／形容詞連用形＋動詞 複合語／複合述語 読み合はする、習ひ読む、深う掘る、よう申す regra elegante e geral
G-41 elegantemente 86 326 二重否定 中級文型 上げいで叶はぬ、上げぬ事あるまい、上げずんばあるべからず 2 negativos elegantemente fazem 1 afirmativo
G-42 elegancia 87v 333 関係代名詞的「ところ」 語、句、形態素 ルシヘルと同心したるところのアンジョは皆天狗となるなり。 por causa de elegância
G-43 elegantemente 95v 362 わが、自ら、わが身、身、私 尊敬、礼儀 所有代名詞として使われる。わが心、身の上、私の事、わが家 servem elegantemente
G-44 elegante 95v 363 御（ぎょ、ご、おん、お、み） 尊敬、礼儀 第二・三人称の所有代名詞。御意、御恩、御文、御出、御手 corrente e elegante o uso
G-45 elegãtes 96v 366 ～を限りと／の／で／に 中級文型 夕を／今日を／ここを限り。今を限りと見えさせられ。 modos de falar elegantes
G-46 elegantemente 99 375 受身文の動作主は より／から→に 同義語／助詞 敷くべきものに敷かれこそすれ。昌尊にかどはかされた。 elegantemente regem dativo ou ablativo
G-47 elegancia 103v 388 倒置 語順 エレガントにするために不定法の句を後に置く por causa de maior elegância
G-48 elegantemente 105v 393 ～て下さるる／呉るる／進ずる 複合述語 参って下さるるな。書いてくれうず。読うでおまらせうず。 elegantemente se ajunta
G-49 elegantes 105v 394 ～て良い／悪い／然るべい 複合述語 動詞のテ形にはエレガントな用法がいろいろある vários e elegantes usos
G-50 elegante 106 395 ～てこそござれ 複合述語 見てこそござれ。こそ見てござれ。 elegante com grande ênfase
G-51 elegante 109 405 場所から離れる 同義語 「落つる、逃ぐる、去る、しりぞく、のく」等は より／から→を mais elegante  é usar acusativo
G-52 elegante 110 408 都 都、公家のことば 用いるのは都のことばで、それ以外は理解できるだけでいい por ser a própria e elegante
G-53 elegantes 112v 414 副詞 副詞 用法が豊富でエレガントである vários e elegantes usos
G-54 elegantemente 118 432 ～さへ～ば、 副詞 こなたさへおくたびれなくは。舟さへ参るならば。 se segue elegantemente condicional
G-55 elegantemente 119 436 ～とさへ言えば／申せば、 副詞 清盛の御一家の人々とさへ言へば。禿とさへ言へば。 se ajunta elegantemente com 'to'
G-56 elegantemente 119 437 ～さへやうやう 副詞 これさへやうやう書いた。舟でさへやうやう着いたに。 se segue o advérbio elegantemente
G-57 elegancia 120v 441 「ところ」 副詞 場所を意味する名詞としてでなく、助詞的に使われるとエレガント com elegância em vários sentidos
G-58 elegancia 120v 441 名詞＋の＋ところ＋助詞 副詞 汝が分別の所がよい。譜代のところを免す。人の悪の所には与みせず。 não significa mais que ser elegância
G-59 elegante 121 443 関係代名詞的「ところ」 副詞 述ぶる所の譬は。言ふ所の儀ども。自然に生ずる所の草木。 modo comum e elegante
G-60 elegantes 121 444 ～ところに／で／へ／を 副詞 談義致す所に。ミサを遊ばさるる所へ。門を出づる所を。 usadas e elegantes no conjuntivo
G-61 elegantemente 122 447 名詞＋の＋動詞連用形＋様 副詞／複合述語 舟の乗り様、文の書き様、人の従ひ様、物の申し様 se pospõem  elegantemente às vozes dos verbos
G-62 elegancia 122v 449 「ばし」 副詞 これは奥へ申し入られいとばし申さうか。磯遊びにばしござるか。 umas vezes é sòmente elegância
G-63 elegantemente 124 453 ～ほどならば／ないならば、 副詞 船に召さるる程ならば。迎えに参る程ならば。渡す程ならば。 elegantemente se antepõem ao condicional
G-64 elegante 126v 462 あはれ～かな。 中級文型 あはれ難しき世の中かな。あはれはかなき天が下かな。 exclamação elegante
G-65 elegancia 128v 468 文末の感動詞 文末要素 かな、かなや、あい、な、や、やなう、よ、よな、たり、は、ぞ tem energia e elegância
G-66 elegantes 129v 471 和歌の「や」 文末要素 雪や花。散る花や。鳥帰る雲や霞に日は入りて。君は知らずや。 muitos e elegantes usos e sentidos
G-67 elegantes 130v 476 接続詞 語、句、形態素 豊富な意味とエレガントな用法がある vários sentidos e usos elegantes
G-68 elegantemente 131 477 ～と～と 助詞 あれと、これとを取る。パアテレと、アントニヨと両人参れ。 elegantemente se repete o 'to'







ページ 事項 分類 説明、または、例 「エレガント」を含む文の要約
G-70 elegante 132v 482 「と」の用法 助詞 「と」の用法はすべての品詞にあり、エレガントである o uso deste 'to' é vário e elegante
G-71 elegantes 133v 487 「も」の用法 助詞 豊富な用法がエレガントで、名詞、動詞、副詞、その他の助辞につく vários usos e elegantes
G-72 elegãte 134 489 主に手紙に使われる語句 語、句、形態素 それにつき、したがって、しかれば、よって、ことに、ことさら elegante uso
G-73 elegante 135 491 引用の「と」の前の「か」 助詞 参るまいかと存ずる。書かうかと思ふ。 modo elegante com verbos negativos
G-74 elegantemente 136v 496 実名詞＋ながら、～ 語、句、形態素 はばかり/緩怠/聊爾/無礼/悪人/善人/われ/身/貧/人/旅ながら se ajunta com substantivos elegantemente
G-75 elegantemente 139 505 動詞のテ形＋の 複合述語 動詞のテ形+の儀/事、動詞のテ形+から/後/よりの事 se segue elegantemente e é usado e corrente
G-76 elegãcia 139v 506 「をば」と「は」 助詞 一種の勢いとエレガントさを持っていて、かかる事に関してはという意 certa energia e elegância
G-77 elegantes 140 508 ふたつつながった格辞 助詞 よりは、への、からに、からは、よりの、にから、へは、からの vários e elegantes modos de falar
G-78 elegante 141v 514 ～の前（マエ） 語、句、形態素 理/分別/思案/覚悟/御推量の前 modo de falar elegante
G-79 elegantes 142 515 「前（ゼン）」 語、句、形態素 御前にまかりいる、御前がよい、御前をはばかる、前後覚えぬ bons e elegantes usos
G-80 elegantes 144v 518 「外（ほか）」 語、句、形態素 殊（こと）／もって／思ひ／存じ／分別／沙汰の外 modos elegantes
G-81 elegantemente 147 526 動詞（－る、－た）＋をもって 複合述語 参るをもって、書くをもって、従ふをもって se pospõem ao indicativo elegantemente
G-82 elegancia 148 529 ～までは／であらうず／はあるまい 中級文型 命を失はるるまではあるまじ。それまでは思ひもよらぬ。 tem elegância
G-83 elegantes 149 533 助辞「は、ば」 助詞 他のあらゆる語に接続しエレガントだが、それ以外の意味は持たない vários e elegantes sentidos
G-84 elegantemente 149v 534 時の名詞の後の「は、ば」 助詞 今日は、今程は、今度は、当世は、明日は elegantemente serve posposto aos nomes
G-85 elegante 151v 541 主格の「の」 助詞 前車の覆るを見て後車のいましめを知る。 elegante e com particular sentido
G-86 elegantes 152v 546 揃い物の並列の「に」 助詞 旅の衣装に、その日の出立ちに。かちんのはばきに藍皮のもみ足袋を召し。 modos de falar elegantes 
G-87 elegantemente 154 551 動詞（－る、－た）＋を 複合述語 仰せらるるを見まらした。参るを止められた。 elegantemente se pospõem ao indicativo
G-88 elegantemente 154v 553 過去の「し」＋より 助詞 参りしより、よめしより、天地できせしよりこのかた。 se ajunta elegnatemente com o pretérito
G-89 elegantemente 155v 557 有（ウ）、無（ム、ブ）、非（ヒ） 語、句、形態素 有情、非情、無情、有色、無色 se antepõem elegantemente a palavras
G-90 elegancia 158 568 敬語と助辞 尊敬、礼儀 日本語のエレガントさの習得は敬意表現にかかっている toda elegância desta língua
G-91 elegantemente 164 588 「そろ」 尊敬、礼儀／文末要素 演劇狂言、話しことば、古風な老人、いくつかの地方 se usa muito e elegantemente
G-92 elegantes 168 602 古語 古典、古語 エレガントな語句は古語だ as palavras boas e elegantes são as antigas
G-93 elegantemente 168 602 言い誤りと卑語 言い誤りと直訳 純粋でエレガントに話すためには、言い誤りと卑語を避けよ falar pura e elegantemente 
G-94 elegantes 168v 603 倒置 語順 言い誤りではなく修辞法に属するものが、日常語にも古典にも見られる。 figuras e modos elegantes de falar 
G-95 elegancia 168v 604 省略、縮小 語、句、形態素 上略 （算を）削いた、中略 読（む）まじ、下略 たい （まつ） não são vícios mas elegância
G-96 elegantemente 168v 605 書きことばで「する→す」 語、句、形態素 上洛す／すべき／すべからず  'suru' na escritura faz elegantemente 'su'
G-97 elegante 171v 615 直訳はよくない 言い誤りと直訳 翻訳では、意味に注意して日本語の言い方に置きかえよ para que fique clara e elegante
G-98 elegancia 178v 640 短い要素が前にくる 語順 鍛冶番匠、尻頭、野山、鳥獣、ここかしこ elegância da língua
G-99 elegante 181 650 和歌 下位言語、文体 一定数の音節、柔和でエレガントなことばでできている o verso é língua branda e elegante
G-100 elegancia 181v 651 字余り 下位言語、文体 エレガントさのため、詩の上での許容内で音節をふやす por causa de elegância
G-101 elegante 184v 661 文書語 下位言語、文体 日本語の文書語は書くときにしか使われず、非常に荘重でエレガント estilo grave e elegante
G-102 elegancia 185 663 手紙 下位言語、文体 手紙の文体は秩序立ってエレガントで、他のすべての文体と非常に異なる a polícia e elegância
G-103 elegãte 185 664 幸若舞 下位言語、文体 誰もが理解する丁寧でエレガントな通用語である falar corrente cortês e elegante







ページ 事項 分類 説明、または、例 「エレガント」を含む文の要約
B-201 elegancia 2  z30 敬意の表現 尊敬、礼儀 種々の助辞が名詞と一緒になって、尊敬や謙譲を表す com artifício e elegância
B-202 elegancia  2v  z31 文字の学習 言語教育 ことばの語基、語源、正しい発音、エレガントさはすべて文字でわかる o primor e elegância da língua japonesa
B-203 elegante  2v  z31 外国語の学習法 言語教育 ラテン語と同じに教師と書物、作文、練習を通して短期間で学ぶ a pura e elegante língua
B-204 elegancia 3  z32 外国語の学習法 言語教育 書物による方法は大まかで、上品さは身につけられない tanta cópia e elegância da língua
B-205 elegancia 3v  z35 教師の知っておくべきこと 言語教育 教師はエレガントさ、日本語らしさ、優れた文体、発音に博学であること a elegância e propriedade da frase
B-206 elegancia 3v  z36 教師の知っておくべきこと 言語教育 エレガントに日本語らしく話し、ある通りのアクセントで発音できるように a propriedade de falar com elegância 
B-207 elegãcia 3v  z36 教師は日本人 言語教育 今までのようにヨーロッパ人を教師とすべきではない a elegância e propriedade da língua
B-208 elegancia 4  z36 日本語話者の教師 言語教育 よりはやく、よりよく教えられる a elegância da língua
B-209 elegante 4  z38 古典 古典、古語 学ぶべき書物は日本人が尊重している古代の著者のもの elegante estilo
B-210 elegancia 4  z38 古典 古典、古語 古典には日本語の完璧さやすばらしさのすべてが含まれている o primor, elegância e propriedade
B-211 elegãte 4v  z40 「物語」の文体 下位言語、文体 『平家物語』、『保元平治物語』は一層優れたきわめて優美な文体 elegante estilo
B-212 elegancia 5  z40 日本語のエレガントさ 古典、古語 古典の中に日本語のエレガントと適確さがある a elegância e propriedade japonesa
B-213 elegante 5  z41 古典 古典、古語 古典から汲み取り、会話に組み入れれば、短期間で目的を達成 a pura e elegante língua
B-214 elegantes 5  z41 ラテン語と比較 古典、古語 ラテン語も生きている著者の書物からだけ学習したのでは充分ではない elegantes que sejam
B-215 elegantes 21 z108  -yeで終わる動詞 同義語 与へ、与ふる、与ふ。答へ、答ふる、答ふ。 duas vozes elegantes
B-216 elegante 26 z131 動詞の語根の用法 複合述語 語根の用法にはいろいろあり、エレガントである o uso das raizes é vário e elegante
B-217 elegantemente 27v z138 希求法 かし／がな＋と 助詞 求めよかしと思ふ。 elegantemente se acrescenta 'to'
B-218 elegante 29v z150 可能法 動詞と法 ある種の事柄、可能性、あるいは、能力に対する一種の疑いを示す modo usado e elegante
B-219 elegantes 31v z159 動詞のテ形 複合述語 求めてある、求めても、求めてから、これをただしてみるに、書いている vários e elegantes usos
B-220 elegante 59v  g50 助辞 助詞 「てにをは」の使い方は重要である elegante falar 
B-221 elegante 59v  g50 助辞 助詞 助辞の使い方によって優雅か野卑かが決まる o certo, direito e elegante falar
B-222 eleganteme ~te 59v g51 統語論 言語教育 統語論は純粋で典雅に話したり書いたりするときの規範だ falam ou escrevem pura e elegantemente
B-223 elegante 59v  g51 公家 都、公家のことば 宮廷で公家の使っている日本語 a pura e elegante língua
B-224 elegancia 61  g57 倒置 語順 接続法、不定法が文のうしろに置かれることがある por elegância
B-225 elegante 61v  g59 複合動詞、用言の連用形＋動詞 複合語 読み合はする、書き集むる、引き裂く、深うする、よう申す a regra elegante
B-226 elegantemente 62  g60 動詞に後続する成分 複合述語 たい、とうもない、そうな、つべし、始むる、たいと思ふ、と存ずる se explicam elegantemente
B-227 elegantemente 62v  g63 二重否定 中級文型 求めいで戻るまい、求めずんばあるべからず、求めいでかなはぬ elegantemente 2 negativos fazem 1 afirmativo
B-228 elegantemẽte 64  g71 受身文の動作主は より／から→に 同義語 人に殺された、ぬすびとにはがれた、悪党の者共にたばかられた mais elegantemente se usa de 'ni'
B-229 elegancia 65v  g76 敬意表現 尊敬、礼儀 すべてのエレガントさは尊敬や卑下の助辞を使いこなせるか否かに a elegância consiste em saber usar
B-230 elegante 66v  g82 漢字二字熟語＋する 複合語 分別する、拝見する、上洛する、見物する uma composiçã elegante e corrente
B-231 elegante 73 g117 書きことば 下位言語、文体 動詞活用、各種助辞などで話しことばとおおいに異なる estilo subido, grave e elegante
B-232 elegante 75 g124 幸若舞の文体 下位言語、文体 話しことばと書きことばの混合で、誰もが理解でき、丁寧である falar corrente cortês e elegante
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G-7 elegante 7 29 動詞活用語尾 へ・え→ふる・うる 与へ→与ふる、聞え→聞うる、有らえ→あらうる、加え→加ふる outra terminação elegante
G-46 elegantemente 99 375 受身文の動作主は より／から→に 敷くべきものに敷かれこそすれ。昌尊にかどはかされた。 elegantemente regem dativo ou ablativo
G-51 elegante 109 405 場所から離れる 「落つる、逃ぐる、去る、しりぞく、のく」等は より／から→を mais elegante  é usar acusativo
B-215 elegantes 21 z108  -yeで終わる動詞 与へ、与ふる、与ふ。答へ、答ふる、答ふ。 duas vozes elegantes
B-228 elegantemẽte 64  g71 受身文の動作主は より／から→に 人に殺された、ぬすびとにはがれた、悪党の者共にたばかられた mais elegantemente se usa de 'ni'
G-5 elegantemente 2 11 名詞の畳語（複数） 人々、国々、寺々、度々、様々、処々 usa-se elegantemente
G-6 elegantemente 2v 13 形容詞語幹＋名詞 白壁、深手、薄茶、赤地、白地 ficam elegantemente adjetivos com substantivos
G-8 elegante 8 35 複合動詞 引き裂く、踏みつくる、読み合はする、書き立つる、書き集むる universal e elegante
G-34 elegantemente 78v 308 名詞の畳語（複数） 在々所々、下々、色々、代々、思ひ思ひ、細々、日々に、夜々 usam elegantemente
G-35 elegantemente 79 309 名詞の畳語（「それぞれ」の意味で） 町々に、家々に、門々に、日に日に、夜々に singular elegantemente
G-40 elegante 85 323 動詞／形容詞連用形＋動詞 読み合はする、習ひ読む、深う掘る、よう申す regra elegante e geral
B-225 elegante 61v  g59 複合動詞、用言の連用形＋動詞 読み合はする、書き集むる、引き裂く、深うする、よう申す a regra elegante
B-230 elegante 66v  g82 漢字二字熟語＋する 分別する、拝見する、上洛する、見物する uma composiçã elegante e corrente
G-53 elegantes 112v 414 副詞 用法が豊富でエレガントである vários e elegantes usos
G-54 elegantemente 118 432 ～さへ～ば、 こなたさへおくたびれなくは。舟さへ参るならば。 se segue elegantemente condicional
G-55 elegantemente 119 436 ～とさへ言えば／申せば、 清盛の御一家の人々とさへ言へば。禿とさへ言へば。 se ajunta elegantemente com 'to'
G-56 elegantemente 119 437 ～さへやうやう これさへやうやう書いた。舟でさへやうやう着いたに。 se segue o advérbio elegantemente
G-57 elegancia 120v 441 「ところ」 場所を意味する名詞としてでなく、助詞的に使われるとエレガント com elegância em vários sentidos
G-58 elegancia 120v 441 名詞＋の＋ところ＋助詞 汝が分別の所がよい。譜代のところを免す。人の悪の所には与みせず。 não significa mais que ser elegância
G-59 elegante 121 443 関係代名詞的「ところ」 述ぶる所の譬は。言ふ所の儀ども。自然に生ずる所の草木。 modo comum e elegante
G-60 elegantes 121 444 ～ところに／で／へ／を 談義致す所に。ミサを遊ばさるる所へ。門を出づる所を。 usadas e elegantes no conjuntivo
G-61 elegantemente 122 447 名詞＋の＋動詞連用形＋様 舟の乗り様、文の書き様、人の従ひ様、物の申し様 se pospõem  elegantemente às vozes dos verbos
G-62 elegancia 122v 449 「ばし」 これは奥へ申し入られいとばし申さうか。磯遊びにばしござるか。 umas vezes é sòmente elegância
G-63 elegantemente 124 453 ～ほどならば／ないならば、 船に召さるる程ならば。迎えに参る程ならば。渡す程ならば。 elegantemente se antepõem ao condicional
G-9 elegantes 9 40 複合述語 お上げある、御存知ある、お聞きなさるる、参りはする modos de falar usados e elegantes
G-10 elegante 9v 40 お／おん／ご＋動詞＋なさる お聞きなさるる／れた／れう／れい、御存知なさるる／れた／れう／れい modo de falar elegante e cortês
G-12 elegantemente 10 43 尊敬、使役、その他の助動詞 読まるる、読ませらるる、読まする、読みそろ、読むなり suprem elegantemente
G-13 elegantemente 11 47 動詞のテ形＋ござる 上げてござる、読うでござる elegantemente serve de pretérito perfeito
G-43 elegantemente 95v 362 わが、自ら、わが身、身、私 所有代名詞として使われる。わが心、身の上、私の事、わが家 servem elegantemente
G-44 elegante 95v 363 御（ぎょ、ご、おん、お、み） 第二・三人称の所有代名詞。御意、御恩、御文、御出、御手 corrente e elegante o uso
G-90 elegancia 158 568 敬語と助辞 日本語のエレガントさの習得は敬意表現にかかっている toda elegância desta língua
G-91 elegantemente 164 588 「そろ」 演劇狂言、話しことば、古風な老人、いくつかの地方 se usa muito e elegantemente
B-201 elegancia 2  z30 敬意の表現 種々の助辞が名詞と一緒になって、尊敬や謙譲を表す com artifício e elegância
B-229 elegancia 65v  g76 敬意表現 すべてのエレガントさは尊敬や卑下の助辞を使いこなせるか否かに a elegância consiste em saber usar
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G-9 elegantes 9 40 複合述語 お上げある、御存知ある、お聞きなさるる、参りはする modos de falar usados e elegantes
G-10 elegante 9v 40 お／おん／ご＋動詞＋なさる お聞きなさるる／れた／れう／れい、御存知なさるる／れた／れう／れい modo de falar elegante e cortês
G-11 elegantemente 9v 41 動詞＋ことがある 上ぐる事がある／もござる／ない、上げぬ事ある／ない supre elegantemente em confissões
G-13 elegantemente 11 47 動詞のテ形＋ござる 上げてござる、読うでござる elegantemente serve de pretérito perfeito
G-22 elegante 17 73 ～て下さるる／呉るる／賜うる 書いて下されい。参ってたまうれ。してくれい。 usado e elegante modo
G-28 elegantemente 24 105 動詞＋は／に／を／をば そこを通るはたそ。参ったは誰か。眠るをご覧じて。 muitas vezes usamos elegantemente
G-29 elegante 47v 193 形容詞連用形＋ござる 深うござれかし。深うござれば。深うござらば。 elegante e cortêsmente se suprem
G-30 elegante 50 202 形容詞連用形＋存在動詞 深うない／ござない／おりない／ござらぬ／おじゃらぬ cortês e elegante usado modo de falar
G-31 elegantemente 51 207 形容動詞連用形＋存在動詞 niに終る形に存在動詞を添えた言い方がエレガント suprem elegantemente
G-40 elegante 85 323 動詞／形容詞連用形＋動詞 読み合はする、習ひ読む、深う掘る、よう申す regra elegante e geral
G-48 elegantemente 105v 393 ～て下さるる／呉るる／進ずる 参って下さるるな。書いてくれうず。読うでおまらせうず。 elegantemente se ajunta
G-49 elegantes 105v 394 ～て良い／悪い／然るべい 動詞のテ形にはエレガントな用法がいろいろある vários e elegantes usos
G-50 elegante 106 395 ～てこそござれ 見てこそござれ。こそ見てござれ。 elegante com grande ênfase
G-61 elegantemente 122 447 名詞＋の＋動詞連用形＋様 舟の乗り様、文の書き様、人の従ひ様、物の申し様 se pospõem  elegantemente às vozes dos verbos
G-75 elegantemente 139 505 動詞のテ形＋の 動詞のテ形+の儀/事、動詞のテ形+から/後/よりの事 se segue elegantemente e é usado e corrente
G-81 elegantemente 147 526 動詞（－る、－た）＋をもって 参るをもって、書くをもって、従ふをもって se pospõem ao indicativo elegantemente
G-87 elegantemente 154 551 動詞（－る、－た）＋を 仰せらるるを見まらした。参るを止められた。 elegantemente se pospõem ao indicativo
B-216 elegante 26 z131 動詞の語根の用法 語根の用法にはいろいろあり、エレガントである o uso das raizes é vário e elegante
B-219 elegantes 31v z159 動詞のテ形 求めてある、求めても、求めてから、これをただしてみるに、書いている vários e elegantes usos
B-226 elegantemente 62  g60 動詞に後続する成分 たい、とうもない、そうな、つべし、始むる、たいと思ふ、と存ずる se explicam elegantemente
G-14 elegantes 11 47 動詞＋たり／だり さても写しも写いたり、書きも書きたり。先ずは射たり亀井。 sentidos e linguagens elegantes
G-17 elegantes 12v 54 動詞＋てもなお＋動詞＋べきは 急ぎてもなほ急ぐべきは。申してもなほ申すべきは。 modos de falar elegantes
G-23 elegantemẽte 18 78 ～たりとも、～ 取繕ひしたりとも～。今は命ながらへたりとも～。 serve elegantemente
G-41 elegantemente 86 326 二重否定 上げいで叶はぬ、上げぬ事あるまい、上げずんばあるべからず 2 negativos elegantemente fazem 1 afirmativo
G-45 elegãtes 96v 366 ～を限りと／の／で／に 夕を／今日を／ここを限り。今を限りと見えさせられ。 modos de falar elegantes
G-64 elegante 126v 462 あはれ～かな。 あはれ難しき世の中かな。あはれはかなき天が下かな。 exclamação elegante
G-82 elegancia 148 529 ～までは／であらうず／はあるまい 命を失はるるまではあるまじ。それまでは思ひもよらぬ。 tem elegância
B-227 elegantemente 62v  g63 二重否定 求めいで戻るまい、求めずんばあるべからず、求めいでかなはぬ elegantemente 2 negativos fazem 1 afirmativo
G-21 elegante 16v 72 ～ところに／で／を／へ 両方に立別れて居る所に～。さうある処へ～。家を出づる処を～。 é elegante
G-27 elegãtemẽte 21v 93 書物の章の題目に「～こと」 デウスおはしますこと。アニマ不滅なること。 usamos elegantemente
G-33 elegantemente 78 306 ～ところに／で／は／を 「ところ」は格助詞「に、で、は、を」とエレガントに接続する se ajunta elegantemente com partículas
G-42 elegancia 87v 333 関係代名詞的「ところ」 ルシヘルと同心したるところのアンジョは皆天狗となるなり。 por causa de elegância
G-67 elegantes 130v 476 接続詞 豊富な意味とエレガントな用法がある vários sentidos e usos elegantes
G-72 elegãte 134 489 主に手紙に使われる語句 それにつき、したがって、しかれば、よって、ことに、ことさら elegante uso
G-74 elegantemente 136v 496 実名詞＋ながら、～ はばかり/緩怠/聊爾/無礼/悪人/善人/われ/身/貧/人/旅ながら se ajunta com substantivos elegantemente
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G-79 elegantes 142 515 「前（ゼン）」 御前にまかりいる、御前がよい、御前をはばかる、前後覚えぬ bons e elegantes usos
G-80 elegantes 144v 518 「外（ほか）」 殊（こと）／もって／思ひ／存じ／分別／沙汰の外 modos elegantes
G-89 elegantemente 155v 557 有（ウ）、無（ム、ブ）、非（ヒ） 有情、非情、無情、有色、無色 se antepõem elegantemente a palavras
G-95 elegancia 168v 604 省略、縮小 上略 （算を）削いた、中略 読（む）まじ、下略 たい （まつ） não são vícios mas elegância
G-96 elegantemente 168v 605 書きことばで「する→す」 上洛す／すべき／すべからず  'suru' na escritura faz elegantemente 'su'
G-19 elegantemente 15v 67 ～かし／がな＋と～ 参れかしと思ふ。上げいかしと申す。のぼせよかしと言ひて。 se acrescenta elegantemente 'to'
G-24 elegante 19 81 ～ば／たらば／ならば この語形は条件的接続法で、この法はラテン語その他の言語にもない formação elegante e usada
G-32 elegãte 77 302 助辞には色々ある 用法は多様でエレガント uso vário e elegante 
G-46 elegantemente 99 375 受身文の動作主は より／から→に 敷くべきものに敷かれこそすれ。昌尊にかどはかされた。 elegantemente regem dativo ou ablativo
G-68 elegantemente 131 477 ～と～と あれと、これとを取る。パアテレと、アントニヨと両人参れ。 elegantemente se repete o 'to'
G-69 elegantemente 131v 478 引用の「と」 ～と言ふ/申す/号す/名乗る/名づくる/呼ぶ/ある/ござる antepõem-se elegantemente aos verbos
G-70 elegante 132v 482 「と」の用法 「と」の用法はすべての品詞にあり、エレガントである o uso deste 'to' é vário e elegante
G-71 elegantes 133v 487 「も」の用法 豊富な用法がエレガントで、名詞、動詞、副詞、その他の助辞につく vários usos e elegantes
G-73 elegante 135 491 引用の「と」の前の「か」 参るまいかと存ずる。書かうかと思ふ。 modo elegante com verbos negativos
G-76 elegãcia 139v 506 「をば」と「は」 一種の勢いとエレガントさを持っていて、かかる事に関してはという意 certa energia e elegância
G-77 elegantes 140 508 ふたつつながった格辞 よりは、への、からに、からは、よりの、にから、へは、からの vários e elegantes modos de falar
G-83 elegantes 149 533 助辞「は、ば」 他のあらゆる語に接続しエレガントだが、それ以外の意味は持たない vários e elegantes sentidos
G-84 elegantemente 149v 534 時の名詞の後の「は、ば」 今日は、今程は、今度は、当世は、明日は elegantemente serve posposto aos nomes
G-85 elegante 151v 541 主格の「の」 前車の覆るを見て後車のいましめを知る。 elegante e com particular sentido
G-86 elegantes 152v 546 揃い物の並列の「に」 旅の衣装に、その日の出立ちに。かちんのはばきに藍皮のもみ足袋を召し。 modos de falar elegantes 
G-88 elegantemente 154v 553 過去の「し」＋より 参りしより、よめしより、天地できせしよりこのかた。 se ajunta elegnatemente com o pretérito
B-217 elegantemente 27v z138 希求法 かし／がな＋と 求めよかしと思ふ。 elegantemente se acrescenta 'to'
B-220 elegante 59v  g50 助辞 「てにをは」の使い方は重要である elegante falar 
B-221 elegante 59v  g50 助辞 助辞の使い方によって優雅か野卑かが決まる o certo, direito e elegante falar
G-18 elegantemente 13v 59 法令等で使われた「べし」 読むべき者也。酒は根機に従うべし。厳科に処せらるべき者也。 se usa elegantemente
G-65 elegancia 128v 468 文末の感動詞 かな、かなや、あい、な、や、やなう、よ、よな、たり、は、ぞ tem energia e elegância
G-66 elegantes 129v 471 和歌の「や」 雪や花。散る花や。鳥帰る雲や霞に日は入りて。君は知らずや。 muitos e elegantes usos e sentidos
G-91 elegantemente 164 588 「そろ」 演劇狂言、話しことば、古風な老人、いくつかの地方 se usa muito e elegantemente
G-38 elegancia 83v 319 倒置 歌、荘重な文章、格言等で補語と述語の語順が入れかわる por causa de maior elegância
G-39 elegancia 84v 321 倒置 エレガントにするために不定法の句を後に置く por causa de elegância
G-47 elegancia 103v 388 倒置 エレガントにするために不定法の句を後に置く por causa de maior elegância
G-94 elegantes 168v 603 倒置 言い誤りではなく修辞法に属するものが、日常語にも古典にも見られる。 figuras e modos elegantes de falar 
G-98 elegancia 178v 640 短い要素が前にくる 鍛冶番匠、尻頭、野山、鳥獣、ここかしこ elegância da língua
B-224 elegancia 61  g57 倒置 接続法、不定法が文のうしろに置かれることがある por elegância
G-15 elegãcia 12 52 直説法未来形→命令法未来形 「上げう」の形は「いざ上げう」のように丁寧な命令法の未来にもなる serve com elegância e cortesia
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G-20 elegante 15v 68 命令法＋かし→許容法 何ともあれかし、同心致すまい。 permissivo elegante
G-25 elegante 19v 85 婉曲表現としての可能法 ある事柄を是認するのに、なお一種の疑いの存することを示す modo elegante e usado
G-26 elegante 20v 89 命令法＋かし→許容法 参りもせよかし。誰でもあれかし、知音でもあれかし。 permissivo elegante
B-218 elegante 29v z150 可能法 ある種の事柄、可能性、あるいは、能力に対する一種の疑いを示す modo usado e elegante
G-2 elegãtemente 3v 4 エレガントに話せるようになるには エレガントに話したいなら、古典を勉強せよ falar polida e elegantemente
G-3 elegãte 3v 4 古典には純粋でエレガントな日本語 古典の日本語は日本人でさえ学ぶことによって身につける a pura e elegante língua 
G-92 elegantes 168 602 古語 エレガントな語句は古語だ as palavras boas e elegantes são as antigas
B-209 elegante 4  z38 古典 学ぶべき書物は日本人が尊重している古代の著者のもの elegante estilo
B-210 elegancia 4  z38 古典 古典には日本語の完璧さやすばらしさのすべてが含まれている o primor, elegância e propriedade
B-212 elegancia 5  z40 日本語のエレガントさ 古典の中に日本語のエレガントと適確さがある a elegância e propriedade japonesa
B-213 elegante 5  z41 古典 古典から汲み取り、会話に組み入れれば、短期間で目的を達成 a pura e elegante língua
B-214 elegantes 5  z41 ラテン語と比較 ラテン語も生きている著者の書物からだけ学習したのでは充分ではない elegantes que sejam
G-99 elegante 181 650 和歌 一定数の音節、柔和でエレガントなことばでできている o verso é língua branda e elegante
G-100 elegancia 181v 651 字余り エレガントさのため、詩の上での許容内で音節をふやす por causa de elegância
G-101 elegante 184v 661 文書語 日本語の文書語は書くときにしか使われず、非常に荘重でエレガント estilo grave e elegante
G-102 elegancia 185 663 手紙 手紙の文体は秩序立ってエレガントで、他のすべての文体と非常に異なる a polícia e elegância
G-103 elegãte 185 664 幸若舞 誰もが理解する丁寧でエレガントな通用語である falar corrente cortês e elegante
G-104 elegantes 189v 678 『往来』 手紙の文体を学ぶには『往来』と呼ばれる本がある livros epistolares elegantes
B-211 elegãte 4v  z40 「物語」の文体 『平家物語』、『保元平治物語』は一層優れたきわめて優美な文体 elegante estilo
B-231 elegante 73 g117 書きことば 動詞活用、各種助辞などで話しことばとおおいに異なる estilo subido, grave e elegante
B-232 elegante 75 g124 幸若舞の文体 話しことばと書きことばの混合で、誰もが理解でき、丁寧である falar corrente cortês e elegante
G-36 elegantemente 83 316 都で公家の用いていることば 日本全国の権威ある人々や文学者に認められている pura e elegantemente
G-37 elegante 83 316 都で公家の用いていることば 純粋でエレガントな日本語は都の公家の間にある pura e  elegante língua
G-52 elegante 110 408 都 用いるのは都のことばで、それ以外は理解できるだけでいい por ser a própria e elegante
B-223 elegante 59v  g51 公家 宮廷で公家の使っている日本語 a pura e elegante língua
B-202 elegancia  2v  z31 文字の学習 ことばの語基、語源、正しい発音、エレガントさはすべて文字でわかる o primor e elegância da língua japonesa
B-203 elegante  2v  z31 外国語の学習法 ラテン語と同じに教師と書物、作文、練習を通して短期間で学ぶ a pura e elegante língua
B-204 elegancia 3  z32 外国語の学習法 書物による方法は大まかで、上品さは身につけられない tanta cópia e elegância da língua
B-205 elegancia 3v  z35 教師の知っておくべきこと 教師はエレガントさ、日本語らしさ、優れた文体、発音に博学であること a elegância e propriedade da frase
B-206 elegancia 3v  z36 教師の知っておくべきこと エレガントに日本語らしく話し、ある通りのアクセントで発音できるように a propriedade de falar com elegância 
B-207 elegãcia 3v  z36 教師は日本人 今までのようにヨーロッパ人を教師とすべきではない a elegância e propriedade da língua
B-208 elegancia 4  z36 日本語話者の教師 よりはやく、よりよく教えられる a elegância da língua
B-222 eleganteme ~te 59v g51 統語論 統語論は純粋で典雅に話したり書いたりするときの規範だ falam ou escrevem pura e elegantemente
G-93 elegantemente 168 602 言い誤りと卑語 純粋でエレガントに話すためには、言い誤りと卑語を避けよ falar pura e elegantemente 
G-97 elegante 171v 615 直訳はよくない 翻訳では、意味に注意して日本語の言い方に置きかえよ para que fique clara e elegante
G-1 elegancia 3 4 文典編纂の目的 文法を説明するだけでなく、エレガントに話せるように falar certo e com elegância






































































上の調子）の如く發音する。例、mãda, mídǒ, mádoi, ndame, nãdete, nído, mãdzu, ãgiuai, 



















                            
1 この「又は」は、原文の「ou」、英語の「or」である。ポルトガル語の「ou」には、「または／あるい
は」の意味のほかに「すなわち／言い換えれば」という意味がある。ここでは、後者の意味だと考えられ、
本来なら「半分の til、すなわち、鼻の中で作られる sonsonete の如く発音する」と、訳されるべきである。 




  まず、辞書の記述を見てみる。なお、訳は馬場による。 
 
2-1 DICIONÁRIO ETIMOLÓGICO3 
  ブラジルで出版されているポルトガル語の語源辞典である。そのsonsoneteの項には、 
 









2-2 Diccionario crítico etimológico castellano e hispánico4 
 Corominasによるスペイン語の語源辞典で、「sonsonete」の語義を見ると、 
 
[1604, G. de Aljarache, Aut.] con el sentido ‘repetición molesta de palabras o razones’ 
 
とある。「1604, G. de Aljarache」というのは、1604年に出版されたMateo Alemán著の
Vida del picaro Guzmán de Aljaracheに初出ということで、言葉やへりくつのうんざりする
くり返しという語義を持つ、とある。 
 
2-3 DICCIONARIO LINGUA PORTUGUEZA composto pelo Padre D. Rafael Bluteau, reformado e 
accrescentado por António de Moraes Silva5 
Padre D. Rafael Bluteauが編集し、1712年から10数年をかけて刊行されたものをAntônio de 
Moraes Silvaが改訂、1789年に出版した。 
 






                            
3 Cunha (1982). 
4 Corominas (1991-1997). 
5 Bluteau (1789). 
6 池上（1996）。 
158 
da Cunha (1982)で「acento」をひくと、以下のような記述が見られる。 
 
ACENTO, s. m. o tom de voz, com que se pronunciam as vogaes, mais, ou menos 
fortemente. § O sinal ortografico, com que indicamos o tom das vogaes. § A inflexão da 
voz, com que se pronuncia alguma fraze interrogativa, admirativa, patetica , e este se 









ションである。Instituto Antônio Houaiss（2001）では、「sonsonete」の語義を「entonação 
característica de uma frase maliciosa ou irônica（悪意のある、あるいは、皮肉な発言に特徴的なイ
ントネーション）」としている。18世紀の辞書の記述「acento oratorio」を、21世紀の辞書が





3. ARTE GRANDEとARTE BREVE の記述 
 











第14葉表からはじまる章「DE ALGUNS MODOS DE FALAR QUE servem de Imperativo（命令
法に用ゐられるある言ひ方に就いて）」には、｢尊敬すべき人と命令法を用ゐて話す場合には、尊敬及
び丁寧さを増す為に｣、「～て下さるる」、「～て賜うる」を使う、これはポルトガル語の「Peçovos 
que façais（あなたがすることを私はあなたに請う）」、「rogovos que façais（あなたがすることを
私はあなたに請う）」、「concedei me fazerdes isto（あなたがこれをすることを私に与えてくれ）」、
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と言ったら、ずいぶん持って回った言い方になる。前者のポルトガル語訳は「Folgara que me desejo 
aquele livro」で、「folgara」は動詞「folgar（喜ぶ）」の直説法未来の3人称単数「folgará」、
「desejo」は動詞「desejar（望む）」の直説法現在1人称単数、「me」は1人称の人称代名詞で「私
に対して」といった意味を持つ間接目的格である。後者の訳は「Peçovos que o chameis」、
「chameis」は動詞「chamar（呼ぶ）」の接続法2人称複数である。どちらの訳も、やはり持って回
った言い方である。 














第169葉表からの章「DE ALGUNS ABUSOS NO FALAR, E pronunciar proprios de alguns 
reinos（ある国々に特有な言ひ方や発音の訛に就いて）」では、都、中国、九州、関東の方言、なま
りについてふれており、その発音は「barbaros, & perniciosos nesta lingoa（この国語に於いては粗

























Toda a vogal, antes de, D, Dz, G, sempre se pronuncia como com um meio til, ou 
sonsonete que se forma dentro dos narizes o qual toca algum tanto no til. Vt, Māda, mído , 
mádoi, nādame, nādete, nído, mādzu, āgjuai, águru, ágaqu, cága, fanafáda, fágama, &c. 
 










の調子）の如く發音する。例、ma da, mído, mádoi, ndame, na dete, nído, ma dzu, a giuai, 
































As vogaes, A, E, I, O, V : antes de, D, G, & ás vezes, I, Z, na pronunciação comunicam o 
folego aos narizes com certo sonsonete como se tiveram meio til. Vt, Aghuru, Caghu, 
Tada, Fidamasa, Adanaru. mas não se ha de prnunciar com til distinto, nem secamente, 














 ARTE GRANDEでは、「D、Dz、G」の前、ARTE BREVEでは「D、G、時に、I、Zの前」で母
音が「sonsonete」をともなうとあり7、語例は「Māda, mído , mádoi, nādame, nādete, nído, mādzu, 
āgjuai, águru, ágaqu, cága, fanafáda, fágama」と「Aghuru, Caghu, Tada, Fidamasa, Adanaru」で、
                            
7 ARTE BREVEで「Dz」がなくなったのは、「D」の前と言えば「Dz」の前をふくむからだろう。 
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「da、gj、dzu、de、do」と「ga、gu」のつづりの前の母音であることが明示されている。 




D：Da だ、De で、Do ど 
Dz：Dzu づ 
G：Ga が、Ge げ、Gui ぎ、Go ご、Gu ぐ  Gia ぢゃ、Gi ぢ、Gio ぢょ、Giu ぢゅ 
Gua ぐゎ  Guio ぎょ、Guiu ぎゅ 
I：Ia じゃ、Ie じぇ、Ii じ、Io じょ、Iu じゅ 










「時に、I、Zの前」ということは、閉鎖がない「Ia じゃ、Ie じぇ、Ii じ、Io じょ、Iu じゅ」、
「Za ざ、Zo ぞ、Zu ず」の場合でも、母音が鼻音化することがあったということになる。 
つまり、Rodriguezの記述から閉鎖音と破擦音「Da だ、De で、Do ど、Dzu づ、Ga が、
Gu ぐ、Gia ぢゃ、Gi ぢ、Gio ぢょ、Giu ぢゅ」の前では規則的に、そして、摩擦音「Ia じ





Item em lugar de um meio til, ou sonsonete que requerem algũas palavras como se dira 
avante no modo de pronunciar, não se ponha, N, ou til distinto. Vt, por, Tòga, Vareràga, 
Nàgasaqui, dizer, Tonga, Vareranga, Nangasaqui, &c. 
 
                            
8 ジャ行子音は、前よりの母音、の前で、、その他の母音の前では、と表記する。 
9 ポルトガル語の「Ia, Ie, Ii, Io, Iu」、つまり、「ja, je, ji, jo, ju」の発音は、、、、で、
その子音は摩擦音である。

























Sobre SONSONETE, esta palavra não é portuguesa. Não é usada no Brasil, apesar de ser 
registrada no dicionário. Você pode perguntar para qualquer brasileiro, ninguém sabe o 
que é SONSONETE. Pelo artigo que eu li, que você me enviou, acho que SONSONETE tem 
um significado muito amplo, pode ser ACENTO, ENTOAÇÃO ou pode ser também 
NASALIZAÇÃO. Sinceramente, eu não posso tirar a sua dúvida. Eu só encontrei 
SONSONETE no livro ELEMENTOS DE GRAMATICA HISTORICA GALLEGA 12  e 







『ELEMENTOS DE GRAMATICA HISTORICA GALLEGA』という本でだけで、「繰り
返される小さな音」とだけありました。以上です。 
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  DE ALGUNS MODOS DE FALAR QUE
  servem de Imperativo.
No mesmo sentido usam do verbo adjectivo , Tai, por querer, ou desejar, & e modo que mostra muito pejo, & e propriamente Optativo, & no modo de falar tem certo sonsonete  & modo, que com






　　da lingoa Japoa, & Portugesa
Esta particula , Tomo, com o presente, preterito, & futuro do Indicativo tem outro sentido mui usado na pratica, & de muita energia que o uso ensinarà: & tem esta lingoajem: E pois não, que ha
que falar nisso?  &c.  Attatomo, yu <tomo, mairo <tomo.  E pois não hei de ir, não ha que duvidar? &c.  Tem no modo de pronunciar u ~  certo  sonsonete  que com a observancia se aprende.
79頁
      日本語とポルトガル語に固有な




3 第20葉v MODO PERMISSIVO, OU CONCESSIVO Agueô made, Agueô madeyo. Este modo de falar se usa com certo sonsonete , & a lingoajem e, Ofreceria pois não.  No preterito dizemos,  Aguetaraba, Ageta madeyo.  Ofrecesse embora.
90頁 許容法あるいは譲歩法 上げうまで、上げうまでよといふ言ひ方をするのには一種のソンソネーテをとる。葡語の「確かに上げよう」といふのに当る。過去には上げたらば、上げたまでよといふ。
4 第169葉v CH u<GOCV. Os do Chu < gocu na pronunciação excedem no  Firogaru, abrindo demasiadamente a boca, dando certo sonsonete alto. Vt , Narumà, por, Narumai.
608頁 中国 ‘中国’のものは発音する時、‘開がる’発音を過大にして、口を開き過ぎて一種高いソンソネーテを起す。例へば、なるまいの代りになるまぁといふ。
5 第169葉v BVNGO.
Os deste reino tambem, fazem o  Firogari demasiado, & tem no falar, um  sonsonete  mui conhecido, & avilanado.
E, &, O, antes do , I, o mudam em , i. Vt , Rei, dizem , Rij, por , Fei, Fij, Yoi, Yij, por , Fijqui, Feiqui, & assi  nas de mais palavras semelhantes.





6 第170葉 FIIEN, FIGO, CHICVGO.
No Fijen, & em muitas partes deste  Ximo, a letra , Y, despois de , A, ou , O, mudam em , E, na pronunciação com certo sonsonete  muito roim  Vt , Xecai, dizem , Xecae, Yoi, Yoe, Amai, Amae,





　  　ERROS NOS ACENTOS,
       E pronunciação.
E erro pronunciar muitas palavras Japoas aportuguesadamente a nosso modo com nosso  sonsonete , & tambem quando usamos de alg ũas palavras Japoas na pratica portuguesa, fazemos
muitas silabas longas breves, & nos fica habito roim, & pronunciamos despois mal: pelo que quando usaremos de alg ũas palavras Japoas no nosso falar, as devemos pronunciar com seu proprio
acento. Vt, Dizer , Cono mono. por, Co <no mono. Xotocu, Danco, Dobucu, Dojico, Chauana, Concatana, por , Xo<tocu, Danco <, Dôbucu, Dôjucu, Chauan, Cogatana, &c. Item  Va, Vo, alguns
pronunciam como consoante devendose de pronunciar quasi como vogal, & por esta rezão quando a Europa se escrevem alg ũas palavras que começam por, Vo, como , Vôzaca, Vômura, &c. é
melhor escrevelas com vogal. s . Ozaca, Omura, &c.






　　   ERROS NOS ACENTOS,
        E pronunciação.
Item em lugar de um meio til, ou sonsonete que requerem alg ũas palavras como se dira avante no modo de pronunciar, não se ponha , N, ou til distinto. Vt, por  Tòga, Vareràga, Nàgasaqui,





　　  REGRA TERCEIRA DA VOGAL ,
　　 ante, D, Dz, G.
Toda a vogal, antes de , D, Dz, G, sempre se pronuncia como com um meio til, ou sonsonete  que se forma dentro dos narizes o qual toca algum tanto no til. Vt , Māda, mído <, mádoi, nādame,
nādete, nído, mādzu, āgjuai, águru, ágaqu, cága, fanafáda, fágama, &c.
637頁 D, Dz, Gの前の母音に関する第三則
D、Dz、G の前のあらゆる母音は、常に半分の鼻音かソンソネーテかを伴ってゐるやうに発音される。即ち、鼻の中で作られて幾分か鼻音の性質を持ってゐる発音なのである。例へば、未だ、御堂、惑ひ、宥め、撫で
て、二度、先づ、味はひ、上ぐる、足掻く、加賀、甚だ、羽釜、など。
橋本 D, Dz, Gの前の母音に関する第三則
D、Dz、Gの前のあらゆる母音は、常に、半分のtil（葡萄牙語に於ける鼻音化の符號である ～ ）あるもの、又は、tilに幾分近い、鼻の中で作られるsosonante（反語をあらはす演説上の調子）の如く發音する。




  Do modo de pronunciar as silabas
  desta lingoa em geral.
As vogaes, A, E, I, O, V : antes de, D , G , & ás vezes, I , Z , na prnunciação comunicam o folego aos narizes com certo sonsonete como se tiveram meio til. Vt, Aghuru , Caghu , Tada , Fidamasa ,













































第 6章 língua、linguagem、palavra 
 
「エレガント」のあらわれた箇所とその周囲を対象に、そこにあらわれた「língua」、「linguagem」、
「palavra」の 3語の一覧表を作成した。一覧表は三つ、表 6-1「lingua一覧」、表 6-2「linguagem一
覧」、表 6-3「palavra 一覧」である。どの表も左の列から、「通し番号」、「つづり」、「原本葉」、
「引用」、「意味」となっている。「つづり」は、ARTE GRANDE、ARTE BREVE にあるものを記




















  「下位言語」の意味あいで使われているのは、No.1、12、13、29、37、38の計 6箇で、No.1は古典
作品にある日本語、No.29 は日本の韻文の言語、それ以外はすべて都の公家の用いることばを指し示し
ている。 
  語義が「言語」で文脈上「日本語」を指し示している「língua」は、45 箇中 32 箇ある。さらに、こ
のうちの 24箇は「nesta（em esta = in this）」、「desta（de esta = of this）」などの形も含めて、「esta
（this）」によって修飾されている。残り 8箇のうち 5箇には、No.22の「a verdadeira lingoa Iapoa」、
No.25の「na lingoa de Iapam」などのように、「日本の」という語または句がついている。残りの 3








de Europa（in the languages of Europe）」と、女性の複数の定冠詞をとっている。ポルトガル語、あ
るいは、ヨーロッパの言語を指し示す場合には、「nossa（我々の）」という所有人称代名詞を用いて、
「língua」の他の用法と峻別している。 
  No.8と No.26の「lingoa」は一般的な意味での「言語」を指している。No.8の「lingoa」は、「Parecera 
dseusado1（不必要のようである）acrecentar este modo nas conjugações（この法（条件的接続法）を
活用表に加えるのは）, pois（というのは）nem o latim, nem outra lingoa o poem（ラテン語にも他の
言語にもないから）」（以下、ここでの訳は馬場による）、No.26は、「pelo que（ためには）no traduzir 
ũa lingoa em outra（ある言語を他の言語に訳すときには）pera que fique clara, & elegante（はっきり、
そして、エレガントになるように）, somente se ha de ter conta com o sentido（意味に注意することだ
けが必要である）, explicando por frases Japoas（その意味を日本語の言い回しでおきかえながら）」


















  「linguagem」という語は、具体的実際的な用法や言い方、表現を示す語として用いられている。 
  通し番号 No.1から 7までは ARTE GRANDE から、No.8から 11までは ARTE BREVE からとられ
た。No.2、3、4、7の「esta linguagem」、あるいは、「estas linguagens」というのは「このような
linguagem」ということで、このあとに具体的な言い方や表現の例が提出されている。No.5、8 の「a 




                         
1 「dseusado」とあるが、「desusado」の誤植であろう。 
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現代ポルトガル語の辞書 de Holanda Ferreira (1975) によると、「língua」は 「o conjunto das 
palavras e das expressões usadas por um povo, por uma nação, e o conjunto de regras da sua 
gramática（ひとまとまりの民衆や一つの国家によって使用されている語や表現のひとまとまり、また、
その文法のまとまり）」、「linguagem」は「o uso da palavra articulada ou escrita como meio de 










  通し番号 No.1から 15は ARTE GRANDE から、No.16から 20は ARTE BREVE からとられた。 


























表 6-1 língua一覧 
通し
番号 
つづり 原本葉 引 用 意 味 
1 lingoa ③v nelles esta encerrada a pura, & elegãte lingoa 下位言語（古典） 
2 lingoa ④v esta lingoa e  algũas cousas seja defectuosa 言語（日本語） 
3 lĩgoas ④v nas lĩgoas de Europa 言語（ヨーロッパの） 
4 lingoas ④v em nossas lingoas 言語（ヨーロッパの） 
5 lingoa ⑤ esta lingoa 言語（日本語） 
6 lingoa 8 nesta lingoa 言語（日本語） 
7 lingoa 9 nesta lingoa 言語（日本語） 
8 lingoa 18v nem o latim, nem outra lingoa 言語（一般） 
9 lingoa 19 nossa lingoa 言語（ポルトガル語） 
10 lingoa 83 nesta lingoa 言語（日本語） 
11 lingoa 83 na lingoa de Iapão 言語（日本語） 
12 lingoa 83 a lingoa de Miaco vsada dos Cungues 下位言語（公家） 
13 lingoa 83 a pura, & elegante lingoa 下位言語（公家） 
14 lingoa 83 nesta lingoa 言語（日本語） 
15 lingoa 85 nesta lingoa 言語（日本語） 
16 lingoa 112v esta lingoa Iapoa 言語（日本語） 
17 lingoa 112v a lingoa 言語（日本語） 
18 lingoa 121 nesta lingoa 言語（日本語） 
19 lingoa 158 desta lingoa 言語（日本語） 
20 lingoa 158 nesta lingoa 言語（日本語） 
21 lingoa 168 desta lingoa 言語（日本語） 
22 lingoa 168 a verdadeira lingoa Iapoa 言語（日本語） 
23 lingoa 168v esta lingoa 言語（日本語） 
24 lingoa 171 a nossa lingoa 言語（ポルトガル語） 
25 lingoa 171v na lingoa de Iapam 言語（日本語） 
26 lingoa 171v hũa lingoa 言語（一般） 
27 lingoa 171v nossa lingoa 言語（ポルトガル語） 
28 lingoa 178v elegancia da lingoa 言語（日本語） 
29 lingoa 181 o verso de Iapam he lingoa muyto branda 下位言語（日本の韻文） 
30 lingoa 184v nesta lingoa 言語（日本語） 
31 lingoa 26 nesta lingoa 言語（日本語） 
32 lingoa 26 nesta lingoa 言語（日本語） 
33 lingoa 29v nesta lingoa 言語（日本語） 
34 lingoa 31v nesta lingoa 言語（日本語） 
35 lingoa 59v nesta lingoa 言語（日本語） 
36 lingoa 59v na lingoa Iapoa 言語（日本語） 
37 lingoa 59v a lingoa da corte vsada entre os Cughe 下位言語（公家） 
38 lingoa 59v a pura, & elegante lingoa 下位言語（公家） 
39 lingoa 59v nesta lingoa 言語（日本語） 
40 lingoa 61 nesta lingoa 言語（日本語） 
41 lingoa 61v nesta lingoa 言語（日本語） 
42 lingoa 65v nesta lingoa 言語（日本語） 
43 lingoa 73 nesta lingoa 言語（日本語） 
44 lingoa 73 a lingoa Iapoa 言語（日本語） 
45 lingoa 75 a lingoa 言語（日本語） 
     








つづり 原本葉 引 用 意 味 
1 lingoagens 11 
outros sentidos & lingoagens muy 
elegantes 
用法 
2 lingoagem 11 esta lingoagem 用法、言い方（書きも書きたり） 
3 lingoagem 12v que tem esta lingoagem 言い方（急ぐべき、申すべき） 
4 lingoage 15v & tem esta lingoage 
言い方、表現 
（参れかし、上げいかし） 
5 lingoaje 17 a lingoaje he 言い方 
6 lingoajem 85 pella lingoajem do Gerundio 言い方、用法 
7 lingoajens 118 & tem estas lingoajens 言い方（こなたさへ、舟さへ） 
8 lingoajem 27v & a lingoagem he 言い方、表現 
9 lingoagem 31v & tem lingoagem, tendo offerecido 言い方、用法 
10 lingoagem 61v pella lingoagem do gerundio 言い方、用法 










つづり 原本葉 引 用 意 味 
1 palaura 78v a primeyra letra da palaura repetida 語 
2 palaura 79 não ha mudança de hũa palaura em outra 語 
3 palauras 149v as palauras a que se ajunta 語 
4 palauras 168 as palauras boas, & elegantes 語 
5 palaura 171 palaura por palaura 語 
6 palaura 171 palaura por palaura 語 
7 palauras 171v se hum quiser goardar as palauras 語 
8 palauras 178v quando se seguem muytas palauras 語 
9 palauras 178v na ordem das palauras 語 
10 palauras 178v as palauras de menos syllabas 語 
11 palauras 178v de mais palauras 語 
12 palauras 184v muytos verbos & palauras 語 
13 palauras 185 na cõposiçã das palauras 語 
14 palauras 189v as palauras de hum & outro estilo 語 
15 palauras 189v um escreue com as palauras que sabe 語 
16 palauras 59v destas palauras 語 
17 palauras 66v os Iucugos de duas palauras, Coye 形態素、語 
18 palauras 73 de palauras do, Coye 形態素、語 
19 palauras 73 se compoem de palauras do, Yomi 語 






1. de Holanda Ferreira, Aurélio Buarque (1975) NOVO DICIONÁRIO DA LÍNGUA PORTUGUESA, 
Editora Nova Fronteira. 
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図 7-1 通し番号 1の書きいれの写し 
第 7章 Bodleian 本とCrawford本 
 
 Rodriguez の ARTE GRANDE の存在は 2 部しか知られていない。1 部はオックスフォード大学





































 通し番号 1 について、書きいれの具体的な様子は、図 7-1「通し番号 1の書きいれの写し」のとおり
である。ここにある「sou」はポルトガル語の be動詞「ser」の直説法現在 1人称単数、「estou、estas、
esta」はやはり be 動詞「estar」の直説法現在 1、2、3 人称単数、「nã」と「‘n’」は否定辞の「não」、








ページの最初の行は、「DA CONIVGAÇAM DOS VERBOS.（動詞の活用に就いて）」というヘッダーの
左半分で、その下の標題は「¶Futuro, ou modo mandatiuo com o qual damos leys, &c.（○未来、又は、
法令等を下す場合の委託法）」である。 
余白には印刷が三つある。一つ目は「Atono quãtaiuo fitasura gome arozu（後の緩怠をひたすら御免
あらうず）」の出典「Morteno monog.（モルテの物語）」、二つ目は「Iza saraba namida curaben fototoguisu: 
Varemo vqui yori neuo nomizo naqu（いざさらば涙くらべん時鳥、我も憂きより音をのみぞ泣く）」の


























                               





                                               










































図 7-3 Bodleian 本 第 213葉裏の影印 
 
 「Icuca.」、「Icu.」、「Nan.」が付してある記述は、それぞれ、「Icuca（幾日）」についての解説や日
にちの数え方、「o que serue em todas as contas correntes commummente（一般に通用する数へ方の




希求法の現在及び不完全過去の活用表で、余白部分の印刷は「¶ Caxi, l. gana, se acreceta as vozes do 




図 7-4 Bodleian 本 第 14葉裏の影印 
 
余白の印刷のうちの 2 か所に、Bodleian 本と Crawford 本とで違いが見られた。第 76 葉裏の
「Disiũctiuæ.（分別）」と第 140葉表の「Voisagaxi.（笈探）」である。前者は「接続詞に就いて」とい
う章に列挙されている接続詞の種別を示す標題で、後者は「Cono vrano fitobitoua saquini cara coconi 
atçumararete, &c.（この浦の人々は先にからここに集られて、云々）」の出典を示している。  
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図 7-5 Bodleian 本 第 76葉裏の影印 
 













3. Bodleian 本とCrawford本とを見くらべて 
 
 Rodriguezの ARTE GRANDEの研究をはじめて 23年。ようやく念願の Crawford本を手にとって
見ることができた。わかったことは、次の三つである。 
 
  一、Bodleian本と Crawford 本とで内容に違いはない。 























































「DO ARTIGO（格辞に就いて）」の標題の右の余白に「Vide 137. b et
149.」。第137葉裏は、「DOS ARTIGOS QVE SERVEM  ao
Nominatiuo（主格に用ゑられる格辞に就いて）」、第149葉表は、「DA




第83葉表の標題「LIVRO SEGVNDO NO QVAL SE trata da















番号 葉 行 書きいれについて ARTE GRANDEの当該個所 筆記用具 書きいれ
12 103 26
「非人称動詞に就いて」の中の例文「Natçuua coconi yraremai（夏は
ここに居られまい）」に対するポルトガル語訳「No veram não se pode































「接続詞Caについて」の記述「Ca, se vejam no capitulo da interroga
çam 」の「capitulo 」の「t」の上に小さい「＋」、右の余白に「pag. 89」の
書きこみ。第89葉には、「DA PREGVNTA, E REPOSTA （質問と応答





「主格に用ゐられる格辞に就いて」の中の「como se dira no tratado
das particulas （助辞の条で述べるが如く）」の「tratado 」の一つ目の
「a」の上に「＋」、余白に「Vide 149」の書きこみ。第149葉は、「DA







































「GVIO, GO （御）」の標題の余白に「Lege Ghio」、「VI 」の上に「＋」の
書きこみ。 ペンセピア
28 159 6
「VON、VO 、MI 」の章。「Estas tres vozes sam  Yomi do  Coye,
Go, l, guio, que se escreuem cõ a mesma letra （これら三つの形は
Go、又はguioといふ‘こゑ’の‘よみ’であって、同一の漢字を使って書か
















































標題「TRATADO DE VARIOS MODOS DE CON tar, que






















 第 2 章「ラテン語学の与えた影響」で、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA と ARTE GRANDE
両文典にあらわれた引用例のいくつかをとりあげた。ここでは、それらを表 8「日本語引用例 DE 
INSTITVTIONE GRAMMATICA、ARTE GRANDE 対照表」に一覧にし、さらに詳細に検討していく。 
 表の水色は DE INSTITVTIONE GRAMMATICA からの引用、色なしは ARTE GRANDE からの引
用である。各引用の記号「a, a’, b, b’, ……」は第 2 章と同じになっており、DE INSTITVTIONE 
GRAMMATICA は小文字のアルファベット、ARTE GRANDE は小文字のアルファベットにアポスト
ロフィがついている。表の最後は「g’’」となっているが、DE INSTITVTIONE GRAMMATICA の「g」
に対応する例で、ARTE GRANDE の第 21 葉表に引用されているものである。 
 引用の記号の右は DE INSTITVTIONE GRAMMATICA、ARTE GRANDE にあらわれた葉番で、「v」
は「裏」を示す。そこから右へ、原本からの影印、その翻刻、翻字、出典とその出典の記されている位
置である。翻字は土井（1955）にある表記をもとにし、出典はそれぞれの文典で表記されているままを
うつしてある。翻刻と翻字では、両文典間でことなっている語句2を、g’だけは ARTE GRANDE の第




Paulo.」ということになる。同じ文なのに、g’では「Irm. Paulo.」、gと g’’とでは「Morte monog.」と
なっている。土井（1982）には、「恐らく、『モルテ物語』はイルマン養方軒パウロの作であつた」のだ
ろうとある。 
DE INSTITVTIONE GRAMMATICA に出典が書かれている場合は、必ずその引用例のはじまる前に
あるが、ARTE GRANDE では引用例のうしろ、あるいは、余白にある。 
両文典間のつづりの相違には、「y / i」（「い」の表記）、「qi / qui、qe / que」（「き」と「け」の表記の
「u」の有無）、「q / c」（「く」の子音字）、「zz / dz」（「づ」）、「vo / uo」（「を」）がある。b「tomomo gana」、
g’「cocoroatemo」などは両文典の間にスペースの有無の違いがある。d、e、f に関しては、ARTE GRANDE
のほうが DE INSTITVTIONE GRAMMATICA より引用がながくなっている。また、引用自体が部分
的にことなっているものがある。ひき誤りか出典そのものにゆれがあったのか。 
見てわかるとおり、Alvarez のラテン文典の a、b、c、d、e には出典の表記がない。しかし、第 3 章
「ADVERBIO「副詞」について」で述べたように、ラテン語の引用例に関しては出典が非常に重視さ
れている。例文は古典から採取し、出典を明記することが基本なのである。DE INSTITVTIONE 
GRAMMATICA の日本語引用例に関するこの非をあらためたのが Rodriguez である。 
Rodriguez は先行文献である DE INSTITVTIONE GRAMMATICA を重視し、その例文をとりあげ
た。そのうちの七つが a’から g’’の文である。d、e は短く、場面がわからないので、まず出典をさがし、
場面のわかるだけの文脈までをいれて再掲した。だから、出典は余白ではなく、組み版の中にはいって
                                                   
1 この章では影印を見ながら論じていくため、ポルトガル語のつづりは原文のままとする。 
2 「,」、「:」、「?」といった符号の相違はとりあげていない。 


















 ARTE GRANDE の冒頭には、右のような
「LICENÇA（允許状）」がある。イエズス会
から書物を出版するには、組織の許可が必要
であった。そこには、「aqual foy vista, & 
examinada por pessoas doctas, & graues de 
noßa Companhia（日本文典が、わが会の学
識者並に要職者の検閲を経たるを以て）」と
明記され、日付は「a 22. de Abril. de 1604. 




に は 「 Pera brutos vsamos de Sai, 
ordinariamente（生物には Sai を用ゐるのが
普通である）」とあり、「Toquini goxuxxe.  
          




                                            
                      
図 8-3 第 107葉表 1606年 
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図 8-5 第 240葉 奥付 
 
                                                
 
図 8-4 第 107葉裏 1605年 
 
1606. nen.（時に御出世千六百六年）」という例があがっている。また、その裏には「Iesu Christo goxuxxe, 




1587 年（天正 15 年）であった。1596 年（慶
長 1 年）にはサン・フェリペ号事件で秀吉の














第 2 葉表の三つ目の「¶」からイタリックとローマンとが入れ替わっており（    の中）、そして、
同じ章の「Tacai coto」からもどっている。引きつづき同じ章、第 2 葉裏の第 1 行目までは、日本語が
ローマン、ポルトガル語がイタリックとなっているが、その次の行、第一の「¶」から第三の「¶」の 1
行目まで、また入れ替わっており、その 2 行目からもとにもどっている。一つの節、段落の中で入れ替
わりがおきているのである。そして、次の章「DOS PRONOMES E PROVOCABVLO RELATIVO; E 
INTERROGATIVO.」の中がそっくりひっくり返っていて、ポルトガル語がローマン体、日本語がイタ
リック体となっている。字体の交替に規則性は見られない。 
第 7 章「Bodleian 本と Crawford 本」の表「Crawford 本書きいれ一覧」の 10 番にあるように、第
80 葉の次の葉に番号がなく、その次の葉が第 84 葉となっている。葉自体は抜け落ちていないが、番号












































図 8-6 第 2葉表 
                                                   

















































葉 影　印 翻　刻 翻　字 出　典 / 位　置 相　違
a 19
Yza saraba namida curaben fototoguisu,




vqiyoni ⇒ vqui yori
a’ 13v
Iza saraba namida curaben fototoguisu:






AVare tada vqitoqi tçururu




vqitoqi ⇒ vqui toqui
tomomo gana ⇒ tomomogana
nasaqeua ⇒ nasaqueua
b’ 15






























Yorodzuno teatari monono iyyo <,







φ ⇒ saritoteua 以下














φ ⇒ soregaxini 以下
f 22v








φ ⇒ quiqui 以下
f’ 20
Gozaiquiogiu<no vocotodomo sazo iroirono
cotode gozaro <zu, quiqui maraxitai. Hum








Tonono goxucqe mexeba tote, sore










Tonono goxucque mexeba tote, sore








cocoroatemo ⇒ cocoro atemo
g’’ 21
Tonono goxucque mexeba tote, soreua



























通し番号 14 の「voxeraruruca」を原典で見ると、以下のとおりである。 
 
                                               
           
















 単なる不注意による写し間違いと思われるものは、次の 6 件であった。 
通し番号 5 番「moxinaita」を「noxi naita」に、11「Degozare caxi」を「Degozare cax」、130「Feiq.」
                                                   









ている。スペースが付け加わった例が 101 件、なくなった例が 107 件、位置がかわった例が 4 件あった。 
 加わった例には、23「Agurucoto arumai⇒Aguru coto arumai」、24「Aguemaicoto arozu⇒Aguemai 
coto arozu」、55「Taicoto ⇒Tai coto」などがある。Rodriguez は、「Agurucoto」、「Aguemaicoto」、
「Taicoto」で一つの単位と考えていたに違いない。ローマ字表記におけるスペースは、書き手の単位意
識、言語観をうつしだすものなのである。 
 スペースがなくなった例には、19「Yomi auasuru⇒Yomiauasuru」、48「von sonemini⇒vonsonemini」、
66「ca nari⇒canari」、218「jen bôuo⇒jenbôuo」、219「Vtagaino ya⇒Vtagainoya」などがある。
Rodriguez にとって「読み合はする」は二つの自立した動詞がならんだものであり、「御」はそれだけ
で 1 語なのである。66 は「死すとも可なり」の「可」だし、219 は疑問の助辞の「や」のことで「うた
がいのや」全体で一つの語と考えることはできない。「禅法」も「禅という法」のようなニュアンスを
持つ二つの語ととらえていたのだろう。 
位置をかえた 4 件は、10「chichibot xinurutoquinba⇒chichi botxinurutoquinba」、125「yadomo 
tometen⇒yado motometen」、145「Fucai tomama⇒Fucaito mama」、406「chiyoniya chiyouo ⇒











6．「 ，」、「 ．」、「？」 
 
表記における句読点の重要性は言を俟たない。しかし、混乱が 10 件あった。ないところに「,」をう
ったもの 5 件（通し番号、4、18、31、313、314）、ある「,」をなくしたもの 3 件（318、355、356）、












い。16 は、訳本で「Nô」となっていて、脚注に「Noの誤」とある。しかし、原典では「   」で、




訳本では 44「Agueôzuruni」となっているが、原典を見ると、「Agueózuruni（          ）」
にしか見えない。また、71 は「Ro」となっているが、原典では「   」である。これらは、キリシ
タン資料の知識をもとに、「´」は「 ˆ 」の、「  」は「  」の右半分が欠けたのだろうという推測
から補完していると考えられる。しかし、原典で「Agueózuruni」、「Rò」であったということはどこか
に明記すべきであろう。 




 アクセント記号がなかったところに、訳本で記号が印刷されている例が 24 件あった。これらは、痕
跡がないところにキリシタン資料に関する知識だけで補完したことになる。 
 訳本で「  」があらわれたもの：20（Moxiyo           ⇒Moxiyo）、39、96、156、157、
190、198、199、303、326、386、409、423、434、469、478、481、518。「 ˆ 」：33（Yodzuro
⇒Yôdzuro）、109、396。「  」： 394、452（gofozonni        ⇒gofõzonni）。 
 ARTE GRANDE にあった記号がけずられているものも 2 件あった：21（Tçuquemono⇒
Tçuquemono）、83（yóriua⇒yoriua）。Rodriguez は間違ったと土井が判断したことになる。 
 
                                           
     
図 9-2 83「yóriua」 
 
7-4 アクセント記号を改変した 
 「 ˆ 」が「  」に改変されたのは 47（         ）、「  」がけされたのが 393（     ）、
「  」がけされたのが 448（    ）である。他に、「  」が「 ˆ 」：220、525（    ）、「 ˆ 」
が「  」：46（          ）、390、468、「 ´ 」が「  」：122（     ）、343、443
である。 








 通し番号 28 の原典は、下のとおりである。第 10 葉裏の 2 行にわたっており、上の行末に見えるのは
「n o-」である。前後の文脈を見ると、この「n＋スペース」は、右半分の欠けた「m」であることがわ
かる。同様の例が、123「         」、264「      」、404、483 である。 
 
                                              
         
 










 159 は ARTE GRANDE の第 56 葉裏にある。「     」で、「Fiqu,」の左側に見えるのは「 」
ではなく、右側のかけた「u」と「  」である。また、291「       」も点の欠けた「i」に見
えるが、これは「遂ぐると」の「る」の「r」の一部が欠けたものである。 
 同様に、「G」の横棒がかけたもの（242「     」、360）があった。 
 何か文字があることはわかるが、その文字が何か判読できないものが補完されている例も 7 件あっ
た：51、88「       」、117、126、156、267、337（tachiyoritam?i⇒tachiyori tamai）。 
 
                                             
            
図 9-5 337「tachiyoritam?i」、ARTE GRANDE の第 150 葉裏 
 
8-2 つづりがふえている 
 ARTE GRANDE からつづりがふえている例が 13 件あった。訳本の著者、編者の判断によるもので
あろう。 
 
2 minamoto ⇒ minamotouo   22 cocorouo ⇒ cocoroaruuo 
61 tachivacareyru ⇒ tachivacareteyru  
図 9-4 422「xita aru」 
193 
146 vorifuxi suquimo ⇒vorifuxi sono suquimo 
191 Nurunuruto ⇒ Nurunurutoxite  195 Iijicoccocu ⇒ Iijicocucocu 
240 tattoqi ⇒ tattoqui   247 icqen ⇒ icquen 
249 voqiraiua ⇒ voquiraiua  277 Doccaramo ⇒ Dococaramo 
286 xiranuoba ⇒ xiranuuoba  310 vouoqueredo ⇒ vouoqueredomo 
500 Vnadzuqu ⇒ Vnadzuqui 
 
8-3 つづりがへっている 
 ARTE GRANDE からつづりがへっているものが 10 件あった。206 では「謡」が「歌」になってい
るし、271 では「知って」が「して」になっている。 
 
9 Yô，yoi，yoxi ⇒ Yô，yoxi   45 quiuamatta ⇒ qiuamatta 
174 Fosori, ru ⇒ Fosori, u   175 Futori, ru ⇒ Futori, u 
205 vtaiuo ⇒ vtauo   270 Xitte coso ⇒ Xite coso 
330 ijenni ⇒ ijen    415 Quionen ⇒ Qionen 
510 Guiuon ⇒ Guion   530 Quasannu ⇒ Qasannu  
 
8-4 つづりがかわっている 




13 tçuquru ⇒ tçucuru    64 Coreua ⇒ Coreuo 
73  xôzu ⇒ xôzo    187 Faramequ ⇒ Fatamequ 
217 Idzucu ⇒ Idzuco   235 fitonouo ⇒ fitonoua 
260 Fumini adzucaru ⇒ Funeni noru 277 tocorocaramo ⇒ tocoroyorimo 
279 Idzucuomo⇒ ldzu Como  283 Sarasara ⇒ Surasura 
334 gonochino ⇒ gonichino   467 tçuquru ⇒ tçucuru 
475 Misasaquino ⇒ Misasaguino  490 Iicquãme ⇒ Iicquanme 






 土井（1955）p.20 の 13「tçucuru」には脚注があり、「正しくは tçuquru」となっている。が、原典
を見ると第 4 葉に「     」となっている。同じく、土井（1955）の 230「Amauosoi（雨襲）」に
は脚注があり、「Amauouoi（雨覆）か」とあるが、原典では「Amauouoi（      ）」となって
いる。432「Dombôrin」は、脚注に「Dembôrin とあるべきもの」とあるが、原典では「       」
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番号 頁 行 『日本大文典』 ARTE DA LINGOA DE IAPAM
1 7 17 Arujitachiyori Arujitachi yori
2 8 6 minamotouo minamoto
3 8 15 conofitoua Conofitoua
4 8 22 Fitotabimo， Fitotabimo
5 8 22 no<xi naita mo<xinaita
6 10 20 Irmãxu Irmãoxu.
7 10 25 Anofitotachi Ano fitotachi.
8 11 1 Ra ra
9 12 26 Yô，yoxi Yô，yoi，yoxi
10 16 4 chichi botxinurutoquinba chichibot xinurutoquinba
11 18 17 Degozare cax Degozare caxi
12 20 3 fitono cocoromo fitonococoromo
13 20 7 tçucuru tçuquru
14 20 23 vo<xeraruruca アクセント記号が読めない
15 21 1 queico itaso <zu queicoitaso <zu
16 25 6 Nô アクセント記号が読めない
17 29 8 zonji Zonji
18 30 24 yei，yô yeiyô
19 35 21 Yomiauasuru Yomi auasuru
20 37 26 Mo<xiyo< Moxiyo<
21 38 1 Tçuquemono Tçuque ~mono
22 38 21 cocoroaruuo cocorouo
23 42 9 Aguru coto arumai Agurucoto arumai
24 42 11 Aguemai coto aro <zu Aguemaicoto aro <zu
25 44 6 Ague tatematçuru Aguetatematçuru
26 44 6 Yomi tatematçuru Yomitatematçuru
27 44 6 Narai tatematçuru Naraitatematçuru
28 45 15 monodegozaru n onode gozaru
29 45 16 yu < cotodegozaru yu < cotode gozaru
30 47 4 Aimachitçuru Aimachi tçuru
31 48 27 vto<tçu， vto<tçu
32 49 4 voquiyori voqui yori
33 50 7 Yôdzuro < Yodzuro <
34 51 2 fayabayaxu < goxisocu fa/yabayaxu<goxisocu
35 51 11 matçuuo Ma çuuo
36 52 18 imayô ima yô
37 52 20 quiqumaica quiqumaica ?
38 53 3 So<dearo <zu So<de aro<zu
39 53 4 so<demo sodemo
40 53 5 attafodoni atta fodoni
表9　ローマ字表記の異同一覧
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番号 頁 行 『日本大文典』 ARTE DA LINGOA DE IAPAM
41 54 12 canaximubequiua canaximu bequiua
42 54 13 vocasubequi cotonari vocasubequicotonari
43 56 5 Xitagai tçuita Xitagaitçuita
44 56 19 Agueôzuruni Agueózuruni
45 56 23 qiuamatta quiuamatta
46 56 26 chu <xeraruruni chûxeraruruni
47 57 9 Xu ~monynno Xûmonynno
48 57 9 vonsonemini von sonemini
49 57 10 tamai queri tamaiqueri
50 60 14 asateto a/sateto
51 61 30 Cudasaruru ?udasaruru
52 62 27 quio <uo quio < uo
53 65 7 nego<mono nego< mono
54 65 16 notamayecaxi notamaye caxi
55 66 3 Tai coto Taicoto
56 66 6 to qui tamaye toquitamaye
57 67 16 Maire caxito Mairecaxito
58 69 15 Aguete aruni Aguetearuni
59 70 23 mesan toqui mesantoqui
60 72 1 De de
61 72 7 tachivacareteyru tachivacareyru
62 75 31 attarebatote attareba tote
63 76 17 toyu < to/yu<
64 76 24 Coreuo Coreua
65 77 1 Xini vo<to Xinivo<to
66 78 6 canari ca nari
67 82 20 Vareragatocoroye Vareraga tocoroye
68 82 20 nasaretaraba na/saretaraba
69 83 19 fabacaru coto fabacarucoto
70 84 13 nari tomo naritomo
71 85 7 Ro< Rò
72 85 15 Aguete atta Agueteatta
73 85 20 xôzo xôzu
74 86 16 gozaicocuno Gozai cocuno
75 88 25 Agueôtomo Agueô tomo
76 89 29 arecaxi are caxi
77 90 18 voxiquereba vo/xiquereba
78 93 24 arasôcoto nacare arasôcotonacare
79 94 3 to yu<gui toyu <gui
80 94 4 Coreuo coreuo
81 94 24 naquiuoba gunin tosu naquiuoba gunintosu
196
番号 頁 行 『日本大文典』 ARTE DA LINGOA DE IAPAM
82 95 15 Feique Feiq.
83 95 21 yoriua yóriua
84 95 22 tadayouanyori tada youanyori
85 96 19 Vramuru vramuru
86 97 6 To to
87 97 23 To<zonzuru To< zonzuru
88 99 l jinnarazu jin?a?azu
89 99 17 deua gozaru deuagozaru
90 103 28 toyu <te to yu<te
91 104 1 to mo<xite tomo<xite
92 105 21 mo<su mo</su
93 107 19 varucaro< va/rucaro <
94 110 29 Cho <mei Chómei
95 111 14 fi quitatte fiquitatte
96 112 1 varo<bedomono varobedomono
97 112 17 fitouoba motte fitouobamotte
98 112 20 zu Zu
99 112 24 Mono iuazude Monoiuazude
100 113 10 Aguezu Ague/zu
101 113 21 Yomaji yomaji
102 113 22 Narauaji narauaji
103 114 25 Vryezare Vre/yezare
104 116 8 Ni ni
105 120 9 Aguemai coto Aguemaicoto
106 120 27 Aguemai tame Aguemaitame
107 123 26 Musubi musubi
108 123 27 Sumi sumi
109 124 19 Yôda Yoda
110 127 11 Yomiqueredomo Yomiquere domo
111 128 25 Yôdanaraba Yôda naraba
112 134 9 sanu S nu
113 135 5 zo Zo
114 137 7 attarebatote attareba tote
115 137 9 Yomumaji queredomo Yomumajiqueredomo
116 140 3 Yomumai tame Yomumaitame
117 142 13 Naro <bequi Nar?bequi
118 143 16 Naro <te N ro<te
119 144 7 Narayedomo Naraye domo
120 153 15 Naro <mai tomo Naro <maitomo
121 162 9 tatematçurãto tatematçu/rãto
122 163 11 ichimõ ichimó
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123 165 29 Yacazutomo Yacazuto no
124 166 20 tadzune tadzu/ne
125 167 8 yado motometen yadomo tometen
126 167 18 naninaritomo nani n??itomo
127 167 24 Yacazutomo Yacazu tomo
128 168 11 mo<subexi mo<su bexi
129 169 22 vontameni von tameni
130 170 17 Teiq. Feiq.
131 171 4 Agueôzuro < Agueô zuro <
132 171 20 chitoxeyo chito xeyo
133 171 23 fanatachibanano fanatachi banano
134 175 16 Aguen coto Aguencoto
135 177 23 Aguru coto Agurucoto
136 182 23 vocotaru coto vocotarucoto
137 183 9 voindari voin/dari
138 183 18 vreyezuxite vreyezu xite
139 184 13 furi te furite
140 185 16 toriayesaxe toriaye saxe
141 187 28 vobitataxino vobitataxi/no
142 189 4 xin tarazumba xintarazumba
143 189 5 chichi tarazuto chichitarazuto
144 190 7 Cazunaranu Cazu naranu
145 197 21 Fucaito mama Fucai tomama
146 198 18 vorifuxi sono suquimo vorifuxi suquimo
147 199 16 Fucacaro < tomo Fucacaro <tomo
148 203 27 no<te cara no<tecara
149 204 25 Fucacarumai tomo Fucacarumaitomo
150 207 7 atatacana ata/tacana
151 208 15 Aquicarani nai Aquicaraninai
152 209 15 yocarubequi monouo yocarubequimonouo
153 214 19 Vagaxenzouoba Vaga xenzouoba
154 215 5 yuquyeuo yucuyeuo
155 215 21 So<ro<bequi S?ro<bequi
156 216 15 So<ro<toqui Sorotoqui
157 217 22 So<raixicaba Sorai xicaba
158 219 24 Soromajiqueredomo Soromajique domo
159 225 23 u < <
160 227 21 guio < guiô
161 228 8 vo Vo
162 228 17 o O
163 230 5 qui gui quigui
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164 240 10 Yomucoto y mucoto
165 243 29 Aguru tomo Agurutomo
166 245 7 Quaconoxi quaconoxi
167 246 10 goro<jerareôcotoua goro<jerareô cotoua
168 246 13 iyaxiquiuo iyaxiqu uo
169 246 15 gojenno gojen no
170 248 12 Xij X j
171 248 19 xij X j
172 249 4 yorocobaxij yorocoba/xij
173 249 17 xucqueraxij Xucqueraxij
174 250 25 Fosori, u Fosori, ru
175 250 26 Futori, u Futori, ru
176 255 6 tareca Tareca
177 255 16 idzucuni idzucu/ni
178 256 11 Guat guat
179 258 2 Vôxeraruru アクセント記号が不明隙
180 259 28 Cotoabagoto Cotoabago o
181 260 4 Maiguat Mai/guat
182 261 27 Meimeini Mein eini
183 266 23 Quidensama Quiden sama
184 266 29 Rongo Rõgo
185 285 18 Vxiro vxiro
186 287 8 Vomotte Vo motte
187 288 26 Fatamequ Faramequ
188 289 10 Caracaratovaro < Caracarato varo <
189 292 1 Ron go Rongo
190 294 6 Mo<xite Moxite
191 295 12 Nurunurutoxite Nurunuruto
192 301 3 Tçuratçura Tçura tçura
193 303 13 Irmãoro< Irmão ro<
194 306 10 Voba voba
195 309 3 Iijicocucocu Iijicoccocu
196 309 5 Vorivori Vori vori
197 312 16 Vototo Voto o
198 313 22 Zo<yacu Zoyacu
199 314 9 So<ro< Soro<
200 320 9 Masanari Masa nari
201 321 27 xinno xin/no
202 324 21 Iitgo queô Iitgoqueô
203 325 2 musaborazu musaburazu
204 325 21 sôjite アクセント記号が読めない
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番号 頁 行 『日本大文典』 ARTE DA LINGOA DE IAPAM
205 326 14 vtauo vtaiuo
206 328 21 vôxeidasaruru vôxe/idasaruru
207 328 25 Caqu fito Caqufito
208 329 5 netamucoto netamu coto
209 329 10 facuxinadoni facuxi nadoni
210 329 12 caqui idasuga cquiidasuga
211 330 22 Samu Samui
212 330 24 Curoi caua Curoicaua
213 331 16 No no
214 332 25 Rongo Rõgo
215 333 6 Monouo Monoua
216 333 12 Luciferto Lucifeito
217 340 22 Idzuco Idzucu
218 341 11 jenbôuo jen bôuo
219 341 18 Vtagainoya Vtagaino ya
220 342 20 naraxerareôzuru naraxerareo <zuru
221 342 24 Ca inaya Cainaya
222 342 27 zaiquaniyotte zaiquani yotte
223 343 12 sono mino sonomino
224 344 8 Foxxinju Foxxin/ju
225 345 12 Namaatatacana Nama atatacana
226 349 8 gosun gossun
227 349 18 Fitoaxi Fito axi
228 350 16 Yomi yasui Yomiyasui
229 352 6 Mimafoxij Mima foxij
230 356 21 Amauosoi Amauouoi
231 356 24 ua va
232 356 25 Vuafigue Vua figue
233 357 11 Quixono quixono
234 357 14 Quixonoua Qixonoua
235 357 15 fitonoua fitonouo
236 360 12 dai ichi daiichi
237 360 23 Curama ide Curama i/de
238 362 7 Ga ga
239 363 29 Vagamiuo Vaga miuo
240 364 5 tattoqui tattoqi
241 364 16 vagamino vaga mino
242 365 9 Goxo<uo Coxo<uo
243 365 11 vocatari are vocatariare
244 365 24 fito toua fitotoua
245 366 10 cono co/no
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番号 頁 行 『日本大文典』 ARTE DA LINGOA DE IAPAM
246 366 11 icquen icqen
247 366 20 Soregaxiuo Sore/gaxiuo
248 366 21 voquiraiua voqiraiua
249 369 10 Voifaro < Voi faro <
250 369 10 Vchifaro < Vchi faro <
251 370 14 Conotocorono Cono tocorono
252 370 14 acuto< domouo acuto<domouo
253 372 3 Mo<xi tçuquru Mo<xitçuquru
254 375 19 Fagasaruru Fogasaruru
255 378 13 Co<riocu Còriocu
256 379 24 Soi tçuqu Soitçuqu
257 380 1 Mini ataru Miniataru
258 381 6 xicumaji xiqumaji
259 381 17 somuqui tatematçuru somuquitatematçuru
260 381 22 Funeni noru Fumini adzucaru
261 382 2 noru no/ru
262 384 2 Miyacouo Miyaco/uo
263 385 23 ichiruy ichi/ruy
264 387 13 vomeni vo neni
265 389 6 Machi canuru Ma/chicanuru
266 389 28 vocatasamaua võcatasamaua
267 391 7 Quiuamuru Quiuam?ru
268 394 24 Maittaga Maitta/ga
269 395 15 arumai aru mai
270 395 19 Xite coso Xitte coso
271 398 27 gozaru go zaru
272 401 18 Sonofumini Sono fumini
273 402 15 Chiye Chi/ye
274 405 2 Yaguracara Yagu/racara
275 405 5 Cara cara
276 411 7 Dococaramo Doccaramo
277 411 12 tocoroyorimo tocorocaramo
278 411 14 Doccaranaritomo Doccara naritomo
279 412 14 ldzu Como Idzucuomo
280 415 3 maitta mait/ta
281 416 13 qu-a/nquanto quanquanto
282 417 2 quizamu qui/zamu
283 417 19 Surasura Sarasara
284 421 3 Toxite To xite
285 424 26 Cacarete coso Cacaretecoso
286 428 4 xiranuuoba xiranuoba
201
番号 頁 行 『日本大文典』 ARTE DA LINGOA DE IAPAM
287 431 3 arumaito aru/maito
288 432 11 sonataua sonata/ua
289 432 22 mairunaraba mairu naraba
290 435 2 Padre samaye Padresamaye
291 435 26 toguruto toguiuto
292 436 28 Yenu yenu
293 439 7 Cocomotoni Co/comotoni
294 439 17 Yo<suni Yo</suni
295 440 21 so<socun so<socuni
296 441 1 xorio <uo xo/rio <uo
297 441 25 tocorouo tocoro/uo
298 443 6 voyobu toqui voyobutoqui
299 443 16 so<mocu so</mocu
300 445 14 Mairaideuano Mairaideua/no
301 446 27 teiga tei/ga
302 447 21 Guioyno Guioy/no
303 451 28 Sonofo< Sonofo
304 453 9 Yebudagõto Yebuda/gõto
305 455 1 Niyotte Ni yotte
306 463 22 corefodomadeua core fodomadeua
307 468 19 Cuchivoxiquicotocana Cuchivoxiqui cotocana
308 483 22 xinji xin/ji
309 484 5 naquiga naqui/ga
310 485 19 vouoqueredomo vouoqueredo
311 488 19 jicquanme jicquan/me
312 489 19 goinxinto goinxin/to
313 490 10 Nanitoyaran， Nanitoyaran
314 490 12 Nanitoyaxen， Nanitoyaxen
315 492 17 voiteua voi/teua
316 492 20 Xiqimocu Xiqimo/cu
317 493 15 fito no fitono
318 493 23 cho <guio <xeximeba cho <guio <xeximeba，
319 495 7 voconauarubexi voco/nauarubexi
320 499 23 Vonarujino Von arujino
321 505 9 Mo<xitaitano Mo</xitaitano
322 505 26 dãco < dãcó
323 507 8 fo<baitachi fobaitachi
324 508 26 Voisagaxi Voisaga/xi
325 511 12 vyeuo vye/uo
326 512 16 Sono fo<no Sonofono
327 514 3 sute saxerarei sutesaxerarei
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328 514 18 Mayeno Maye/no
329 515 2 Banmayegia Ban mayegia
330 515 8 ijen ijenni
331 518 26 varui nado varuinado
332 521 1 vaga tamenimo vagatamenimo
333 524 13 ataye ata/ye
334 524 26 gonichino gonochino
335 526 12 Feiq. Feq.
336 528 21 auaxete auaxe/te
337 539 2 tachiyori tamai tachiyoritam?i
338 539 17 coreuo Coreuo
339 540 9 mo<xitazo mo</xitazo
340 542 8 chigotachi chi/gotachi
341 542 10 toimo<xi toi/mo<xi
342 542 10 chigotachimo chigotachi/mo
343 543 18 gorãjerarei gorájerarei
344 544 21 Cocoroni Co/coroni
345 545 5 Taixetno Taixet/no
346 545 24 figuequirito figue/quirito
347 546 27 ju <manyoquini ju <man yoqui/ni
348 548 4 sôro < sóro <
349 548 10 maximasu ma/ximasu
350 548 25 Voxicari attade Voxicariattade
351 551 3 ymarasuru ymairasuru
352 553 22 mairu caraua mairucaraua
353 553 27 co<becara co</becara
354 555 18 Bacu bacu
355 556 26 Muxi Muxi,
356 556 28 naqu naqu,
357 559 1 Nacarc Nacare
358 559 28 xirumononi xiru mononi
359 560 12 Imada Ima/da
360 562 15 Gui Cui
361 563 6 coto co/to
362 563 26 vagacotogia va/gacotogia
363 564 21 Cotogoto Co/togoto
364 565 15 Monoxiri monoxiri
365 565 23 Baquemono Baque/mono
366 565 27 xirenu xire/nu
367 566 2 Bãbut Bã/but
368 567 6 Sono So/no
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369 569 7 Gofô/cô Gofôcô
370 571 3 von cotoba voncotoba
371 571 4 voncura Voncura
372 571 23 Von taru Vontaru
373 573 15 Yacata sama Yacatasama
374 573 22 sama sa/ma
375 576 15 Von cocorozaxi Voncocorozaxi
376 577 10 yeiran Yeiran
377 588 15 cotonite soro. cotonitesoro.
378 589 11 Tçuxxinde Tçux/xinde
379 591 9 Nanigotouo Nanigoto/uo
380 591 19 Quicoximexi tçuquru Qui/coximexitçuquru
381 597 7 gozaru go/zaru
382 598 27 cocoroye co/coroye
383 598 28 vyeyori vye/yori
384 607 16 Miyaco Miya/co
385 609 26 Yo Yó
386 612 25 Amo< Amo
387 613 15 Xecai Xe/cai
388 617 2 xeide xei/de
389 617 9 nanino nani/no
390 618 28 Do<jucu Dôjucu
391 619 14 tabetaca ta/betaca
392 622 19 cotonari coto nari
393 622 19 Sumito Sumìto
394 625 18 Chúguēn 
～
Chúguēn 
395 635 20 Sanju <sô sanju <sô
396 636 12 Xennhô Xennho
397 638 17 Giapono Giapone
398 640 17 Xiri caxira Xiricaxira
399 643 23 Purificaçam Purificaçan
400 651 8 Iiamari Ii amari
401 652 2 ichi ji ichiji
402 653 29 Fuyunoyo Fuyuno yo
403 655 22 yumetomo Yumetomo
404 657 9 Caquemo Caque no
405 657 22 canaxiquini cana/xiquini
406 658 19 chiyoni yachiyouo chiyoniya chiyouo
407 659 10 Tçuranevta Tçurane vta
408 659 29 Ximono cu Ximonocu
409 662 18 Ienxu <s Ienxus
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410 662 31 Aguru Agu/ru
411 664 1 Feigimonogatari Feigi monogatari
412 664 20 nattareba nuttareba
413 671 25 Xinxun Xin/xun
414 671 27 Qionen Quionen
415 671 28 cocoro naxi Cocoronaxi
416 673 2 toyu <te to yu<te
417 673 2 tomo<xite to/mo<xite
418 676 8 cho <bio <yeno cho </bio <yeno
419 680 4 Bunxo< bunxo <
420 680 11 Migiôxo Miguiôxo
421 680 19 Cubo <sama Cubo < sama
422 681 7 xitataru xita aru
423 683 10 Ijo < Ijo
424 685 22 Vosorenagara Vosore nagara
425 685 28 Xicarubequi yo <ni Xicarubequiyo<ni
426 686 1 adzu carubequ adzucarubequ
427 686 7 Cono mune Conomune
428 686 15 Quiu < quo < Quiu <quo <
429 688 14 Miguiôxo Migueôxo
430 688 24 caxicomatte caxicomat/te
431 690 18 Vouoino Vôuoino
432 690 19 Dombôrin Dembôrin
433 695 25 zonji tatematçuri zonjitatematçuri
434 700 5 Guio < Guio
435 700 18 Cubo < sama Cubo <sama
436 700 23 tçuxxinde tçux/xinde
437 706 20 Nanigaxidono ye Nanigaxidonoye
438 707 3 tçuxxinde tçux/xinde
439 707 15 Sôzocu tomoni Sôzocutomoni
440 707 19 zanoxita zano xita
441 709 28 Chicujenno Chicujen/no
442 710 18 sucoxi suco/xi
443 712 12 Bõzos Bózos
444 717 14 von naca vonnaca
445 719 1 IESVS no IESVSno
446 720 7 ichiruira ichi/ruira
447 720 16 Iu <ichiguat Iu < ichiguat
448 722 24 Soro So<ro<
449 723 15 cho <quen cho </quen
450 723 17 goquiquan goqui/quan
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451 723 18 fofucusu fofucu su
452 725 27 gofõzonni gofozonni
453 727 4 reôqennovoyobazaruni reôqen/no voyobazaruni
454 727 7 xo<jequi xo</jequi
455 727 21 vnvn vn/vn
456 729 8 xo<guat Xo<guat
457 729 21 quaxequiuo qua/xequiuo
458 729 29 naqui na/qui
459 730 1 mo<xiagurumono mo</xiagurumono
460 731 8 focorubequi fo/corubequi
461 732 4 fontosu fonto su
462 732 19 Te~no< Te~/no<
463 733 10 xoguanno xoguan/no
464 736 28 Quinin quinin
465 737 3 Xiquibuno xô Xiquibunoxô
466 737 5 catayemo ca/tayemo
467 737 5 tçucuru tçuquru
468 740 21 Zo<quan Zôquan
469 740 21 Mio <ji Mioji
470 741 4 Matçugio Matçu/gio
471 741 27 Taro < Ta/ro<
472 743 11 cuni cu/ni
473 744 12 Yemon jô Yemonjô
474 745 3 Daijo<daijin Daijo< daijin
475 747 3 Misasaguino Misasaquino
476 747 12 Noda xô Nodaixô
477 747 19 Queifôjo<jo Queifô jo<jo
478 748 18 Daichu < Daichu
479 750 2 Saigioxo Saigio xo
480 751 3 Cami cami
481 752 7 Xeixu < Xeixu
482 754 24 2, 2.
483 755 27 Fômio < Fôn io <
484 760 29 Mitçu mitçu
485 763 16 Fifitoi fifitoi
486 765 3 So<xiju < So< xiju <
487 765 24 so<xiju < so</xiju <
488 767 9 vosorezu vosore/zu
489 767 19 San san
490 769 11 Iicquanme Iicquame
491 772 3 Niju <ichi Niju < ichi
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492 773 10 Fito ita Fitoita
493 776 9 Iu <so<ba- Iu <so<bai
494 780 24 Ixxôgogo Ixxô gogo
495 781 29 Iu <ixxacu Iu < ixxacu
496 784 12 Dai ichi Daiichi
497 784 15 Ichi yoi Ichiyoi
498 784 23 Nino< nino <
499 786 11 casanete casane/te
500 788 2 Vnadzuqui Vnadzuqu
501 789 10 michi maraxita michimaraxita
502 790 22 tatenaraburu tatena/raburu
503 792 23 Ichyiacu Ichiyacu
504 795 4 ippucu ippu/cu
505 796 16 Fitoxitadari Fito xitadari
506 799 3 Fotoque nefan Fotoquenefan
507 799 8 Gounxequen Goun xequen
508 801 19 Buxxin yori Buxxinyori
509 802 25 Yenichisan Yeni/chisan
510 803 7 Guion Guiuon
511 803 13 gotainari gotai nari
512 803 16 Gotai Gotei
513 805 14 Iinquo <tçu < Iin/quo <tçu <
514 806 4 Me irouo Meirouo
515 806 6 Mifure Mi fure
516 807 5 maimai mai mai
517 809 15 Faxxu < Fax/Xu <
518 821 30 xo<ji xoji
519 827 第一図 Tatçunococu Tatçuno cocu
520 827 第一図 Vmano　cocu Vmanococu
521 828 第二図 Quita　vaita Quitavaita
522 832 2 Tenvo < Tenno <
523 834 2 Qempo < Quempo<
524 834 22 Neraiqui Ne~raiqui
525 838 16 Iôvô Io<vô
526 843 29 Fotoques Fo/toques
527 846 18 tenvo< Tenvo <
528 847 8 Nagato Na/gato
529 847 27 Queitai Queitei
530 849 21 Qasannu Quasannu




第 10章 おわりに 
 
 紀元前のギリシアから、西洋世界には、言語を一冊の書物に記述する習慣があり、また、言語という











日本語研究者にとって João Rodriguez の文法書は敷居が高い。外国人の書いたポルトガル語の書物
であるし、充分に理解するためにはラテン語の言語体系を知らなければならない。だから、従来の研究
では、どうしても João Rodriguez の記述の表面的なところしか扱っていない。たとえば、アルファベ
ットによる日本語のつづり、そして、表になっている動詞の活用、名詞の変化である。 
第 3 章では、adverbio（副詞）をとりあげた。言語を問わず、「副詞」はとらえにくいに違いない。
ARTE GRANDE の記述でも、adverbio には雑多なものが含まれ、また、adverbio に分類されている
「tocoro（ところ）」が、動詞活用形の一部、名詞、artigo（格辞）、partícula（助辞）、posposição（後

























Rodriguez の文典を読み始めたのは、当時の熊本女子大学、今の熊本県立大学に赴任した 1989 年か
らだったと思う。間もなく、Michael Cooper神父の『通辞 ロドリゲス』が出版され、Rodriguezの人
間的な魅力にも引き込まれた。手紙をお出しして、上智大学Monumenta Nipponicaの編集室にうかが
った。オックスフォード大学で João Rodriguezの研究に没頭なさっていたころ、神父は毎晩 Rodriguez
とともに食事をし、ワインを傾けていたとおっしゃった。私が夢中で論文を書いていたときには、
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